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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載したりすることを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容に基づきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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【プロローグ】


夏のはじめ














　映画館のロビーはぎっしり集まった人で蒸し暑かった。

「見ないって、これ見に出て来たんじゃないのかよ」

「そうだけど、立ち見でしかもこんなに人いるんじゃ、見えないよ」

　赤い絨じゆう毯たんを敷いた階段の上下で、明あけ智ちはめぐみと口論していた。

「けど、次の回じゃ帰りが遅くなって駄目なんだろ？　だったら、ここで根性出すしか」

「明智君、根性じゃ背は伸びないよ」

「悪かったなどうせおれは背が低いしひ弱な文系丸出しだよ」

「そんなこと言ってないでしょう」

　周りに体格のいい男や、高いサンダルを履いたおねーさんがいて、後ろもまだまだ人が増えそうな気配なのだと、めぐみが言いたいのはわかっていた。

　しかし、明智にしてみれば、ようやく突入した夏休みの初日に、執筆の時間を削って来たのだ。ここで諦あきらめるのは悔しかった。

「入場したらお前がダッシュでいい場所取れば大丈夫だよ。陸上部だろ」

「迷惑だし、三人分取るなんてできないよ」

　めぐみはたぶん、自分より、人慣れしていない美み緒おを気づかって主張している。が、それは明智にはわからなかった。美緒は、いくぶん困った顔で、どちらにもつかず何も言わない。二人の言い合いはいつものことで、美緒が困るだけなのもいつものことだ。

「とにかく、私たちは映画パスするから。明智君見るなら、お茶飲んで待ってるから終わったら電話して」

　じゃあね、とめぐみは明智に手を振り、美緒の腕をとって行ってしまった。

「おい！　なんだよそれ！　根性出せよ！」

　呼び止めたが、めぐみはもう一度かるく手をあげただけで振り向きもしない。

　ありかよそれ……。

　一人残され、明智はひどく不機嫌になった。

　映画は、古いアニメ原作を新解釈で実写化したもので、深いテーマと美しい映像が、公開前から話題だった。明智はネットでいろいろ調べ、男友達より女の子のほうがあとで感想がおもしろいと思い、めぐみと美緒を誘ったのだ。そのときは、二人とも喜んでいたはずだった。一応、自分が男だから、そのあと食事するならこのあたりへ連れて行けばとか、明智なりに流れも考えていた。

　いいけどさ。もうお前らとなんか二度と来ねーよ。

　しかし明智もこの状況で、意地と根性で映画を見ても、楽しめるかは自信がなかった。

　──この先はもう入れません。次回の上映でのお立ち見になります。

　後ろのほうで、係の人が拡声器で案内する声が聞こえた。凄すごすぎるな。次回も、いまからじゃ座って見られないんだ。で、この回はもう、立ち見も完かん璧ぺきに満員なんだ。

　明智はチラリと後ろを見た。いつの間にか、人が倍くらいに増えていた。すでにロビーは完全に満員、行列は階段の下へ続いて後ろが見えない。この数で、みんなが根性でダッシュしたら、大変なことになるだろう。めぐみの意見は正しかった。明あけ智ちは、うつむいて五秒考えた。やっぱり止やめたは、まあいいとして、めぐみになんと説明するか。一度入ったけど横入りされて、喧けん嘩かになりかけたから出てきたとか。だけど、あいつら女だから、喧嘩とか聞くだけで嫌な顔するよな。まあいいや、とりあえずここは抜けて歩きながら理由を考えよう。明智は列を外れてエレベーターへ向かった。

　ちょうど上りが着いたところで、開いたドアから人がどっと溢あふれた。これみんなゾンビだったらおれは終わるな。明智は映画館らしい連想をした。下りに乗ると、ドアはすぐ閉じたが、エレベーターはなかなか動かなかった。なぜ動かないんだ、と思ったとたん、背後から白い手が伸びてボタンを押した。

「あ、すみません」

　そうだ、階数を指定するのを忘れてた。かっこ悪いのでその場でうつむく。すると、

「映画見るの止めちゃうんですか」

　と、背後から手の主が声をかけてきた。

「はあ」

　明智は振り向かずに曖あい昧まいに答える。声は若く、エレベーターは明智と白い手の彼女の二人しかいない。気詰まりだ。四階から一階の、十秒程度が長い。

「私もです。迷ってたんだけど、あなたが出て行くの見て決心して」

「そうですか……」

「あんなに混こんでたら、ちょっと辛つらいですよね」

「そうですね」

「……ごめんなさい、私、ペラペラ話しかけて……」

「あ、いえべつに」

　明智は顔をあげて振り返った。ボタンを押し忘れる小さな失敗が気まずかっただけで、話しかけられるのはべつに迷惑じゃない。

　女の人は──いや、歳としは明智と変わらない感じで、女の子と言ってもいいと思う──明智を見てかるく笑っていた。普通に愛想笑いだろうが、目に掛け値なしの好意を感じる。なぜだ。おれ、この人と会うの初めてだよな？　肩の上くらいの、軽そうな髪。白い顔、襟のあいた白い服を着る細い首。ちょっと潤んだ、茶色の目は微妙に下がり目で、美人より可愛かわいい系の顔だちだ。チンと音がしてエレベーターが止まった。扉が開き、明智は女の子と並んで降りた。たぶん女の子にしてはやや高い、明智とほぼ変わらない背丈だった。ビルの一階はまだ日陰だが、外を走る車は照る日ひ射ざしに光って、通りは見るからに暑そうだった。

「暑そうですねー」

　女の子は明智が思ったままを言った。

「そうですね」

　おれ、さっきからこんな返事しかしてないぞ。なんか知らないけど、お話したいオーラ感じるし、ここでぼんやり別れるのまずいか？　いや。でも。まあ顔は、けっこう、可愛かわいいとやっぱ、思うけど……いや、でも。そんなことじゃなく。明あけ智ちは次に出るべき行動がわからず、次回上映の看板の前で立ち止まった。すると、女の子がまた笑いかけてきた。

「明智さんていうんですか？」

「えっ！」

「あ、ごめんなさい。さっき列の、少し後ろのほうにいて、お友達と話してるの聞こえたから」

「うはあ……はあ……」

　何が「うはあはあ」だ違うだろおれ。あんな馬ば鹿かな会話聞かれたのか。映画見る見ないの話の前も、たしか思い出したくもないくだらない話を。

「あの……」

「はい」

　まだ突っ立っている明智に、彼女が言う。

「よかったら、これから少し、お話でもしませんか」

「え」

　ためらいがちに、でも期待を込めて、明智を見る目。

　勧誘。宗教とか、セールスとか。

「せっかく来て、映画見るための二時間だから、買い物より新鮮なことしたいし……」

「新鮮て」

「あは、なんか変な例えになっちゃったかな」

　また笑う。口紅の色はないけど、白いきれいな歯。

　逆ナンすか。とか言えたらかっこいいのか、笑えるのかそれもわからない。しかしこれは、やっぱり逆ナンというやつじゃないのか。このおれが。悔しいがありきたりなＴシャツとパンツで、どう見ても金はありそうもない高校生のおれが。

　ギャクナン……。

　回るパンチのような勢いのある響きに、それだけで明智はダウンしかけた。

「それとも、やっぱりお友達が待ってるかな」

「あいつらはいいです」

　即答して一秒後に少し後悔した。が、とりあえず映画一本分の約二時間は、無視しても問題ないはずだ。

「じゃあ、あの」

「とりあえず、どっか涼しいとこで」

　はい、と女の子がはにかんでうなずく。細い身体からだに、フリルのついた白いＴシャツと、ふくらはぎまでのコットンのパンツが、すごく夏らしい感じだった。長い脚、するっとした足首に、紐ひもを絡めた茶色のサンダル。肩に下げた布のバッグは少し大きめ。

　この子の、逆ナンで始まるおれの夏休みか……！

　明あけ智ちはこっそりひどく興奮して、拳こぶしをギュッと握りしめた。

「私、夏なつ野の雪ゆき葉はっていいます」

　夏の名字なのに、雪のつく名前で変でしょう。

　雪葉は、照れたようにまた笑った。

「そんなことないです」

　おれだって、明智夜や城しろだから明るいのに夜だし。ただしおれの場合、ペンネームだけど。というのは、あとで解説しよう。ペンネームから知られるって、ちょっと格好いいな。

「うわあ……」

　道路へ出ると、予想どおり強烈な日ひ射ざしが眩まぶしかった。

　雪葉は額に手をかざし、目を細める。なんということもない仕草なのに、持ち上げた雪葉の華きや奢しやな腕にどきっとした。止やめろ考えすぎ、と思いながらも、この子とあとどれくらい親しくなるか、何か特別な展開があるのかとつい考えてしまう。

「どこか知ってますか？」

「あまりよく知らないけど、まあなんとか」

　めぐみ達たちと行くために、調べた店なら。

「じゃあ、お願いしていいですか？」

「はいっ」

　夏野雪葉かあ。夏の雪。きれいな、儚はかない名前だなあ。

　けど、あんまり儚く、終わりたくないな。

　いまおれは、いきなりすごく、いい気分だし。こういかにも、火曜夜八時ごろ始まるドラマのオープニングだし？　空は都会の青だが明智の目にはいま、プールの底のように光る強い青に見える。制作中の小説のプロットについ迷いが出た。不思議とか、ミステリーとかじゃなく……れ、恋愛ものでも、いいかもしれない。

　不思議のない話を、書いたことはないが。





【第一章】


デートと言っていいのだろうか？














「愛あい、お前、おれのガーリックチップス食ってねえ？」

「知らないよ。ご飯の前にそんな物食べないもん。お兄じゃないの」

「おれは食べてない」

「じゃあガーリックチップスどこにあるんだよ。部活で死ぬほど疲れて腹減ってんだよ、食うの楽しみに帰って来たんだよう」

「もう飯だから少し待ってろよ。でかい図ずう体たいで歩き回ると鬱うつ陶とうしいだろ」

「でかいのはおれのせいじゃねえよ。いま食いたかったのに、なんでないんだ」

「自分で食って忘れたんじゃねーの」

　じつは明あけ智ちが昼間食べたのだが噓うそをついた。弟の健けん太たは身体からだつきと逆に大人おとなしいヤツだが、食べ物のことになると怖い。明智は冷蔵庫から野沢菜を出して適当に切ると、テーブルに置いて弟を呼んだ。

「ほら、おかず出来るまでこれで飯食ってろ」

「肉焼けたらそれでもう一度食べるからな」

「わかったよ」

　明智はフライパンに豚肉と刻み野菜を入れて塩コショウした。愛はラタンの古い長椅い子すに寝そべってテレビを見ている。今日はプールから帰って昼寝したあと、ずっとダラダラあの調子だった。ショートパンツをはいた長い細い脚がぶらぶらしてる。あとで、宿題もやれよと言うべきだろうか。肉野菜炒いためを作りながら母が作っておいたみそ汁を温めた。

　明智の家は高一の明智が一番上で、中二の健太、小学六年の愛の三人兄きよ妹うだいだ。親は明智が小学生のころから共働きで、今日のように兄妹三人だけの夕食も多い。料理はとくに興味があったわけではないが、長男だから健太と愛に「さすが」と思われたいために覚えた。やってみると結構おもしろくなって、いまでは特製メニューもいくつかある。が、今日は凝ったものを作る気分ではないので定番だ。醬しよう油ゆは仕上げに一回し流して、肉と野菜から出た汁に絡めるのが明智流。

「出来たぞ」

　大皿に載せてテーブルに置くと、先に食べていた健太がすぐ箸はしを伸ばした。

「お前、おれと愛のぶんも残して食えよ」

「腹が減りすぎて残せるかわかんね」

「飢えた獣か。愛、食わないとなくなるぞ」

「もーやだなあ、せっかくいま、テレビいいところなのに」

　愛は唇を突き出しながら健太の向かいに座った。一応、いただきますは言うように昔から教えてある。健太は爆発的な勢いで食べ続ける。長い昼の名残で、開け放した窓の向こうはまだ薄うす闇やみだ。家のすぐ下を流れる小さな川の、水の匂においが流れてくる。三人はとくに会話もなく、テレビだけがずっとしゃべっている。

「醬油かけるなよ」

「だって味薄くねえ？」

「薄くない。いまから濃い味ばっか食べると味覚障害になるぞ」

　明あけ智ちは弟が手を伸ばした醬しよう油ゆさしを押さえた。

「厳しいね先生」

「お前のためだ」

　本当は自分の味付けを変えられたくないのだ。文句を言いつつ健けん太たは醬油を我慢して、明智を兄貴ではなく先生と呼ぶ。小さいころ、明智が弟妹に勉強を教えてやっていた名残と、明智自身がそのころから作家に憧あこがれて、おれを先生と呼べと教えたためだ。愛あいはすぐにバカらしいと言って呼ばなくなったが、健太はいまも意識せず先生と呼んでいる。この弟を犬、妹を猫にしてお話を作ったのが、明智の最初の創作といえる。

「お母さん今日も遅いのかな」

「九時くらいには帰るってさ」

「じゃあ十一時くらいかもね。私が寝る前に、帰ってくるかな」

　母が子供たちに気を遣って、帰宅時間を早めに言うのを、子供たちは全員知っている。

「なんか用あんのか？」

「そうじゃないけど。またお父さんのほうが先に帰ってくると、あとで面倒だなあと思って」

「ああ」

　父は自分より遅く母が帰ると不機嫌になる。家に子供たちだけでは不用心だ、可哀想かわいそうだと母を責めるが、本音は子供が理由ではなく、父自身が不愉快だからだということも、三人ともよく知っている。明智は曖あい昧まいにため息をついた。健太は大盛りの飯を二杯半食べて、ようやく胃袋が落ち着いたらしい。空いた食器を流しへ戻して、すぐにテレビの前へ移動した。

「やだ。野球にしないでよ」

「お前、昼間からずっと見てたんだろ」

「健ちゃん自分の部屋にテレビあるでしょ。私はここでしか見れないんだから」

「野球はこっちのでかい画面で見るのがいいんだよ。アニメだろお前、見たけりゃおれの部屋ので見ろ」

「やだよ健ちゃんの部屋くさいから」

　小学六年女子の物言いには容赦がない。健太はかなり悔しそうだが、唇を歪ゆがめるだけで我慢している。もし手をあげたら、体格の差でシャレにならないことをよく知っているせいもあるだろうが、なんだかんだいって明智も健太も、末っ子の妹がかわいいのだ。

「愛は、野球見ないなら宿題しろよ。今日どうせ、全然勉強してないんだろ」

　アニメはビデオに録とればいいだろ。明智は長男として間に入る。

「健ちゃんだって、勉強してないよ」

「健太はこのあと勉強するんだ。愛より遅くまで起きてるからな」

　うえーと今度は弟が異議をとなえるが聞かない。

「んー……じゃあ、お兄のテープ使って録とっていい？　私のないから」

「いいよ。ラベルもパソコンで作ってやる」

「やったー。愛あい専用って書いて、お花もつけてね」

　愛はクッションをパンパン叩たたくと、明あけ智ちがテレビの横にストックしてあるテープの箱から一つを取り出し、録画を設定して階段をあがった。タタタタ、と軽快な音とともに長い脚が視界から消えていく。宿題をするかはあやしいがまあいい。わがままで生意気なところもあるが、歳としが離れているぶんだけ、愛は明智には素直に甘える。卵形の顔に切れ長の目で、なかなかに美少女の妹に、頼られるのは悪くない気分だ。兄の欲目は承知の上。

「じゃあ健けん太た、親父おやじが母さんよか先に帰ってきたら、お前が飯の用意とかしてやれよ」

　ビールを飲むと父が言ったら冷蔵庫から出し、おかずをチンして飯をよそう。誰だれでも出来るが父は自分ではやらず、母か子供の誰かにやらせる。

「うえー」

「でかいテレビを独占した者が負うべき義務だ。やれ」

　明智はきっぱりと弟に言いつけ、自分の部屋へ降りていった。

　──ふう……。

　シャツに肉野菜炒いための匂においが染みているのに気づく。

　こんなんじゃ、おれが学校で「おじさんぽい」とか言われるわけだよな。

　けど。

　一度壁に手をついて天井を見た。

　ここからは、おれ一人の時間だ。普通の家の、普通の長男ではなくて、作家志望の、不思議な秘密を抱える男、明智夜や城しろの時間なのだ。そして。







　明智の家は土地の段差に沿って建てられた三階建てだ。二階の北側に玄関があり、三階に弟たちと親の寝室、ベランダ下の一階部分は、以前は物置兼作業場だった。ここを改装したのが明智の部屋だが、元が居住用に作られていないので、壁はでこぼこの素材が剝むき出し、天井は無駄に高くいつも薄暗い。しかし、現実を離れて小説の世界にひたるには、この薄暗さがちょうどいいのだ。以前に見た、繊細な雰囲気のミステリー映画で、主人公の少年がやはり倉庫を改装したような部屋に住み、光る大きな水槽を部屋の真ん中に置いていた。残念だがこの部屋は映画の少年の部屋ほど広くはない。が、あちこちに仕込んだクリップライトが、平凡な机とパイプベッドとシェルフに雰囲気のある影を作るし、丁寧に並べたボトルキャップや食しよく玩がんのフィギュアも、普通の部屋に置くよりずっとそれらしく、格好良く見える。明智はこの部屋が気に入っていた。窓の向こうの低い垣根を越えるとすぐに堤防沿いの道になるため、冬は寒いが夏の夜は涼しい。川が近いせいで蚊が多く、網戸と蚊取り線香は必ひつ須すだが、蚊取り線香の匂いも好きだ。黒い椅い子すに座り、ディスプレイに向かってメールチェックする。新着メッセージが一件あった。クリックして「こんにちは　夏なつ野の雪ゆき葉はです」という文字を見るなり、明あけ智ちはグッと身構えた。




明智君へ




こんにちは。

この間は、とても楽しかったです。

突然話しかけたりして、気味悪がられても当たり前なのに、

お話してくれてありがとう。

あの時のこと、本当にしちゃってもいいですか？

よろしければ、明智君の予定など教えてください。




☆Yukiha　Natsuno☆




　すげえ……本当に、メール来てるよ。

　明智は何度も、六行の文章を読み返した。機械が組んでる無機質な文字でも、雪葉の言葉だと思うと違って見えた。あのときのこと……こっちこそ、本当にしてもいいのかと、ずっと思っていたんだけど……。




　あの日、明智の人生初の逆ナン（逆じゃないナンパはいまだ未経験）は、驚くほどいい雰囲気で進んでいた。会話もそれなり自然だったし、例えばグラスを倒してテーブルにアイスコーヒーを零こぼすとか、恥ずかしい失敗もしなくてすんだ。

「そっかー。明智君て、ペンネームなんだね」

　雪葉は明智よりも年上だった。十八というから、高三か、もしかすると大学生かもしれない。お姉さんだ。お姉さん──明智にとって、縁遠く、ゆえに戸と惑まどいと妙な熱さを感じる響き。

「小説書くんだ。言われてみると、そんな感じだね」

　どこが「感じ」か。額が広いせいだったら悲しい。

「お友達も、小説を書いてるの？」

「いや。あいつらは違います。学校の同級生ですが」

　ちょっといろいろ、現実とか常識を無視した事件をつうじて仲間になったというか。

　とは言えない。あの不思議──０４１６の事件のことを、迂う闊かつに口外しないようにと、ルールを決めたのは明智だった。岸きし本もとめぐみと相あい川かわ美み緒おと、三人で作った秘密の事務所は、いまだ開店休業中だが、ルールは消滅したりはしない。

「じゃあ、明智君はどんな小説を書いてるの？」

　雪葉はまた、期待と好意を隠さない目で明智を見る。深くあいた襟や、短い袖そでの奥から、涼しい香りがほのかに漂う。照れくさく、膝ひざを動かしたら喫茶店の狭いテーブルの下、雪葉の膝ひざに当たってしまった。ガタンとテーブルが動くほど動揺した。

「それはその」

　しかしなんでもないふりで話をする。

「ちょっと不思議というか、ＳＦ……とは違うかなあ、ホラーでもないし」

　本屋でよくある、表紙に漫画の絵がついた小説みたいな、と言えば話は通じるだろうが、それで雪ゆき葉はに明あけ智ちのイメージを特定されるかもと思うと言いにくかった。

「わあ、そうなんだ。うんうん、ますますそんな感じだね」

　どこが「感じ」なのかやはり気になり、明智は何気なく額に手をやる。

「やっぱり、明智君に声かけたのは、正解だなあ」

　雪葉はとくに明智の額を気にする様子もなく、目め尻じりをさげて柔らかく笑った。

「正解って？」

「じつは、私も『ちょっと不思議』には興味あるんだ」

「え……」

　雪葉の前の、アイスコーヒーのグラスの水滴が光っていた。

「──私が育った地元は、古い町でね」

　グラスの雫しずくをなぞりながら、雪葉は、ゆっくりと話してくれた。

　町中に、戦争でも焼けなかった建物や施設が、いまでも、ずいぶん残っているの。

　で、そうした建物にはやっぱり、伝説や、不思議な噂うわさが幾つもあってね。私も、小学生のころから幾つも聞いてるんだけど。

　その中に、三つの謎なぞのお話があるのね。

　その謎を全部解いてしまうと、その場で死ぬか、永遠のご褒美が与えられるか、どちらかなの。

「永遠のご褒美……」

　なんだか、つかみどころのない言葉だった。ご褒美なんて、日本昔話のお地蔵さんが、お供えのお礼にくれるものみたいだ。

「でも、まだ誰だれも、謎を解いた人はいないんだって」

「あるいは、これまで謎を解いた人は、みんな死んだのかもしれませんね」

「そうかもね」

　明智はそれなりに頭のまわることを口にしたつもりだが、雪葉の表情は微妙だった。

「もしかして、雪葉さんはその謎を解きたいんですか？」

　危険があっても。

「どうかな。ただ……興味があるの」

　雪葉はにっこり笑うだけだった。

　そして明智は、半ば雪葉の笑顔につられて、おれもそういうの興味あるから、良かったら探すの付き合いますよ、と身を乗り出してしまったのだ。




　考えれば大胆な言動だった。言い方を変えれば、この先また会ってくれますか？と雪ゆき葉はに迫ったわけだから。

　しかし雪葉は、本当？すごく嬉うれしいな、と、やはり身を乗り出して喜んだ。

　その後二人は、メールアドレスと携帯の番号を交換して別れた。

　三つの謎なぞ。たしかに、ちょっと不思議だ。でも、明あけ智ちが経験した０４１６の事件は、ちょっとよりかなり不思議だった。明智はメール画面を見たまま回想した。この春から夏前、めぐみの母、ペンネーム榊さかきマチコの失踪しつそうをきっかけに起きた様々なこと。どこかに居る、世界を歪ゆがめようとする謎の連中……。まだ時間は少ししか過ぎていないのに、あの日々は、もう夢だったように思えてくる。事件がなければ、付き合うどころか知り合うこともなかった相手と、いま、それなりに親しい日々が、夢ではないと教えるのだが。

　だから明智は、雪葉の話も、いちがいに噓うそと決めつけたり、馬ば鹿かにして笑う気にはなれない。かといって鵜う吞のみにしすぎるのも危険だから、慎重に考える必要はある。

　迷いながら、明智はとりあえずメールに返事を書いた。




夏野雪葉様




メールありがとうございました。

僕は、とりあえずこの一週間以内はいつでも大丈夫です。

雪葉さんの都合のいい日を指定してください。




明智夜城




　何度も何度も書き直して、結局無愛想な文章になった。せめて「僕ぼくも楽しかったです」くらいは書くべきかと、最後まで残していたのだが、気恥ずかしさが勝って消した。

　あのときの話を、実現に向けて進めているのだから、おれが雪葉さんと話して嫌じゃなかったことは伝わるはずだ。明智的には、この三行の文章だけでも、明智が雪葉ともう一度会うのをかなり楽しみにしているのが、バレてしまいそうで心配だった。

　メールの着信時間を見て、早すぎる返事ではないことを確認し、明智は送信ボタンを押した。





　　　　＊






　月が白い。

　意味のあることではないかもしれない。

　濡ぬれた気持ちに、頭の上までつかって溺おぼれたいのかも。

　ごめんね。

　でも、憧あこがれずにはいられない。





　　　　＊






　平日午前中から好きに行動できる、夏休み万歳。

　しかし明あけ智ちは、その日、学校がある日より十五分早く起床した。

　待ち合わせは十時、しかし待ち合わせ場所は明智の家から約一時間半。遠い。これじゃ、いわゆる遠距離れ……違う。それを考えるには気が早すぎる。というか。

「なんでお兄が朝早くからシャンプーしてるの」

　愛あいが完全に不吉なものを見る目で明智を見た。

「黙れ」

　気づいてもいいぞ、という上機嫌ぶりで、明智は軽快にドライヤーをかける。服は気に入ってる明るい青のＴシャツ。リュックの中は、ＭＤと目薬、タオルと作家志望らしくメモをとるノート。目薬は、充血しやすい体質なので、痛くなったらすぐ点眼するため。他ほかにも準備する物がある気もするが、これ以上は下心になるからいい。

「早いのね。どこか遠出するの？　夕方戻ってくるの？」

　まだ家にいる母が訊きいてきた。

「まあね。晩飯は、とりあえずおれのはいい」

　わからないが、早く終わったらコンビニで弁当でも買えばいいのだ。明智は靴をひっかけながら外へ出る。いい天気だ。暑くなりそうな、濃い青い空。向こうに見える山の鮮やかな緑。駅まではいつも自転車を使う。帰りは辛つらいが、行きは駅までほとんど下りなので気持ちがいい。このままずっと、雪ゆき葉はさんの待つ場所まで滑り降りて行けたらいいのにな。うわポエムだな。舞い上がってるなおれ、緊張してきた。

　そして一時間半はすぐ過ぎてしまった。電車の中で、窓の外を見ながら今日のこれはつまり何かを検討し続け、それは終わってから決まることだとようやく結論したところで、明智はＵ駅に到着した。新幹線も含め北へ走る列車が発着するＵ駅は、明智が日ひ頃ごろ使う駅より十倍も大きい。迷いかけて頭上の表示を見ながら、待ち合わせの公園口へ向かった。

「おはようー」

　雪葉はすでに来て待っていた。指の細長い手をいっぱいに開き、顔の前で明智に振っている。今日も涼しい笑顔。薄水色の、柔らかそうな布地の重ね着に、ふくらはぎまでの短いジーパン。鎖骨の上に、華きや奢しやな銀のキラキラするアクセサリー。この人と、今日一日、たぶんずっと二人きりで過ごすんだ……。

「朝、ちゃんと起きれた？」

　あまり変わらない目の高さで、雪葉が言う。

「ばっちりです」

　明智はかるく拳こぶしを握ってみせた。

「じゃあ行こうか」

　雪ゆき葉はは少し先に立ち、信号を渡って公園に入った。

「明あけ智ち君は、ここ来るの初めて？」

「いや……たしか、小学生のころ家族で一度、動物園に来たことがある」

「そっか。ここは、お花見と動物園で有名だもんね」

　美術館が集まってる場所でもあるんだよ。と、雪葉は、広い道の向こうの白い石の建物を指さした。

「あの向こうにも、まだ一つあるの」

「へえー」

　古めかしい、大きな建物に、人が何人も入っていく。いま展覧会をやっているのは、有名な人なのだろうか。あざやかな色の絵の看板。明智は画家の名前を知らないけれど、この場の文系に優しい空気に誘われ、なんとなく、絵を見たい気分になる。

「見に行きたい？」

「あ。や、でも今日は予定があるし」

「そうだね。ごめんね。でも絵が好きなら、遠くて面倒じゃなかったら、今度一緒に見に行こうよ」

「え。はい、雪葉さんが良ければ」

「もちろんいいよ！」

　雪葉は愛あい嬌きようのある目を輝かせてうなずく。薄い唇が横に平らだ。体型はかなり華きや奢しやなのに、健康で元気に感じるのは、くるくる動く表情のせいだ。公園には老夫婦から家族連れ、カップルに制服の集団に外国人、じつに様々な人が集まっている。人は多いが、元が広いのでとくにごみごみした様子はなく、木の下では何かパフォーマンスをする人もいる。鳩はとが多発し、緑が光り、のどかな夏の日の光景だった。

　で、おれと雪葉さんは傍はたから見たら、どういう関係に見えるかというと。

「あ、ほら、動物園が見えて来たよ」

　パンダやらライオンのぬいぐるみが溢あふれるほど並べられたワゴンの向こうに、アーチ形の大きな看板と門。懐かしさもあって、ついわくわくした。絵もいいが、生き物にはさらに誘惑される。

「せっかくだから、あとで入ってみる？」

「いいんですか？」

　っておれ、声ちょっとはしゃぎすぎじゃねえ？　ガキじゃねーんだから。

「うん。私はよく来るけど、何度見ても楽しいよね」

「おれ小さいころ、動物カメラマンになりたいと思ったこともあるんですよ」

「ほんとに？　私も、野生のドキュメンタリー見たあと、三十分くらい憧あこがれた」

「もしかして日曜の夜のやつ？　おれも三十分仲間です」

「あははは」

　いいぞ、いい感じで会話が盛り上がっている。というかほんと、気を遣わなくても自然に話せる。知り合ったばかりの女の子なのに、なんでこんなに、いい感じなんだろう。年上で、だから妹やめぐみ達たちみたいに、面倒見るモードにならないせいかな。

　めぐみが聞いたら確実に怒る考えだった。

　動物園の手前を右に曲がって、二人は噴水の脇わきを歩いた。

「わー、キラキラして涼しそうだねー」

　雪ゆき葉はは水に惹ひかれてかるく走った。明あけ智ちも続いた。日に向かうと、薄手の服ごしに雪葉のほっそりした身体からだの線が。ばか、見るな。

「水に触れそう」

「あ、危ない」

「え？」

　噴水際で、身を乗り出そうとした雪葉の腕を、明智は慌あわてて引き戻した。

「汚れてる」

　ちょうど雪葉が膝ひざをつくはずだった石に、ケチャップかマスタードらしい物がついている。誰だれかが何か落としたのだろう。

「あ、よかった……ありがとう。ごめんね。私、舞い上がると周りが見えなくなるほうだから」

　雪葉は困り眉まゆになって笑った。少し顔が赤い。

「明智君しっかりしてるんだね」

「いや、そんな」

　しまった、まだ雪葉さんの腕をつかんだままだ。ごめん、とすぐに離したが、柔らかさと細さの感覚が、てのひらの内側に残っていた。

「今日行くとこって、まだ遠いのかな」

　妙なもやもやを振り払うように、明智はパンツの腰のあたりで手を擦こすってみる。

「もうすぐだよ」

　わずかな夏の風にそよぐように、雪葉はかるく身体を揺らして歩いていく。噴水から森になった木々の間を抜けて、広い公園もそろそろ終わりに近づくころ、ようやく、ここ、と明智を振り返った。

「へえ……」

　そこは見るからに古い洋館だった。縦の太い柱に縦長の窓。尖とがった繊細な柵さくの門、ゆるやかな角度の三角形の屋根。張り出したテラスの天井には、蔓つるが絡むデザインの丸い灯あかり。

　けれど、窓の内側には蛍光灯がついて、建物が機能していると教えている。

「ここはね。百年くらい前からある、西洋式の音楽ホールなんだって」

「音楽ホール？」

　にしては小ぶりで、現代のコンサートホールのイメージとはずいぶん違う。洋館は公園の森を背景に、とくに時代を主張するでもなく、落ち着いて周囲に溶け込んでいる。でもだからこそ、リメイクじゃない、本物の時間の流れを感じる。

「前は、すぐそばの大学の持ち物だったけど、いまは一般公開もしてるんだよ」

　と、雪ゆき葉はは開いている門から中へ入った。

　古い建物は、お約束で薄暗い。見えないところで空調もきいているのだろうが、それ以上に雰囲気がひんやりとして、外で暑くなった頭に心地よかった。古い教室の、石の匂におい。磨いた木と、白い壁の塗料と、微妙に混じっている消毒のにおい。高い天井、丸いドアノブが突き出た扉、黒い板に白文字で「資料室」の札。歴史的な価値がある建物なのに、権威よりも懐かしさを感じる不思議な場所だ。

　建物の一階は資料展示で、二階が音楽ホールらしい。階段をのぼると、ピアノの音が漏れて聞こえる。知らない曲だが、つまりクラシックだ。歌劇の中の一節のような、緊張感のある速い旋律。誰だれかが、中で弾いているのだろうか？　足音をしのばせ、いいのだろうかとドキドキしながら、雪葉についてホールへ入った。

　わあ……。

　入るなり、歴史と伝統と芸術の空気がミックスして、しかし偉ぶらずに明あけ智ちをひっそりと受け入れてくれる。席数はたぶん二百前後。低い舞台を濃い赤のびろうどの幕が囲んでいる。ホールというより講堂の感じだ。舞台は奥に銀の筒を連ねた祭壇のようなものがあり、中央に置かれたグランドピアノで、男の人が演奏していた。

「いいのかな」

　小声で訊きくと、大丈夫よ、と雪葉がうなずく。男の人は服も普段着、雰囲気も学校の先生のようで、演奏はおそらく練習だろう。客席には、明智と雪葉の他ほかに数人、座って聴いている人がいる。明智は雪葉が座らないので座らない。代わりに、ホールをあちこち見回した。天井には金の蔓つるに丸い珠たまのライトを絡めたシャンデリア。窓に下げられたカーテンレールにも、同じ蔓の模様が使われている。カーテンは重く褪あせた色。古い建物ってそうなんだよな。柱の繫つなぎ目、舞台を囲う磨いた木にも、花や蔓が丁寧に刻まれていて、触ると、磨かれてつるつるだった。明智はひんやりした壁を撫なでてみた。速いクラシックがきれいに響く。いるだけで、現実と離れた世界に迷ってしまいそうだ。

「明智君」

　ふいに雪葉が息の声で囁ささやく。しまった、建物に気を取られた隙すきに、雪葉さんの顔がこんな近くに。爪つめが細長い手が、腕に触れそうだ。

「覚えてる？　前に言ったこと」

「あ、うん」

　だがいま忘れそうだ。柔らかい水色の服がひらひら、微妙にくすぐったい。

「雪葉さんが興味ある『ちょっと不思議』の一つが、ここにあるんですね」

　明智はがんばって半歩離れて、少しずつ長い息を吐はいた。

　クラシックが、若干ゆるやかな曲に変わった。







　女の子と二人、古い音楽ホールでピアノを聴く。

　ひんやりした壁に並んで身を寄せ、同じ空気に包まれる距離で。

　映画館で声をかけてきたとき、ここまで雪ゆき葉はが望んでいたのか、思い返しても明あけ智ちにはわからない。けれど、何が狙ねらいだったとしても構わない。おれはいま、いろんな意味で、かなり悪くない気分だから。

「昔ね」

　雪葉がまた、囁ささやくような声で言った。

　このホールで、大学の音楽科の入学試験をしてたんだって。

　試験の倍率はとても高くて……これは、いまでも同じだっていうけど……みんな、一度きりの実技試験のために、懸命に努力を続けていたの。ところがある年、ある受験生が、試験のためにここへ来る途中で暴漢に襲われ、刺されてしまった。でも彼は、どうしても、試験を受けたかったのね。もし今回、合格しなければ、音楽を諦あきらめて田舎へ帰ると、家族と約束していたから。だから怪け我がを隠してこのホールへ来て、ピアノを弾いた。演奏はとてもすばらしかった。けれど、曲を最後まで弾かないまま、彼はあの舞台で力尽きてしまったの。

「ちょうどいま、どこかの先生がピアノを弾いている、あのあたりで」

　雪葉はじっと舞台を見つめた。

「以来、ときどき、誰だれもいないはずのこのホールで、ピアノの音が聞こえるんだって」

「そうですか……」

　それだけなら、不謹慎だがこのホールにとてもよく似合う、クラシックな怪談だと思う。不思議だし、怖くないわけではないが──。

「で、ここからが謎なぞの一つなの」

　明智の内心に応こたえるように、雪葉は人さし指を一本たてて、そっと座席の縁をなぞった。斜めに見る、明智への視線がわずかにきらめく。

「このホールのどこかに、その録音が隠されてるの」

「録音？」

「彼の生前の演奏じゃなく、誰もいないホールで鳴るピアノを、誰かが録音したものよ」

　それがレコードなのかテープなのか、もっと新しい物かは、わからないけど。

「なんでそんな録音があるんですか」

「わからない。だけど、それを見つけて曲を聴いてあげると、演奏した彼が喜んで、試験に合格させてくれるんだって」

　ただし、曲は必ず最後まで聴くこと。それから、聴いた録音は必ずまた隠してホールに返すこと。そしてその際、隠し場所は絶対に人に教えてはだめ。

「この約束を一つでも破ると、彼は怒って、受験の日までにその人の命を奪ってしまうの」

「……」

「そうして、録音は隠し場所を知られないまま、いまも、このホールのどこかにあるの」

「なるほど……」

　それは、たしかに謎なぞだ。

「雪ゆき葉はさんは、それを探して受験に役立てたいんですか」

「役立てるって言うと、参考書みたいで実用的だね」

「あ、いやその」

「うふふ、でも、探したいっていうのとは、ちょっと違うかな……」

　雪葉はかるく笑って小さく息をついた。横顔の目の、瞳ひとみの色が薄い。まばらな睫まつ毛げに、さらさらっとした髪。

「もしも、受験に関係ない人が、偶然見つけたらどうなるんだろう」

　明あけ智ちはまたパンツの腰のあたりを手で擦こすった。空気は涼しいのに、雪葉を見ると、ときどき、てのひらに汗が滲にじんでくる。というか、意識しないとしぜんに手が、雪葉に触れてしまいそうになる。

「どうなるのかな？　考えたこともなかった」

　雪葉は細い肩をすくめた。

「でも、受験を大学入試に限らなければ、人っていつも……大人おとなになっても、自分を試される機会はついてまわるんじゃないのかな」

　乱暴だけど、偶然録音を見つけたなら、それがすでに運命のテストっていうか。

「うーん……」

　深いな。さすがはお姉さんだ。明智は天井のシャンデリアを見上げた。もしも、あの上に隠されてるとしたら、見つけても取るのは至難の業だな。可能性としては、やっぱ舞台近くか。あの奥にある、銀の筒みたいなやつの中とか裏とか、いかにもありそうな感じだけど──。

「そろそろ出ようか」

「エッ？　探すんじゃ」

　ないの、と明智はつい声を高めそうになり、慌あわてて潜めた。

「いいの。明智君と、ここで不思議のお話を出来ただけで満足」

　ふう、と雪葉はもう一度息をつき、天井と、舞台とピアノをゆっくりと眺めた。どこか懐かしそうな視線だった。







　考えてみれば、あそこで探しましょうと言われても、人はいるしどこから手をつけていいかわからないし、困るだけで何も出来なかったよな。

　ホールを出て、再び現代の夏の日ひ射ざしに照らされると、明智に現実感が戻ってきた。

　冷静に考えれば、あの話自体、謎というよりは伝説だし。

　ちなみに祭壇に見えたあの銀の筒は、旧式のパイプオルガンだそうだ。あとでパンフレットを見てわかった。

　それでも、録音を手に入れたら、雪ゆき葉はさんは喜んでくれるかなあ。怖いけど。

「なに？」

　視線に気づいて、雪葉が横を向きつつ首をかしげる。並んで歩くと、やっぱりほとんど、背が変わらないのが少し悔しい。おれがもっと、バスケとか運動部のやつみたいに、でかくて肩幅もガツンとあって、さわやか野郎だったら違ったかな。

「じゃあ行ってみようか。動物園」

　黙っていると雪葉が話題を変えた。

「え。あ、うん……」

「面倒になった？　やっぱり、変なこと付き合わせちゃったかな」

「いや！　そんなことないです、すげー楽しかった。小説の参考になるかもだし」

「ほんとに？　だったら、嬉うれしいんだけど」

　平らな唇で、にっこり笑う雪葉。優しい目め尻じり。そうだ、おれはさわやか野郎じゃなく明あけ智ち夜や城しろだから、あの場所の空気を雪葉さんと共有できたんだ。明智は納得し、かるく胸をはった。

　そして突入した動物園は楽しかった。

　パンダはおそろしくやる気がないし、シロクマはくさいし夜行性動物のコーナーはどこに動物がいるのか判わかりづらかったが、雪葉はどれもかわいいと言った。ガラス越しにライオンが寄ってくると、子供のようにぺったりと張り付いて、きれいだねー撫なでてみたいねーとため息をついた。目立たない場所にひっそりとおかれた、戦争で殺された象や猛獣たちの慰霊展示の前では、何度見ても泣きそうになるんだとしんみりした。猛もう禽きん類るいはでかくかっこよく、シロフクロウはゴマフアザラシの赤ちゃんに似ていた。オモチャのようなモノレールに乗って東から西へ動物園を移動し、カバとフラミンゴと爬はち虫ゆう類るいを見た。

「東園に比べると、西園はちょっと哀愁があるね」

　池に向かったベンチに座り、紙コップのジュースを飲みながら雪葉が言う。

「改修がまだ追いついてないんだな」

　水の染みたコンクリートの建物の中で、太い鉄てつ柵さくごしに見るカバやサイには、たしかに、切ないものがある。そこに人間の身勝手で、閉じこめている罪悪感もある。本人ならぬ本カバ達たちの顔だけ見ると、何も考えていないようにも見えるが。

「お腹なかすかない？」

「うん、ちょっと」

「私、パン持ってるから、一緒に食べよう」

　雪葉はアジアっぽい柄の布バッグから、紙袋に入った菓子パンを出した。

「ほんとはね、せっかくだからお弁当を作りたかったけど。夏場だし、いきなり手作りのお弁当って、馴なれ馴なれしすぎるかなと思って」

「そんなことないです」

　照れ笑いの雪ゆき葉はを、明あけ智ちは強硬に否定した。手作りの弁当。それはあれだ、もしもおれと雪葉さんが……で今日が……なら、決定的なアイテムのはずだ。食いたかった！

「でもね、このパンもおいしいんだよ。地元で、古くからやってるお店のパンなの」

　オーソドックスな半月形の、均等なきつね色に焼けたクリームパン。

　薄卵色のまん丸に、斜めに格子模様のついたメープルパン。

「明智君、甘いの嫌いだったらごめんね」

「いや、好きです。ただ、好きだけど甘いのは沢山食べられないから、このくらいで一番ちょうどいいです」

　本心だった。よかった、と雪葉はパンをそれぞれ半分に割り、片割れを一つずつ明智に寄せた。

「いただきます」

　かるく礼をしてから、まずクリームを食べる。うまかった。とろけるプリンをさらにとろかした感じのカスタードで、少し固めの懐かしい味わいのパンとよくあってる。明智はほぼ一口で食べてしまった。続いてメープル。こっちはホットケーキっぽい生地で、かじるとジュワーと口にシロップが染みてくる。シロップが多いと甘すぎるが、これはパンのふわふわとベストバランス。一気に食べずにはいられないうまさだ。

「うう、うめー。ありがとうございます！」

　空腹もあって、明智は素直に感激した。よかった、私のぶんも食べる？と雪葉がまたパンを割ろうとしたが、そこはていねいに遠慮しておく。気がつけば、夏の長い午後も後半に近づき、西の空が微妙にオレンジ混じりだ。ホールと動物園で、ずいぶん遊んだんだな。

　目の前は池、浮かぶ蓮はすの葉の向こうに白鳥のボート。周辺には緑の木が揺れる散歩道。のどかだが実は都会にあるので、池の向こう側がわには高いビルが見える。あの白鳥、今度雪葉さんと二人で乗ったらどうだろう。激しく気恥ずかしそうだが、それがいい。

「ちょっと待ってて」

　席を立ち、雪葉が少し先の爬はち虫ゆう類るい館へ向かって歩いていく。たぶん、あそこの手洗いへ行くんだろう。さっき見たが、改装したばかりできれいだったから。明智はまたぼんやりと池を眺めた。今日は、これからどうしようかなあ。やっぱ、パンだけじゃ腹も減ってるから、どっかメシ食いに行きたいよな。ラーメンか、ファーストフードじゃまずいだろうか。今日は最初の不思議だから……あと謎なぞは二つで……。

「は」

　ふいに明智は、幸せにだらけた姿勢を正した。そうだ、雪葉さんが言うのは三つの謎だ。それに付き合うのがおれだとすると、会える機会は、あと二度しかないのか？　二人で白鳥乗ってる余裕なんかないのか？

　いや待てよ。謎を追うだけならあと二回だが、その謎をおれが解いてみせれば。死ぬかもしれない危険をおかして、彼女のため謎に挑むおれ。小説だ。噓うそか本当かはかなりあやしいが、雪葉さんのために、永遠のご褒美とやらを。

「こんにちは」

　ベンチの横で、誰だれかが話しかけてきた。男だった。興味ねえよ。チラ見して、どうも、と明あけ智ちは曖あい昧まいに口ごもった。

「いい天気ですねえ」

　図ずう々ずうしく、男は明智の隣に腰かけてきた。ばか座んな。そこは、雪葉ゆきはさんが座る席だ。

「明智夜や城しろだろ」

　とつぜん、そいつは言葉と態度を崩して掠かすれ声で言った。

「誰だお前」

　緊張し、明智は距離をとって振り返った。見た目、明智と同じ歳としくらい、黒い髪に、黒い細い銀縁の眼鏡をかけて、暑いのにダークレッドの長なが袖そでを着ている。

「これ、さっき噂うわさしてた録音のディスク」

　ダークレッドのシャツの胸ポケットから、黒いＭＤをするりと抜いた。

「要るならやるよ？」

「だからなんだお前」

　眼鏡の下の目も顔も地味で、明智の思う典型的理系のビジュアルだった。ジーパンは古く、スニーカーもずいぶん汚れている。

「名前は望のぞ見み明あきら」

　Ａ４くらいのジュラルミンケースを、手錠で片方の手首に繫つなげている。

「君たちが、教団Ｅと呼んでる存在の者です」

「……」

「０４１７の気配がするので、出て来ました」

「０４１７……」

　──なんだっけ。

　と、一瞬思った自分にあとで驚いた。





【第二章】


事件らしい














　釣具屋の店先で金魚が売られていた。

　近いようで遠い関係のように思うのだが、季節商品だろうか。

　しかし暑い。金魚くらいではとてもかわしきれない灼やける暑さだ。明あけ智ちは手にしたペットボトルの底を額にあてて、冷やしながら釣具屋の横のマンションへ向かった。

「うひーす……」

　エレベーターがなく階段を四階まであがるので、何度来ても挨あい拶さつは息切れになる。

「お疲れさまー」

　めぐみと美み緒おは先に来て明智を待っていた。冷房が気持ちよくて明智はしばらく口を開けて涼んだ。コーラあるよ、とめぐみがグラスに入れて出してくれた。手にも飲み物はあるが遠慮なくもらった。

「ちょっと久しぶりだね」

　あの映画館で別れて以来だろうか。あの日、明智はめぐみ達たちとは合流せず帰った。理由はごまかしてメールしたので、二人とも何も知らないはずだ。

「めぐみ、部活してんのか」

　微妙だが、数日でめぐみは日焼けしたようだ。ショートカットで細い身体からだに、プリントのＴシャツがよく合ってる。

「してる。秋にもまた、地区内だけど大会があるから」

「わたし、時々応援に行ってます」

　美緒は長い髪を今日はまとめて、花柄のクリップで押さえている。

「じゃあ忙しいか……」

「でも、事件なんでしょ。メール見て驚いたよ」

　めぐみは白い携帯を取り出す。青いイルカのストラップ付き携帯の画面に、明智が入れたメールの文面が表示される。




　敵に遭遇。０４１７に関わりあり？　集合、相談、対策希望。




「うん、まあ。事件らしいよな」

「らしいよなって、遭遇したの明智君なんでしょ」

「うん」

　いま見ると自分のメールの文面が照れくさいのはなぜだろう。

「とりあえず、詳しいこと説明してくれる？」

「うん……」

　めぐみの要求は当然だった。明智も、めぐみ達にメールしたときは、教団Ｅと０４１７ときては緊急だと思った。しかし「詳しいこと」となると説明しづらい。あの日、明智が誰だれと会い、何をしていたかを抜きにして、めぐみを納得させられるだろうか？

「どうしたの。いつも訊きかれなくてもやたらしゃべるのに」

「やたらで悪かったな」

　暑くって、頭煮えたんだよ。

　混ぜ返して時間稼ぎをしながら少し考え、

「まず、これを見てくれ」

　ディスクを出す。ラベルのない黒の、なんの変哲もないＭＤ。

「これは、ある噂うわさを実証する音楽が入ったディスクだ。たぶん。敵はおれがその噂を追いかけていると嗅かぎつけ、欲しければやると言ってよこした。そして同時に、自分は教団Ｅの者だ、０４１７の気配がすると言ってきたんだ」

「見た目は普通の人間だったの？」

　明あけ智ちはうなずく。

「おれらくらいの歳としの、理系っぽい男。名前は、望のぞ見み明あきらだって」

「へえ……」

　めぐみは不思議そうに首をかしげた。それは、Ｅが人間の形をとって、みずから名乗ったことへの疑問だろう。

「おかしいなとは、おれも思うよ。おれ達たちの知ってるＥのやり方じゃないからな。だけど、普通の人間には、あの日のおれの言動を正確に把握し、かつ、その日のうちに噂のディスクを入手するのは不可能だ」

　雪ゆき葉はと音楽ホールにいたとき、中にいたのは数人だった。明智と同年代の男がいたという記憶はない。少なくとも、囁ささやきあう二人の話を聞ける距離には誰だれもいなかった。

「そうなの？」

「ああ。第一『教団Ｅ』って名前を出せるのがおかしいだろ。あれは、おれ達だけが使う通称で、関係者以外は知らないはずだ」

　静かに、目立たないように、人の心を、暗く不安で後ろ向きな色に染めていく存在。

「存在」以外に、名前さえ、持っていないかもしれないやつら。

　それが明智たちの敵のはずだった。

「そっか……」

　めぐみのグラスに入れた氷がカランと鳴った。

　窓の下の線路を、電車が走っていく音が聞こえた。

「それで、明智君どこで敵の人と会ったの？」

「ディスクの噂って、どんな噂ですか」

　めぐみと美み緒おの同時の質問。うっと明智はいったん詰まり、答えやすい美緒の問いから答えた。

「それは……えっと、誰もいないホールで鳴るピアノがあって、その録音を聴くと受験に合格するって噂だ。が、扱いを間違えると、試験どころか命を落とすというオチもある」

「どこでそれ知ったの？」

「や、噂だから、なんとなく……まあ、ネットなんかで」

「だったら、いまちょっとここのパソコンで見てみようか」

「それはあとでいい」

　明あけ智ちは立ち上がりかけためぐみを止めた。あるいは、検索で引っかかる可能性もあるが、何も出なかったら噓うそがバレてしまう。

「それで、そのホールに一人で行ったの？　どこのホールなの」

「そんな次々に質問するなよ」

「明智君が教えてくれないからだよ」

　めぐみの目に、わずかに不審の色が浮いている。無理もない。

「ホールは、ここからだとちょっと遠いんだよ。だからめぐみ達たちは誘わなかった」

　明智は噓として自分に許せるギリギリを言った。

「それに、まさか行ったとたんに敵が出てきて、名乗ってくると思わないだろ」

「うーん……まあ、それはそうだろうね」

　めぐみは納得しない顔のままうなずく。微妙に伏せた目に、明智は焦った。雪ゆき葉はさんのこと、話しても構わないじゃないか。べつに（たぶん）やましいことしてたわけじゃない。不思議への興味で、行動したのもほんとだ。

　と、明智の中の明智が言う。けど、ここで本当のことを二人に言えば、きっともう、雪葉さんと白鳥ボートには乗れないよな。それが惜しいのか明智夜や城しろ。０４の仲間より、白鳥が大事か。

「で、ここからが相談したいところだが」

　ああ大事だとも。少なくとも、彼女のことはいますぐ説明必ひつ須すじゃない。おれはこう見えて欲の深い男だ。出来るかぎり、ヒラヒラキラキラの気分は独り占めするんだ。

「ディスクを聴いてみるべきか否か。０４１７の気配の意味は」

「……」

「……」

　めぐみも美み緒おも、沈黙してしまった。めぐみはコーラのグラスに口をつけ、美緒は明るい窓際へ目をやる。

「あ、さっきの扱いの危険のほうは、とりあえず、最後まで音楽を聴いたあと、おれが一人でディスクを元のホールのどこかへ隠せば、問題はない」

「……」

「……」

「もちろん、中身は本物とは限らないどころか、罠わなの可能性もあるんだが──」

　なんでお前ら黙ってるんだ。

　明智も言葉を切って対抗してみた。

「ちょっと、冷房強いですね」

　美緒が立ち上がって壁際へ行く。逃げられた感じだ。めぐみ、お前はどうなんだよ。おれ達が、０４１６の件に関かかわり、Ｅの存在を知ったのも、マチコさんが──お前のお母さんがいなくなったのが、始まりだったろ。いまは、とりあえずお前の中で、あの件は落ち着いたみたいだけど、終わったとも思ってないんだろ。

「……明あけ智ち君は、まだそれを聴いてないんだよね」

　明智の問いに答えるように、めぐみがゆっくり視線をあげた。

「ああ」

「だったら、むやみに聴かないほうがいいと思う」

「そうかな」

「わからないけど、明智君がいま追っていることが、０４１７に繫つながるかもって、敵が判断したんでしょ。だけど、私たちにはまだ、何が……誰だれが、０４１７なのか、まったく見当もつかないもの。推理するにも、持ってる情報が少なすぎる」

　めぐみは慎重な意見だった。

「だったら、ディスクはとりあえずおいて、噂うわさについてもう少し調べたほうがいいんじゃない？　そうして、相手の出方を待つの」

「うーん……」

「それとも、例えば入手して何日以内に聴かないと怖い目に遭うとか、条件あるの？」

「いや。期限については」

　言ってなかった、と続けかけ、明智は慌あわてて口をつぐんだ。危なかった。誰が言ったの、と絶対に訊きかれるところだった。

「とくに条件はないと思う。けどなあ……ただ、持ってるだけっていうのもなあ……」

　明智は指先でディスクを回した。待ちの姿勢は、あまり好きじゃない。もしも罠わなでも、聴いた瞬間死んでしまうようなものでなければ、突破する策はあると思う。そして、敵の意図が罠であれ何であれ、中にはきっと、雪ゆき葉はの追う謎なぞへのヒントが隠されている。

「明智君が、聴いたほうがいいと思うなら、聴いてみるのもいいと思うよ」

　めぐみの口調が少し変わった。

「ただし、明智君一人で聴いて。私は聴かない」

「そんなお前」

　何かあったときに犠牲は少ないほうがいいとか、凄すごいドライな考えなのか？

「だって明智君、何かおかしいもん」

「え」

「私、最初にメールもらったときは、また明智君のことだから、もったいつけて、メールではあえて少ししか言わないで、みんな集まったところでかっこよく……かっこつけながら、いっぱいしゃべって自分の推理披露して、これでいいかとか、こうしようぜとか言うんだろうと思ってた。でも違った。面倒なのか、言いたくないのかわからないけど、明智君、自分に都合いいところだけ、私たちをあてにしてるっぽい」

「……」

「ごめんね。意地の悪いこと言って。もし私が、すごい勘違いしてたら怒っていいよ」

　怒っているといえば怒っているが、それは、勘違いではなく逆に、あまりに図星を指されたためだ。明あけ智ちは何も言えなかった。

「ごめんね」

　めぐみは、もう一度謝った。お前は、何も悪くねーよ。でもそれを、口に出すことができなかった。

「めぐみさん」

　心配そうに、美み緒おはうつむいためぐみを覗のぞき込む。

「ごめんね」

　めぐみは、今度は美緒を気づかって謝り、

「私、とりあえず今日はもう帰る。ディスクのこと、明智君の好きにしていいよ」

「……ああ」

　明智は、それだけ言うのがやっとだった。





　　　　＊






　始まってしまった。始めてしまった。

　触れてしまうと、どうしようもなく先が知りたくなる。

　怖いけれど、楽しさも隠しきれない。

　あなたも、同じ気持ちだったの？





　　　　＊






　結局、明智はディスクを聴かなかった。

　代わりに、ネットで検索したり、さりげなく弟や妹にリサーチして、雪ゆき葉はの探す謎なぞの裏をとってみた。

　つまりめぐみの提案に従ったわけだが、とくにそれを意識したわけではない。

　めぐみのことは、考えると胸がもやもやするので、棚上げしている。

　とりあえず、今回の件に関しては、出来る限り一人で動くことにした。

　数日後、雪葉からメールが来た。




明智君へ




こんにちは。

この間はお疲れさまでした！

一日付き合ってくれてありがとう。最後に食べたラーメンもおいしかったね。

それで、えっとこの先も、また一緒に不思議ゾーン（笑）へ行ってくれますか？

明智君がよければ、次の月曜日とかどうでしょう。

予定が入っているのでしたら、明智君の都合が良い日を教えてください。




☆Yukiha　Natsuno☆




　前回のメールよりくだけた文面。いいぞ。と明あけ智ちはグッと目に力を入れる。

　書きかけの小説は保存して終了、さっそく返信のメールにかかった。




夏野雪葉様




どうも、明智です。ラーメンはうまかったです。

不思議、もちろん行かせていただきます。

月曜日大丈夫です。時間と場所は、雪葉さんが決めてくれれば、そこに行きます。




明智夜城




　本当は、このあとに続く文章を書いたのだが、迷ったあげく送らずに下書きで保存した。明智はその部分を読み返してみた。




じつはあれから、俺なりに少し、雪葉さんが言ってた謎を調べてみました。

ネットで「三つの謎」で検索したら、沢山ヒットして困りました（笑）

考えると、定番ともいえるキーワードですよね。

ですが、地名を加えたり、「永遠のご褒美」で検索しても、ホールの話も、

それらしい話も出ませんでした。雪葉さんが、地元では有名と言っていただけに、

少々意外でしたが、ネットでも有名とは限らないですし、これは仕方ないです。

そして、これは全然別方面というか、無関係かもしれないのですが、

雪葉さんは、望見明（のぞみあきら）という男に心当たりはないですか？

歳は俺たちと同じくらいで、ちょっと暗い感じの、眼鏡をかけた男です。




　……。

　だめだよな。これだと、取り方によっては雪ゆき葉はさんの話を疑ってるように思えるし、望のぞ見みのことをヘタに話したら、雪葉さんが危険かもしれないし。

　まして、謎なぞの録音？ディスクを入手したなんて、迂う闊かつに言えるわけがない。

　あの日望見は、雪葉が戻って来る前に、さっさといなくなっていた。追いかけようにも、雪葉を置いてゆくわけにはいかず、明智は何事もなかったように振る舞った。内心、緊張が続いていたので、じつはラーメンの味は覚えていない。

　ふう、と息を吹き上げて前髪を揺らし、明あけ智ちはベッドへ移動して転がる。

　クググググと川から聞こえるカエルの声。

　０４１７か……。

　０４の数字は、教団Ｅが、自分たちに抵抗する存在を認識するコード。

　と、明智たちはその数字を理解している。

　望のぞ見みがみずからＥと打ち明け、０４１７の気配を感じたと言ってきたのは、おそらく、明智への挑戦だろう。敵は１７の動きを阻み、場合によっては１７を潰つぶす。明智たちにとって１７はいわば仲間であるから、まず１７を探し出し、できれば協力してＥを退ける。

　──みたいなことを、めぐみは、おれに言ってほしかったんだろうな。

　でもなあ……。

　明智は蚊取り線香の煙漂う天井を見上げた。ピポンとメールの着信音がした。跳ね起きて再び机に向かう。新しいメッセージが二件あります。件名。

「雪ゆき葉はです。次の不思議でお会いする件」

　もう一件は、

「望見です。次の不思議でお会いする件」

「なんだとおい！」

　明智は声に出してディスプレイにつっこんだ。







「明智君、ちょっと疲れてる？」

「あ、いいえ」

　斜め下から覗のぞき込まれて、明智はあわててしゃんと背を伸ばした。

「元気です」

「ならいいんだ。今日、蒸し暑いからね……」

　布のバッグからハンカチを出し、雪葉は顎あごの下と襟足をぬぐった。今日の雪葉はぱりっとした生成のＴシャツに、オリーブグリーンの膝ひざ下したパンツ。Ｔシャツにはアジアっぽい刺し繡しゆう入り。それふうのデザインが好きなんだろうか。明智は一応悩んだ末、洗ったからいいやとこの前と同じ。

　二人は坂の多い住宅街の中を歩いていた。この間行った動物園から、地図で見ると南西の方角へ下ったあたり。片側は古い煉れん瓦がの塀。塀の向こうはいまは記念館になった洋館だという。この前の音楽ホールと近い時代の建築で、雪葉はよく見学に行くそうだ。

「おもしろいよね。道の向こうは現代の普通の家なのに、こっちは百年前のままなの」

　雪葉が煉瓦をかるく撫なでる。つられて明智も煉瓦に触れると、心なしか、空気中の湿気を吸っている気がした。

「でも、今日の目的地はここじゃないんだ」

「そうですか」

　坂は上りで、少々きつい。明あけ智ちは黙々と進み、ふうと息をついた。

「……やっぱり、少し休憩しようか」

　雪ゆき葉はも息を吐はき、脚を止める。休むと言ってもとくに座る場所があるわけでもなく、煉れん瓦がによりかかっての小休止だ。塀の上から緑の枝がせり出す陰で、雪葉はタオルに包んだミネラルウォーターのボトルを出した。飲む？と明智にかるく差し出す。

「え！　いや。いいです」

　そのボトル、一本しかないじゃないですか。そんな気軽に、回し飲みなんてしたら。

「紙コップあるよ」

　雪葉はニッと笑ってコップを見せた。明智の遠慮理由は予想ずみのようだ。

　ずるいぞ、最初から言えよと思いつつ、喉のどは渇いているのでコップをもらう。

「くー」

　水は氷こおらせて持参したらしく、冷たさが喉にひどく気持ちいい。

　明智は肩の力を抜いて、頭をコンと煉瓦にくっつけて空を見た。白っぽい、水気をいっぱいに含んだ夏の雲。Ｔシャツの腕に、汗が滲にじんだ。

「ね、明智君」

「なんですか？」

「二つ、お願いしたいことあるんだけどいいかな」

「どうぞ」

「ん。一つ、できれば敬語じゃなくて、普通にお話してください」

　気を遣ってくれてるんだと思うけど、ずっと敬語されると、ちょっとさみしいから。

「あ……はい、じゃないか。うん」

　さみしい、という首のかしげ方に、胸の中で勝手な期待がたかまる。

「けどおれ、敬語止やめると、口が悪いのバレそうで不安なんだけど」

「気にしないよ」

　雪葉は笑った。

「あと一つは？」

「えっとね。こうして会うの、迷惑だったり、飽きたと思ったら、遠慮なく言って──」

「それはないです！　じゃない、ないよ。なんでそんなこと気にすんだよ」

　敬語止めろと言うわりに、微妙に引かれているようで、明智は混乱してつい強く出た。

「ごめんね。でも明智君、今日、なんとなく上の空っぽいから」

「いや……」

　望のぞ見みが雪葉とほとんど同時に、しかも同じ件名でメールしてきて「近いうち、また明智君のところへ行くよ」などと言ってきたので、警戒してる。

　とは言えず、明智は咄とつ嗟さに思いついたことを口にした。

「いまちょっと、書いてる小説のことで、煮詰まってて」

「ああ、そうなの」

「狙ねらって書いたわけじゃないけど、主人公があっちこっちに秘密を抱えて、動きが取れなくなってるんだ」

　ってそれは、小説じゃなくておれのことだろ。まあいいや。

「難しそうだね」

「自業自得の面もあるけど」

「うーんそうだなあ……私だったら……」

　雪ゆき葉はは細い顎あごを上に向けて白い空を見る。

「小説は、書かないからわからないけど……たとえば、自分の部屋が散らかってて、片づけないと不便だなあと思ったら、まず、いったん全部、部屋の物を外に出しちゃうな」

　秘密は物じゃないから、出せないけどね。と笑い、

「それから、これは大事だなっていう物から、順番に部屋の中に入れるの。置き方とか、飾り方は入れながら少しずつ考える。部屋が落ち着いて満足したら、まだ外にある物はそのまま捨てちゃう」

「なるほどなー」

　その要領で考えると、明あけ智ちの場合、まず、いったん頭の中をリセットして、自分が知りたい、興味あることから、追いかけていけばいいことになる。周りにどうやって対処するかは、その過程で考え、あるいは自然に見えてくるだろう。

「うん。なんかつかめたかも。ありがとう」

　雪葉は少し照れた顔でいえいえと言った。明智も照れくさくなって目を逸そらした。

「幼稚園かなあれ」

「そうじゃない？」

　道の向こう、斜め前方に見える建物の窓に、赤や青の折り紙が張られている。窓の奥には、クレヨンで描かいた絵。

　注意していると、子供の声や、音楽がかすかに聞こえてくる。

「都会の幼稚園て、不思議な感じだな……おれなんか、田圃たんぼと山の間にある保育園に行かされてたから。夏暑くて冬は超寒くて、昼寝が嫌いで先生に毎日怒られた記憶しかない」

「あはは……それは、どこでも同じじゃないかなー」

「けど、ずっと町中で育ってるやつって、それだけで、頭良さそうな感じがする」

「だったらいいけど、関係ないと思うよ」

「雪葉さんは、ずっとこの近くで育ったんだろ？」

「うん」

　歩き出すと、雪葉もあとをついてきた。煉れん瓦がから幼稚園側がわに道を渡って、少し歩くと今度はこちら側が古い時代の建物になった。蔦つたがびっしりと重く絡んで、縦長の窓が均等に並ぶ。宙に浮くような錆さびた鉄てつ柵さくの渡り廊下の向こうに、剝むき出しのぶっとい蛇腹の配管。

「雪葉さんは、小さいころから不思議なことに興味あったの？」

　明智は、続けて訊たずねてみた。

「そうでもない。地元の謎なぞは、昔から話は知ってたけど」

「じゃあ、いまこうして謎の場所巡りとかしてるのは、何か特別のきっかけがあったの」

「きっかけっていうか……」

　いろいろかな。と、雪ゆき葉はは言葉を濁して目を伏せた。

「あんまり、詳しく明あけ智ち君に言うと、嫌われちゃいそうで言えないな」

「嫌わないよ。でも、無理に聞き出したいわけじゃないから訊きかない」

　いつの間にか、片側がえんえん単調なベージュの塀に変わっていた。塀が高くて、向こう側がわを見ることが出来ない。

「ただおれは、なんていうか」

　雪葉さんのことを、もっと知りたいんだ。十八歳で、この町の生まれで、パラパラの髪にちょっと愛あい嬌きようのある垂れ目。アジアっぽい柄と膝ひざ下した丈のパンツと、ぺったんこのサンダルが好きらしい。似合う。おれと同じくらいだから女の子にしては背が高く、すらっとしてて手足が長い。しゃべり方はゆっくりだけど頭良さそうで、声が甘くて柔らかく涼しい。

　そうして、映画館でおれを逆ナンしてきた。それから二度も、こうして会ってる。

　おれが知ってるのは、それだけだ。

「私ね。不思議探しに付き合ってほしくて、明智君に声をかけたんじゃないよ」

　雪葉は微妙に明智の心情を汲くんだように言った。

「明智君が、映画館でお友達と話してるのが聞こえて、とっても楽しそうだったから……根性出せとか、私とも、あんなふうに話してくれたらいいなって思って」

　細長い指を胸の前で組む。指輪も時計もしていない、きれいな手。

「私、いま、まわりに気軽に話できる人がいないから」

　それはつまり、少なくともいま、この人に彼氏はいないってことだ。おれは、ただからかわれてるだけじゃないって、思ってもいい、ってことだよな。

「だからいま、結構楽しくて幸せなのね。……だから、明智君がちょっとでも無表情になると、不安になって、余計なこと口にしちゃうのかも。ごめんね」

　雪葉は本当に申し訳なさそうに肩をすくめる。

「いや、そんな。おれほんと、雪葉さんと会うの全然嫌じゃないから」

　それどころか、おれは、雪葉さんがおれに思ってる以上のことを、雪葉さんに期待してるかもしれない。それこそ、言ったら嫌われるかもしれないことを。

　明智はこみあげる何かをぐっと飲み下した。

「そうだ、あのさ。おれも雪葉さんに敬語止やめたから、雪葉さんも、いちいちおれにあやまらないって、交換条件にしようよ。どうかな」

　雪葉はゆっくり二度まばたきした。

「……うん。そうだね……あ、いま、またごめんねって言いそうだった」

　だめだめ、と雪葉は唇を内側へ畳んだ。

　塀が途切れて、ふいに石の門が出現した。奥に時代ごちゃまぜの建物がたくさん、さっき見えた蔦つただらけの建物もここの一部らしい。建物の間を行き来する人も何人もいた。大学生か、もっと上くらいの年齢だろうか。

「ここ通って行こうか」

　雪ゆき葉はは門の中へ入っていく。

「いいの？」

「大丈夫だよ。一般の人もしょっ中出入りしてるから」

「えっ？　ここって」

　そこで明あけ智ちはあっと気づいた。場所といい広さ古さといい、ここは、もしかしなくても、全国から超頭のいいヤツが集まる有名大学、Ｔ大じゃないか？　間違いない。門の横の警備室らしいところに、名前が出てる。すげえ……おれ実物見たの、初めてだよ。

　明智はすっかり観光客になってあたりを見た。アーチ型の扉や近代ふうのポーチ、装飾のある柱に渋い石の壁。そして、通路には普通に自転車。やるな。明智は漂う知の風格に威圧されまいと緊張した。いっぽう、雪葉は慣れた様子で進んでいく。地元だからな。いやまさか。雪葉さん、十八歳だって言ってたから、まさかとは思うがここの学生？　うひいと明智は後ずさりしかけた。いや引くな。どんな意味でも、引くのは良くない。

「ね、明智君」

　キャンパスはやけにセミがうるさく、建物は縦横の迷路のようだ。

　校舎の間、吹き抜けになった日陰で雪葉がふっと足を止めた。

「私いま、思いついたんだけど」

　ためらって、雪葉は一度言葉を切る。なんだろう。

「今日、二つ目の不思議の場所へ行ったら、次は、謎なぞはいったんお休みにしない？」

「え……」

「ほら、ずっと明智君に、私の地元へ来てもらってるでしょ。だから今度は、私のほうから、明智君のところへ行ってみたいなって」

「うええっ！」

　明智は後ろ飛びの拍子に足を滑らせて転びかけた。

「そんな驚く？」

「いやだってうち、田舎だし何も見るとこないし」

　学校の連中に田舎と言われると悔しいが、このへんと比べたらたしかに田舎だ。

「山とか畑とかは、あるんでしょ？」

「それは、まあ……あと川も、家のすぐ前にあるけど」

「いいなあ。そういうとこ、のんびりお散歩したいなあ……」

　まじですか？

　雪葉さん、おれの家に来るって──。

　明智は呆ぼう然ぜんとして立ちすくんだ。家に行くとは言われていないが、明智の脳内では直結していた。

「だめかな」

「いやいいよ！　雪ゆき葉はさんがいいなら、片づけておくよ！」

　そこで明あけ智ちの携帯が鳴った。メールだった。なんだ邪じや魔まだなと思って見ると「望のぞ見みです」。

「こいつ……」

　いろんな意味で、明智の携帯を握る手が震えた。







　場所はＴ大から遠くない喫茶店。

「来てくれてありがとう」

「ふざけんじゃねーぞ！」

　望見は今日もダークレッドのシャツに手錠つきのジュラルミンケースを持って座っていた。テーブルは、アンティークというよりがらくたに見える古い木。椅い子すは不ふ揃ぞろい、レジは何十年前のものかわからない。窓に縁が黒くなったヒマワリのシール。レトロ喫茶といえば聞こえはいいが、物置の片隅に雰囲気が似ている。

「彼女には、なんて言って抜けて来たんだ？」

　細い目の横目に、つるりとした肌。

「関係ないだろうが」

　腹が痛いんでちょっと待ってて、という恥ずかしい噓うそをつかされただけでも、明智は望見を殴る権利があると思っていた。

「バナナジュース飲むだろ。明智君の分も頼んでおいたよ」

「誰だれが飲むかよ。友達テンポでしゃべるの止やめろ、マジ不愉快」

　こういうとき、嫌がればそれだけ楽しそうにするのは悪役の常だ。望見はお約束どおり余裕で笑った。わかっているのに釣られてしまった自分が悔しい。

「おいしいのに。こう見えて、この店は伝統あるフルーツパーラーなんだぜ」

　望見は自分の前に置かれた白い液体をストローですすった。微妙に黄色が混じってるからこれもバナナジュースだ。

「どうでもいい。用件があるなら早く言え」

　望見の背後のカウンターで店の人がブインブインとジューサーを回した。

「うん。じつはこれから、明智君が彼女にいいところを見せるためのヒントをあげようと思ってね」

　望見はシャツのポケットから古い細い鍵かぎを出して明智に見せる。くるくる回して、

「これがあれば、不思議の二つ目に役立つこと請け合い」

「いらねーよ」

「即断するなよ。この前のディスクも役にたったろ？」

「何が目的だ」

　明智は聴いたとも聴かないとも言わず望見を睨にらむ。

「僕ぼくら側がわの理屈で言わせてもらえば、人助けだな」

　ご存じのとおり、僕らは僕らなりに人々の幸せを願って動いてる存在だからね。それが気に入らない君たちが、勝手に悪く言ってるだけで。

「ということは、お前の言うことをうっかりきけば、おれが気に入らない事態になるってことじゃねーか」

「いいや、そうとは限らない。たしかに、世界全体で考えたら、明あけ智ち君が嫌いな方向へ若干傾くかもしれないが、その角度は本当にほんの少しだ。君が今日、うっかりゴミの分別を忘れて捨てた、それが地球の環境汚染に影響するレベルと大差ない」

　明智の前に白い泡が乗ったバナナジュースが来た。望のぞ見みは続けた。

「いっぽう、明智君がこの鍵かぎを上う手まく使った場合、君が感じる幸せは少なくとも今週最大級になるだろう。場合によっては、さらにその先大きな幸せにつながる可能性もある」

「……」

「僕は隠し事はするが噓うそは言わない」

　明智は上手い反論が見つからないので、こういう見た目のやつはどうして、僕とか君とか学校図書を読むようなしゃべり方をして不自然じゃないのかと、どうでもいいことを考えてみた。

「とりあえず、持って行くだけ持って行けよ。使わなくても、僕は怒らないから」

　望見は明智がテーブルに置いた手の指の間へ鍵を差し込んだ。

「あと、バナナジュース飲まないなら僕が飲むけど」

「飲めばいいだろ」

「いただきます」

　望見は二杯目のバナナジュースを一気に飲んだ。金はお前が払えよ、と言って明智は席を立った。そこで自分も、望見に言っておくべきことがあるのに気づいた。

「ところで、お前がメール寄よ越こしたアドレスは今後も生きてるのか」

「使えるよ」

「なら、おれがお前を呼び出したいときにも使えるんだな。おれは今回、不本意ながらお前に応じたんだから、お前も最低一度は同じことをするべきだ」

　呼び出しなどべつにする気はないが、敵とは対等であるべきだと思った。

「友達の約束みたいだねえ」

「黙れ」

　それから、と明智は本当に言うべきことを真剣に言った。

「彼女に何かしたら意図や正体に関かかわらず、絶対にお前を潰つぶすからな」

「どの彼女？」

「えっ」

　力を込めていたぶん不意を突かれた。

「まあ、誰だれにしても君がかっこつけて守ればいいんじゃないの？　といっても僕は女キライだから、いまのところ近寄る予定ないけど」

「……」

　微妙な台詞せりふが混じった気もしたが、無視して明あけ智ちは木製のドアを押して店を出た。

　手の中には望のぞ見みに渡された鍵かぎが残っていた。







　雪ゆき葉はは明智をまるで疑う様子もなく、お腹なか大丈夫？と気を遣ってくれた。

　まったく問題ないという証拠に、明智は昼食のカツ定食大盛りを平らげてみせた。

　Ｔ大近くの学生向け食堂だからもともと量が多くきつかったが、根性で食べた。

　午後になると白い空が薄暗くなって風が出てきた。さっきまでうるさかったセミがジイーと低く鳴くだけになった。

「降ってきそうだね……」

　二人はＴ大前のバス通りを渡り、ゆるやかな坂を下っていた。

「今日行くところは、まだ遠いの？」

「ううん、もうすぐ……あっ」

　ぽつ、とアスファルトにいきなり直径一センチくらいの輪ができて、たちまちぼつぼつと増殖した。明智の頭上も、雪葉の髪や肩にも雫しずくが落ちる。夕立がきた。まだ例の「バケツをひっくり返した」状態ではないが、時間の問題だ。雨はぱちぱち二人をたたいた。雪葉は走り、明智もあとをついて走った。少しして、雪葉がせり出した自動ドアのある建物の軒下へ滑り込み、明智も飛び込んだところでざあっときた。

「ふう……」

「濡ぬれちゃったね」

　雪葉が袖そでに張り付いたシャツを引っ張る。髪の先が尖とがって透明な雫が浮いている。全身ずぶ濡れ、というほどでもないが、タオルが欲しい。と、雪葉はさっきペットボトルに巻いていたタオルを出して、明智の髪や肩を拭ふこうとした。

「おれはいいよ。雪葉さん風か邪ぜひかないように使ってくれよ」

「大丈夫だから。明智君のほうが、濡れてるっぽいし」

　雪葉が手を止めようとしないので、明智は黙って犬のように拭かれた。白にピンクの花の模様が入ったタオルは冷たくて少し湿っていた。頰ほおを撫なでるように拭いてもらうと、ほのかな洗剤の香りがした。幸せかも。しかし、相当に気恥ずかしい。

「どうしようか」

　明智は勢いのある夕立を見上げた。すると、雪葉がいきなり自動ドア横のインターホンを押した。ピンポンと鳴ったが返事がない。雪葉さん、と明智が小声で訊きくのに構わず、雪葉はもう一度インターホンを鳴らし、返事がないので中へ入った。

「え、いいの」

「大丈夫だよ……たぶん」

　自動ドアの奥にはもう一つドア。いきなり時代がかった古い木の扉だ。黒みがかった茶に塗られて、上部にガラス窓付きの左右横開き。明あけ智ちはさっき、望のぞ見みに呼ばれた喫茶店のドアを思い出した。同じころか、もう少し古いものだろうか。雪ゆき葉ははその扉も静かに開けた。なぜか鍵かぎはかかっていないらしい。

「やばくないか？　ここ、店とか雪葉さんの知り合いの家とかじゃないんだろ？　開いてるからって、勝手に入ったら」

「いいんじゃないかな。すべての人のために、門は開いてるはず」

　中へ入り、雪葉は明智を手招きした。

「え……あ……！」

　そこで明智はやっと気づいた。雨に降られ、急いで来たので外観を注意する余裕がなかったが、ここは、キリスト教の教会だ。薄暗いが、左手奥にお祈りをするための四角い椅い子すと、白い壁にはめられたステンドグラスが見える。

「すみません」

　雪葉は、奥へ声をかけた。答えはない。留守だろうか、と二人は少しずつ中へ入って様子を見た。入ってすぐ、礼拝堂の手前が板張りのスペースで、そこから二階へあがるらしい階段が見える。柱には、聖書から引用したらしい言葉が貼はられ、階段横の長机には活動報告の冊子も並べられている。アニメや映画で見る教会と違って、ここには教会の生活感があった。しかし、だからこそ、信者でもなければ知人でもない自分が入ってゆくことに緊張した。雪葉は礼拝堂のほうへ歩いていく。いいのかな、とびびりながら明智は訊きいてみた。

「あのさ。もしかして、ここがそうなの？」

「うん」

　雪葉は、柱にある電灯のスイッチを入れた。

「三つの謎なぞの、二つ目の場所だよ」







　高い天井から下げられたシャンデリアは淡いオレンジ色。木の床、木の柱、木の椅子はみんな同じ年代を感じる焦げ茶色。以前に行った、音楽ホールのような装飾は少なく、礼拝堂はそれほど広くない。祭壇に向かって並ぶ二人がけの椅子には、五十人もかければ満員だろう。古い電車の座席のように、背もたれが直角についていて、腰掛け面は布ぬの貼ばりだが小さい。祭壇の奥にはパイプオルガン。やはり古そうだが、大きくはない。丸い窓のステンドグラスの優しい色に、明智はさっき見た幼稚園の窓の折り紙を連想した。

　外の雨の音がこぢんまりした教会を包んでいた。

「本当に、誰だれもいないのかな……」

「みたいだね。用事でちょっと外出して、雨に降られちゃったとか」

「ありえるな」

「誰だれか来たら、改めて見学させてくださいって言えばいいよ」

　普通に話しているが微妙に声が響く。

「それで、二つ目の不思議って何？」

「ん……」

　椅い子すの背にかるく手をおいて、雪ゆき葉はは立ったまま話し始めた。

「昔、ここで、毎日のようにお祈りをしていた女の子がいたんだって」

　昔っていつだか、戦争のあとだとか前だとか噂うわさによって違うけど、とにかく昔。女の子は、怪け我がをしたお兄さんのために毎日お祈りを続けていたの。お兄さんの怪我はとても重くて、生死の境をさまよっていて、家族に出来るのは祈ることだけだった。女の子は、お兄さんが助かってくれるなら何もいらない、私の命もいらないと誓って祈っていた。家族はお父さんもお母さんもすでにいなくて、女の子のほかにも小さい弟と妹がいたから、もしも親代わりのお兄さんが死んじゃったら、自分も、小さい弟たちも生きていけない。それなら、兄きよ妹うだいたちの中で自分なら、いなくてもきっと大丈夫だからって。

「そんな……でも、いい子だね」

　明あけ智ちはつい途中で感想を挟んだ。自分が怪我をした兄だとしても、健けん太たと愛あいは、そこまでは思ってくれないだろう。思われても困るかもしれないが。

「それでね。女の子の祈りが通じたように、お兄さんは奇跡的に助かったの」

　でも、女の子は……。

「身代わりに？」

「どうかな。あとでわかったんだけど、お兄さんの兄妹は全部で三人。つまり、お兄さんと小さい弟と妹しかいなかったの」

「じゃあ……」

「ただね。お兄さんの意識が回復した日に、お兄さんが飼っていた白い犬が死んでしまったんだって。犬は前から、お兄さんの与える餌えさしか食べなかったから、飢えて死んじゃったんじゃないかって」

「……そっか」

　メルヘンだな。しかし、明智は動物ものの話に弱い。しんみりして、小さなお祈り用の椅子に腰をおろした。雪葉も、隣の椅子に座った。祭壇と向かい合う、一番前の椅子だ。

「女の子はそれきり、二度とこの教会へ来ることはなかったの」

　雪葉は顔をあげて祭壇を見た。オレンジの灯あかりが、まだ湿っている髪の先を照らした。

「でも、この教会には一枚だけ、女の子の写真が残って──」

　パタン。

「あっ！」

　そのとき、頭上で足音がしたので、明智は反射的に立ち上がった。振り向くと、祭壇を見下ろせる小さな二階席があって、その上にもステンドグラスがある。しかし、そこには人の姿はない。

「すみません。僕ぼくたち、見学に来たんですが」

　明あけ智ちは声をあげて呼びかけてみた。どこか、別の部屋に人がいるのかもしれない。

　パタン。パタン。

　だが声はなく、近づいてくる気配もない。足音は、人が歩くテンポで聞こえるのに。

　パタン。パタン……。

「いるよね」

　明智と雪ゆき葉はは顔を見合わせる。たしかに、木の床を人が踏む音だ。

「すみませーん」

　もう一度呼びかけ、明智は入り口横まで引き返して階段をのぼろうとした。

「どこへ行くの？」

　雪葉が、座ったまま背中で明智を呼び止める。

「上見てくる。雪葉さん、ここにいて」

　もしここの人なら、事情を話せばＯＫだろうが、あるいはたちの悪い侵入者だったり、最悪、望のぞ見みかＥの連中なら。誰だれもいないことから連中の謀略で、おれ達たちを狙ねらってくるかもしれない。Ｅが人間の精神の弱みをついて暗い方向へ攫さらおうとするのを、明智は過去の経験から知っていた。許さない。かっこつけ上等、雪葉さんを敵の手には触れさせない。

　階段をあがって二階へ行くと雨の音がいっそう近く聞こえた。

　武器はないが首に雪葉のタオルをかけていたので、明智はその端を握ってみた。いざとなれば、気力でこれを剣の固さにしてでも戦ってやる。無理すぎるが。下を見ると、ずっと同じ場所にいる雪葉の小さめの頭が見えた。パタン。行く手でまた、足音がひとつ聞こえた。二階の礼拝席の向こうに扉がある。半開きだ。そっと近づき、明智は古い木のドアを開けた。窓はないらしいが開けてすぐ手元にスイッチがある。明智は部屋の灯あかりをつけた。

「あっ……」

　中はあっけないほどごく当たり前の事務室だった。書類が散らかった机にパソコン、本棚にファイル。同じ表紙の冊子が詰まったダンボール。近代建築の教会という舞台の楽屋のように、そこだけは、見慣れた現代の一部屋だった。明智は気が抜けて肩を落とした。しかし、やはり中には誰もいない。足音は、たしかに聞こえたはずなのに──。

「なんで？」

　明智は口に出して訊たずねてみた。答えはない。パソコンは電源が入っているらしく、スクリーンセーバー代わりに時刻がディスプレイに表示されていた。

　04:17。

「うっそだろ……」

　いま絶対、午後から夕方でこんな時間じゃないはずだ。なら、この意味は。

　明智は机の周囲を探してみた。味気ない書類入れやメディアケースの間に一つだけ、礼拝堂の椅い子すと同じ色の木で出来た箱がある。サイズからして、葉書箱だ。留め金に、鍵かぎ穴がついている。

　これは……。

　念のため、明あけ智ちはそのまま箱を開けようとした。開かなかった。

　──この教会には一枚だけ、女の子の写真が残っていて……。

　──これがあれば、二つめの不思議に役立つこと請け合い。

　雪ゆき葉はと望のぞ見みの言葉が同時に胸によみがえってきた。ほぼ無意識に、明智は、ポケットに入れていた鍵かぎを取り出した。細い、先端にわずかに凹おう凸とつの刻まれた古い鍵。見た目から、この箱の雰囲気にぴったりだった。穴に差すと、カチリと正確に鍵が回った。箱の中に、皺しわの入った古い白黒の写真がある。表情のない、黒目がちの女の子が祭壇をバックに写っていた。ちょうどいま、雪葉が座っている前あたりだろうか。







「雪葉さん」

　二階から、明智は下にいる雪葉を呼んだ。さっきは足音に驚いたが、雪葉の話は途中だった。この写真が、噂うわさの女の子の写真だとして、これをどうするべきなのかわからない。どうあれ、勝手に持ち帰ったら、窃せつ盗とうになってしまいそうだが。

「雪葉さん」

　振り向かない雪葉に、明智はもう一度呼びかける。

「大丈夫だよ。こっち、誰だれもいないから──」

　じゃああの足音は、なんだったのか。

　ふいに明智の背中がぞくっとした。まるで誰かが、写真のところへ、明智を手招きしたみたいじゃないか。

「雪葉さん……！」

　とりあえず、明智は物語の続きを聞かなければならない。写真を見た、そのことがすでにもう、悪いことの始まりになるかもしれないのだ。明智は、望見、つまり教団Ｅにもらった鍵で、不思議の箱を開けてしまったのだ。

　ギシギシいう階段を駆け下りて、明智は雪葉のもとへ駆け戻った。相変わらず、雪葉は顔もあげようとしない。どうしたんだ。どきりとして、明智は身をかがめて雪葉を覗のぞき込んだ。

「う……」

　顔を見られ、雪葉のほっそりした身体からだが震えた。祭壇に向かい、じっと動かない姿勢のままで、雪葉は、涙をぽろぽろ零こぼしていた。





【第三章】


夏中の夏














「ごめんなさい」

　あやまらないって約束したけど、これだけはあやまらせて。

　教会を出たあと、雪ゆき葉はは泣いていたことを明あけ智ちにわびた。

「何があったの」

「……お祈りをする場所に一人でいて……いろいろなこと、考えて思い出してたら、涙が、勝手に出てきてしまって」

「……」

「本当なの。明智君が何か悪いことをしたとか、怖い目にあったとかじゃないから」

　そっちのほうが良かったかも、と明智は思った。

　ずっと曖あい昧まいにぼかしているが、雪葉が三つの不思議を追いかけているのには理由がある。たぶん、その先に目的もある。そして、涙もきっとそれに関係してる。

　けれど雪葉は、教えてくれない。

　明智はひどくもどかしかった。会って間もない女の子なのに、こんなに心を知りたいと思う、自分の感情にも戸と惑まどっていた。だけど、無理やりに近づいて、雪葉を傷つけてしまったり、嫌われるのも耐えられなかった。

「あのさ」

　夕立はあがって、オレンジの空に灰色の雲がすごい勢いで流れていく。

「さっき、話が途切れちゃったんだけど」

　雨あがりのアスファルトの上に、バスの排気ガスのにおい。不健康だが不思議に不快でもない町の匂においだ。

「あの教会に、女の子の写真が残ってるって」

「うん」

　雪葉はうなずき、明智の話題転換にほっとしたような息をついた。

「お兄さんのために命を捧ささげた、でも本当にはいないはずの『妹』の写真。いまも箱にしまわれているけれど、その箱には、鍵かぎがかかったままなんだって」

「……」

「もしも、鍵をあけて写真を見ることが出来たら、見た人の願いが一つ叶かなうの」

「えっ本当？」

　つい声を高くした明智に雪葉が少し目を丸くした。

「あ、いや」

　思いがけず幸運を手にした気分になったが、冷静に一呼吸して考えてみる。

「でもその場合、最初の謎なぞの録音と同じで、ヘタすれば幸せが呪のろいに変わるオチがあるんじゃ」

「呪いはないよ。不幸もない。だけど、願いを叶えるには条件があるの」

「まさか、命と引き替えとか──」

「ううん。それだと不幸になっちゃうでしょう。写真を見て、願いを叶えるための条件はね」

　──その人が、別の誰だれかの、願いを叶かなえてあげること。







　その後二人は、前回と同じラーメン屋へ入って、前回と違うメニューをそれぞれ選んだ。

　今回はそれなりに味もわかった。明あけ智ちが食べた塩味ラーメンはやや女性向けだが、バターをトッピングで入れるとうまい。それから、キャラメルラテ二百七十円の店で雪ゆき葉ははラテ明智はオリジナルブレンド百八十円を飲み、雪葉が明智の地元を訪ねる日を決め、またねと約束してＵ駅で別れた。

「楽しみにしてるね」

　長い腕をあげて手を振る雪葉、明智はホームへの階段を降りる手前まで三度も振り返って手を振り返した。

　カップルみたいだ！

　名残惜しむ感覚が胸に心地よく、いっぽうで雪葉が家に来るという期待と興奮で熱くなった。しかし頭の半分では今日の謎なぞと今後についてを検証していた。

　帰りの電車は帰宅ラッシュで人の背中だけを見ながら一時間近くも立つはめになったが、現実無視で思索をするにはちょうど良かった。

　おれは今日、二つめの謎に関かかわる写真を見て、願いを叶える力を得たんだろうか。

　わからない。

「妹」は、あくまで噂うわさの存在に過ぎないし、おれが見た写真の女の子がその「妹」だという証拠もない。

　が、ここは仮におれがその力を得たとして考えを進めてみよう。

　叶えたい願いはいくらでもある。たとえばいま、疲れてるから座って帰りたいに始まって、大作家になり年に三億円以上は稼げるようになりたいまで、いろいろだ。

　だが思うに、こういう場合、おれの叶えたい願いの重みと、そのために叶えなければならないという、別の誰かの願いの重みは、同じくらいなんじゃないだろうか。

　つまり「座って帰る」願いなら、重い荷物を網棚に載せたい人を手伝ってやるくらいで、たぶん叶う。でも「三億円稼げる大作家」は、健けん太たを鍛えて三億円稼げるスポーツ選手に育てあげるくらいのことをしないと、叶わない。それなら普通に努力をして、作家になるほうが早い気がする。

　むろん願いのバランスは不均等で構わないという可能性もあるが、昔話や童話でも、楽して欲張るのはロクな結果に繫つながらないパターンが殆ほとんどだ。第一、おれが箱を開けたのは、それがすでに罠わなかもしれない望のぞ見みの鍵かぎだ。ここは分相応に考え、慎重にいこう。

　とりあえず、明智は何を願うか保留しておくことにした。

　最初のディスクも聴いていないし、謎はまだ、最後の一つが残っている。

　どうせなら、三つ揃そろったところでまとめて考えても構わないだろう。

　そして、次の謎なぞの場所巡りはいったん休み。

　となるといま、おれが考えるべきことは。

「部屋の掃除だ」

　思わず口に出して呟つぶやいてしまい、横にいたおばさんに顔を見られた。

　部屋もそうだが、玄関とか居間とかトイレとか、雪ゆき葉はさんの目に入りそうな場所全部を、丁寧に掃除しておかなければならない。おれ一人でやるには限界があるから、健けん太たと愛あいをうまく騙だまして、動機を悟られないように働かせよう。

　明あけ智ちは掃除の分担と方法、それに弟たちを引っかける餌えさを考え始めた。

　教会で聞こえた足音のことや、雪葉が泣いていた理由、そして０４１７については、意図的に追求するのを避けた。不透明で頭が散らかりそうなときの対処法。自分にとって大事なものから、少しずつ引き寄せて考えていく。おれと雪葉さんの距離が近づけば、見えないものもそのうち見える。







　約束の日は明智が前日から願っていた以上にいい天気だった。

「先生このごろ、気合いの入った生活してるね」

　掃除の最終チェックで早起きした明智に、健太が朝食のアジをほぐしながら言う。

「おれはもともと、規則正しい生活をするのが好きなんだよ」

「えーうそー。日曜とか、いつも昼とか夕方近くまで寝てるくせに」

　愛が健太の横でつっこみをいれる。

「あれは小説でつい徹夜になるんだ。いいから、お前はもう学校のプール行けよ」

　今日はそのあと、友達の家に遊びに行くんだろ。

　明智は愛の予定を確認した。健太はこれから出かけて夕方まで部活で帰って来ない。父と母は今日も仕事だから、とりあえず、昼間は家に誰だれもいなくなる。

　誰もいない家に女の子を呼ぶおれ。

　違う。変な下心とか悪意はない。たとえばめぐみと、誰もいない家というか事務所に二人きりだってよくあるじゃないか。事務所だってもとはマチコさんの仕事場のマンションだから、風ふ呂ろだって寝る場所だってあるんだぞ。だから。何を言い訳しても墓穴になりそうで、明智は掃除機をかけることに集中した。ちなみに、ここまで健太と愛には、母の誕生日が近いから、少しずつ掃除をしてプレゼントの代わりにしようと持ちかけてやらせた。白々しすぎる噓うそだと思ったが、二人は意外にも素直に信じた。お父さんも誘う？と愛に言われたときにはびびってさすがに却下したが。お前たちごめん。おれの目的は別にあるんだ。だが考えてみれば掃除の効果は明日以降も持続するので噓にはならない。おれはいい作家になれるかもしれない。

　そうこうするうち家族はみんな出かけてしまった。いよいよだ、と明智は顔を洗い髪を整え直し、でも髪は自転車に乗ったら滅め茶ちや苦く茶ちやだよなと悔やみながら雪葉を迎えにいった。馬ば鹿かと思いながらも服はＴシャツも下着も新調した。

　田舎くさい古いＹ駅はなんの味わいもない地味な場所だが、今日は青い空をバックに高原の白い駅のように見える。改札に雪ゆき葉はが立っているからだ。

「来ましたー」

　すらりと腕を持ち上げて、明あけ智ちに笑いかける顔がまぶしい。明智も嬉うれしい。でもなんだか、いつもと微妙に印象が違う。なんだろう。

「こっちは、やっぱりうちのほうとは空気違うね」

　電車で一時間ちょっとの場所なのに。緑も濃いし、土の匂においもする。

「いや、なんか本当にただの田舎で。駅前なんか、四年前にようやくコンビニが出来たレベルで」

「それがいいんだよ」

　雪葉は力づよくうなずいた。

　歩き出すと、明智が引く自転車のチェーンがミリミリミリと小さく鳴った。

「自転車で来たんだね」

「うんそう。うちは、歩くとちょっと距離があるから」

　しまった。このまま暑い中歩かせるの悪いよな。バスで来て、バスで戻るようにすればよかった。

「じゃあせっかくだから、乗っていかない？」

「え。二人乗りってこと」

「危ないかな」

「ていうかこれ、後ろに席ないから立つしかないよ。雪葉さん立てるの？　しかもスカートで」

　言って気づいた。雪葉は今日、いつものパンツ姿でなくワンピースを着てる。薄水色の、淡い中にさらに淡く白で葉っぱの模様がはいった、涼しい服。背中にゆったり、紐ひものように細いリボンが下がっている。バッグはリュックで、いつもの布の肩がけじゃない。だから印象が違ったのか。

「そうだねー。じゃあ、私が前で、明智君に後ろで立ってもらうのはどう？　行く先とか、ナビしてもらいながら」

「それこそ危ないよ。おれ重いし、雪葉さん乗り慣れてない自転車だし」

「平気。私、こう見えても力あるんだよ。自転車は家でもよく乗ってるし、これ、スポーツサイクルじゃないでしょう」

　たしかに形は男女兼用で乗れるタイプだが、ギアは外付けだしサドルも高い。自分はいいが、雪葉が転んで怪け我がでもしたら大変だ。明智はうんと言えなかった。

「お願い。車が多い広い道は乗らないから。無理だなと思ったら、すぐ諦あきらめるから」

　しかし、雪葉はしつこく自転車に乗りたがった。

「せっかく来たから、新鮮味のあることしてみたいよー」

　かるく身をかがめて、ね？ね？と明あけ智ちに視線をおくる。

「……しょうがないなあ。じゃあ本当に、ダメだったら絶対無理するなよ」

「うんしない！　やったあ、明智君と二人乗りだー」

　雪ゆき葉はははしゃいで背中のリュックをさっと降ろすと、明智君これお願い、と渡してきた。無言のまま、言われたとおり明智は小さいナイロンのリュックをしょった。雪葉はハンドルを奪うように握ると、さっそく座る位置を微調整する。勝手にサドルを少し下げてしまった。なんだか、スカート以外にも、いつもの雪葉と少し違う気がする。

「じゃあ後ろ乗って」

「……あの、いいの？」

　後ろで立つと、どうしても、両手で肩につかまるんだけど。

　明智は小声で訊たずねてみた。

「うん」

　雪葉は振り向かないままこっくりうなずく。知らねーぞ、と明智は半分ヤケな気分で、後輪の軸が横に出っ張ったあたりに足をかけ、ひょいと立って雪葉の肩に手を置いた。

　細ほっせー。

　手の中に、きちんと収まってしまうことにまず驚く。明智も男にしては瘦やせたほうだが、女の子はまるでレベルが違う。骨の上に、うっすらと柔らかい肉が乗っている感じで、パワーを出す源が感じられない。マジでこれ、転んだらえらいことになるぞ。ヒヤリとしたが自転車はよろよろと動き出した。

「無理すんなよ！」

「しないしない」

　すぐ下に、日ひ頃ごろは見えない雪葉の頭のてっぺんがある。サラサラの焦げ茶。シャンプーの香り。肩にある、明智の指が鎖骨に少し触れている。この続きが、どこの感触につながるかと思うと、明智は前のめりに転落しそうだ。走り出すと、勢いもあって自転車は案外スムーズに進んだ。車道は避け、やや遠回りな山のふもと沿いの道を選んで行く。木陰は暗く、日向ひなたはまぶしいまだらな道。

「気持ちいいねー」

「冷や汗は出るけどな！」

　握るハンドルは微妙にぶれている。が、浴びる風はたしかに気持ちいい。錆さびた赤に白で防火用水と書かれたドラム缶。鬱うつ陶とうしいくらいの、夏の緑の匂におい。立って二人乗りなんて中学以来だ。この道は狭く、車は滅多に来ないが脇わきが用水路だ。水が光ってる、と雪葉は嬉うれしそうだが落ちるなよとしか明智は言えない。いまだにトタン屋根の家と石の蔵のある大きな家の間を抜けて、自転車は背の高い木に囲まれた神社へ出た。明智の家はここを左に折れて下って、橋の手前をさらに川沿いへ進んだ先だ。しかし雪葉は、逆側のさらに山へ入る道に興味を持ったらしい。

「この先って、家が少ないね」

「まあ山だから。古い家と、畑と森になると思う」

　じつは明あけ智ちも、山の側は微妙にテリトリーが違って、ほとんど行かないので詳しくない。

「行ってみたいな」

　言いながら、雪ゆき葉ははもう、ハンドルを右へ向けて曲がっていた。マジか、けどまあいいかと明智はとくに何も言わない。だが山は、坂がきつくなるのでこのまま二人乗りは続けられそうになかった。

「もういいだろ。新鮮な気分は味わっただろ」

　明智は雪葉に自転車を止めさせ、ぴょんと降りてハンドルの中心を握った。

「味わった」

　雪葉はうなずき、明智に素直に自転車を返した。じゃあリュックはまた私が持つね、と雪葉が手を出したが明智は断る。たぶん財布と、水のボトルくらいの重さだからなんでもない。じつは、雪葉と触れ合っていたときの感覚を残したい気持ちも、少しはある。

　ミリミリと歯車の音をたてて自転車を押し、二人は未知の方向へ進んでいった。

　予想どおり、最初は低い石垣に囲まれた畑に、ぽつぽつ古い家がある景色だった。時折、新しいでかい家もあった。畑は三角に蔓つるを絡めたトマトが植えられ、そろそろ終わりかけていた。トウモロコシやキュウリの畑もあった。どの畑も専業にしては小さく見えるが、これでやっていけるならいいのだろう。

「あ、ねえねえあれ西瓜すいかじゃない」

　雪葉が土を這はう蔓を見つけて走り寄る。背中の細いリボンがひらひら揺れた。追いついて見ると、たしかに野球のボールくらいの小さな西瓜が、いくつも畑に転がっている。

「これからなのかな」

「あるいは、もう大きいのは収穫したあとかもな」

「明智君は、小さいころ畑に忍び込んで西瓜盗んだ？」

「そんなことしないよ。漫画じゃあるまいし」

　漫画でも、いまどきそんな子供が出てくることは少ないだろう。

「そうかー。西瓜が近い子はみんなやるんだと思ってた」

　雪葉は身をかがめて小さく縞しまの薄い西瓜を子供のように撫なでた。

「じゃあ虫取りもしないの」

　山を振り返る。

「それはする。おれはしないほうだったけど、それでも夏は何度も朝から山へ入った」

　言われてみると、このあたりも、小学生のころは何度か通ったような気がする。

「虫は取っても誰だれにも怒られないからね」

「西瓜は家中で食べるからスーパーで買うけど、虫はおれと弟しか嬉うれしくないしな」

　自転車はさらに奥へ進んだ。あまり行くと、戻るのに苦労するので上りすぎずに、途中から道を左に折れる。たぶんこれは、明智の家の前の川と平行な道だ。どこかで上う手まく合流するところもあるかもしれない。

　畑はなくなり道の舗装もときどき途切れて砂利道になった。左右は赤土が剝むき出しになった低い崖がけや竹たけ藪やぶ。前にめぐみ達たちと登った山に似ている。自分の家のすぐ近くのはずなのに、いまさら驚くほど自然だらけだった。

「どこかで、座れる公園とかあったらいいな」

「疲れたの？」

　そういえば、長く電車に乗ってこっちへ来たのに、雪ゆき葉ははまだ一度も休んでいない。

「そうでもないけど、じつは今日、お弁当を作って持ってきたから」

「えっ！」

「おにぎりだけど」

　明あけ智ち君と二人分あるから、嫌いじゃなければ。

「嫌いじゃないよ！　ていうか、おにぎりが嫌いな日本人はかなり少ない」

「よかった」

　垂れ目が笑った。ああとうとう、彼女の手作りの弁当が食べられる。おれはたとえ具がイチゴでも生ニンニクでも完食するぞ。そんなセンスの雪葉さんもちょっといいくらいだ。

　しかし雪葉のおにぎりのセンスはまともだった。公園ではなく、ふいに開けて出現した運動場で確認した。錆さびたフェンスで高く囲んだ、誰だれもいない、土のグラウンドの隅のベンチ。日は高いが、あたりがみんな緑のせいか、暑さはさほどきつくない。

「梅とおかかです」

　海の苔りでくるんだ、ややいびつで丸みのある三角形のおにぎり二つ。明智のための分は、少し大きめ。

「たらことかしたかったけど、夏場だから」

「充分です」

　明智はぺこりと頭をさげて両手でもらった。飲み物も雪葉がまた水を氷こおらせて持ってきていた。ラップをほどき、いただきますと遠慮なく一口。

「んう。う、まい」

　コンビニじゃない、手づくりのおにぎりを食べるなんてすごく久しぶりだった。米の味が甘くて、海苔がいい香りで、梅もでかすぎず酸っぱすぎず、ご飯にかるく振ったらしい塩と、文字通り塩あん梅ばいがちょうどいい。

「雪葉さんて、すごく料理うまい人じゃないか」

「そんな……おにぎりだもん、誰でも出来るよ」

「いや、おれも料理は少々こだわりがあるからわかる。単純なものほど、ちょっとした心づかいの差が出るんだ」

「そうかな……そっか。うん。よかった。こだわりのある人に褒められて嬉うれしい」

　そういえば、お水をいつもよりいいのにしてご飯をたいたよ。と雪葉が言って、それだ、その水がおにぎりをここまで美う味まくしていると明智は納得した。

　もちろん、静かな中で二人でこうして食べているという効果も無視はできない。

　セミの声と、ときどき風が木を揺らす音と、本当にかすかに、どこかで車が走る音。

「ここ、なんだろうね」

　落ち着いたところで、雪ゆき葉はがあたりを見る。グラウンドの土は整備されているが、看板もないし、特定のスポーツを連想させる設備も何もない。

「何かなあ。公共の、市で貸し出してる運動場じゃないかな」

　にしても、不便な場所にあるんだな。

「不思議な感じ」

「そうだね。夜になったら、真っ暗だろうし」

　昼のいまでも、黙っていると現実から浮いてしまいそうな空気がある。緑の陰は、昼でも暗い。茶色に錆さびたフェンスに囲まれ、どこでもない場所に座っている二人。

「……ずっとこのまま、ここにいたいなあ……」

　雪葉は曲げていた膝ひざを伸ばして、地面から少し持ち上げて浮かせた。茶色の革の、指の出るぺたんこなサンダルの爪つま先さきを見た。幅の細い足に、長い足の指。白い甲の上に、ポツンと赤く虫にさされたような跡がある。

「知らない場所で、知らないから明あけ智ち君におまかせしてるのも、いい気持ちなのかも」

「ああ……」

　雪葉がいつもよりなんとなく無邪気で、甘えてるように感じたのもそのせいか。今日は雪葉を、年上だと意識することがほとんどない。

「このままでいいのに」

　淡い水色のスカートに手を置く。

「おれと」

　このままいたいってこと？と続けたくて言えず、明智は黙った。

「私」

　沈黙にまぎれ、雪葉がそっと言う。

「少し前に、弟を亡くしたの」

「……」

「ごめんね。いきなり、ヘビーな話になって」

「いや」

　じゃあおれは、つまるところ弟の身代わりか。だせーオチだ。ふいの告白、雪葉の悲しい事実に同情するより、先にプライドが傷ついてしまう、身勝手な自分が明智は少し嫌だ。

「でも弟とは、明智君みたいに仲良くなかったよ」

「そう」

「どっちかっていうと、うざったかった……歳としが近くて、性別が違って、似ているところと違うところに、いちいち腹が立つ感じで」

「あるよねそれ」

　明智にも、弟と妹がいるからわかる。

「だけど、うざったいっていう気持ちも含めて、当たり前に自分の一部だったなあって、いなくなってみて凄すごくわかった。本当に、好きとか思ったことなかったのに、いないって実感すると胸が痛いの」

「……教会で、泣いてたのはもしかしてそのため？」

「それもある」

　それ以外にあるのか、といまは訊きけない。

「でもね。いつかは、弟がいないことにも慣れて、痛みも消えていくと思うとさみしい。そのほうが、いいってわかってるけど、やっぱりさみしい」

　明あけ智ちを見ずに、淡々と続ける雪ゆき葉はの横顔。

「消えはしないんじゃない？　おれはまだ、そういう近い人を亡くしたことがないから、わからないけど……」

「うん」

　慰めとも言えない明智の言葉に、雪葉は声を震わせる。

「おれといると、弟といるみたいで、現実忘れられるからいいの？」

「そういう気分が、まったくないって言ったら噓うそになる」

　──明智君の声とか、服とか靴の形とか見るだけで、勝手に嬉うれしいし、安らぐもの。

「迷惑だよね。ごめんね。しかも、明智君年下なのに優しかったり、危ないって叱しかってくれたりするから、だんだん頼りたくなってしまってる」

「頼っていいよ」

　さっき少しばかり傷ついたことなどすっかり忘れ、明智は鼻の奥をツンと痛くしてきっぱり言った。

「でも、それじゃ私──」

　言いかけて、何かを思い出したように止やめ、雪葉は小さく首を横に振る。

「そんなの、駄目だよ明智君」

「駄目じゃない。もしかして、雪葉さんがおれじゃなくても良かったとしても、おれは」

　自分の言ってることに感動して言葉につまるおれ、馬ば鹿かか。

「えっと、おれはそういうの、大丈夫だから」

「本当に？」

「うん」

　──たぶん。

「ごめんね……」

「またあやまってる」

「……」

　雪葉は震える唇のまま笑おうとした。うまくいかず、目め尻じりから涙が落ちてしまった。我慢できず、明智は雪葉の腕に腕が触れる距離まで近くに寄った。あまり変わらない高さの明智の肩に、雪葉は、黙って頭を乗せてうつむいた。







　グラウンドで、自転車スピード競争をして遊んだあと、二人はふたたび山道へ戻って歩き始めた。

「あーあー。せっかく、明あけ智ち君の前ではかっこいいお姉さんでいくつもりでいたのに」

　泣き虫くさいって、バレちゃったよ。

　雪ゆき葉はは心底残念そうに膝ひざを伸ばしたままぺたぺた歩く。

「かっこいいはちょっと狙ねらいすぎじゃないか」

「えっ」

　だめだった？と、さらに意外＆残念そうに驚く雪葉。

「だめってさ……これまでどこか、雪葉さんがかっこいいところって、あったっけ」

「ええーっ……たとえば最初、映画館で私から声をかけたときとか」

「やばい人かと思った」

「……じゃあ、不思議ゾーン巡りで神秘的な雰囲気を出したときとか」

「神秘的なのはその場の空気で、雪葉さんは別に普通だった」

　むしろ、クリームパン食べたりタオルで人の頭拭ふいたり、神秘と逆行する行動が目立った。

「……」

「落ち込まなくても、おれはべつにかっこいいお姉さんは期待してないから」

　できれば逆に、このままずっと、おっとりしてて無邪気でちょっと可哀想かわいそうなお姉さんでいてくれるほうが、おれはいいよ。

　できればだけど。

「まあ、明智君にそれで嫌われてないなら、べつにいいか。うん」

　と、雪葉は自分でこっくりとうなずいて納得した。

　そうだよ。こんな話できるのも、気持ちが確実に近づいた証拠だ。

　おれの中で、雪葉さんは今日、さらに大切になった。

　言えるわけないので心の中だけで、前を行く白いうなじや襟元に語りかける。

　いいムードなのにどこからか牛のにおいが漂ってきた。なんだよ田舎。明智は目に見えない牛どもをしばきたくなる。すると雪葉は目がいいらしく、山の中腹に見える牛小屋を発見して、あれ、と指した。

「けっこういるね。近くまで行ってみたら、おもしろいねきっと」

「遠いから無理だな」

「わかってるけど」

　しかし、小さくても牛の姿があると愛あい嬌きようと風情でにおいもさほど気にならなくなった。

「あれは何かな」

　道から引っ込んだ所に低いコンクリートの建物が数棟。周りには店も何もなく、マンションとは明らかに違う作りだ。よく見ると道沿いに小さな木製の看板があり、老人ホームらしいとわかった。建物はしぜんに風景に溶け込んでいた。かなり前からここにあるのだろう。明あけ智ちはまったく知らなかった。家から歩いて行けるところに、いまの自分には遠く思える世界がある。不思議にしんみりとした気持ちになった。

　やがてセミにミンミンからシシシシとヒグラシが混じってきた。都会だとセミは建物に反響してうるさかったが、このあたりはいい具合に緑に音を吸われながら響いている。冒険のような山道の散歩もそろそろ終わりだ。また家がぽつぽつと増え始め、車の音が頻繁に、近くなる。急な下りを、自転車に気をつけながら二つ過ぎると、そこはもう二車線で行き来する広い道だった。

「ああ、ここかあ」

　地元のくせに、明智はやっと位置を把握した。予想どおり道は川と平行に走っていたが、明智の家のあたりは追い越していた。この車道を、左に下って駅方向へ戻る途中が明智の家、右へ上っていけば明智の通うＫ学園のある山に近くなる。

「あっ。ねえ、もしかしてあれ」

　信号の向こうに、雪ゆき葉ははまた、何かを発見したらしい。しかもまた、明智の家とは逆方向だ。まだ行くのか……。この時点で、明智はもう、何日もかけて準備した掃除が無駄になることを覚悟した。ここでまた遠回りして寄り道したら、戻るころには、健けん太たか愛あいがもう帰宅する時間だ。二人に雪葉を会わせるのは恥ずかしいし、雪葉も遠慮するに違いなかった。おれの部屋にはなぜ隠し通路か玄関がないんだ。あんな半地下みたいな場所にあるのに。信号が変わると、雪葉は小走りに目標へ向かった。いいけど、泣いてすっきりしたとたんにあんた、元気過ぎるよ。明智はこっそり、めぐみによくおじさんぽいと言われるため息をついた。







　雪葉が見つけたのはアイスクリームを製造販売しているファクトリーだった。

　自然の素材でベーシックなものから新しい味まで研究を重ねるメーカーだとかで、併設しているショップでは、知る人ぞ知る、ここでしか食べられないものもあるらしい。芸能人が取材に来てテレビに出たこともあるんだよ、と前に愛が言っていた。明智は噂うわさだけは聞いていたものの、その場所がここだと初めて知った。雪葉は赤い屋根の下に出ていた看板の名前で、即座にピンときたらしい。ちょっと覚えにくい英語名なのに、こういうことはやっぱり女の子の独壇場だ。

「疲れてるし、暑いから甘いものおいしいねー」

　カップに色とりどりのアイスを入れて、スプーンを口に運ぶ雪葉は幸せそうだった。

「そうだね」

　明智はソーダっぽい味のシャーベット一つだけにしておいた。美う味まいけど、アイスはより喉のどが渇くから、できればコーラかなんかほしーな。けどまあ、雪葉さんが楽しんでるならそれでいいや。

　そしてやはり、食べ終わってショップを出るころには、夕暮れの風が吹いていた。

「今日は本当に、来てよかった」

　帰りの距離の長さを思えば、そろそろ締めの台詞せりふでもおかしくない。

「雪ゆき葉はさん、今日の晩飯はどうするの」

　けれどまだ、高校生が解散しなければならないほど、遅い時間でもないと思う。

「とくに決めてないけど」

「じゃあ、おれ送るよ。途中まで。それでどっかで、一緒に飯食おうよ」

「いいの？」

　もちろんいい。もうちょっと一緒にいたいのが、自分だけでないと伝わるので、明あけ智ちも掃除が無駄になったことは忘れて満足した。

　車道沿いには駅まで行けるバス停があるので、明智はそこで雪葉だけをまずバスに乗せ、自分は自転車で併走した。Ｙ駅は何もないので電車でターミナル駅まで行き、近くのファミレスで食事をした。駅へ戻ると、長い夏の夕暮れもようやく終わって、空は薄うす闇やみ色に変わっていた。

「座れるといいね」

　雪葉の帰りは、ここで乗り換えてから先が長い。明智も二度、往復しているのでよくわかる。

「うん。でも、座れなくても大丈夫だよ。行きに読んでた文庫本の続き読むから」

「どんなの読むの？」

「恥ずかしいから内緒」

　と、そこで雪葉はふと首をかしげて明智を見た。

「そうだ。いつか、明智君の書いた小説、読んでみたいな」

「え……あ……うん」

　明智は急に照れくさくなって曖あい昧まいになる。そういえば、いままで親しくなった相手には、おれの小説読ませてやるよと、自分から持ちかけていたはずだった。なのになぜか、雪葉には、最初から思いつきもしなかった。なぜだろう。もしも「つまらない」と思われたら、受けるダメージがでかいからだろうか。

「いつかね」

　これなら絶対、誰だれに見せても恥ずかしくないと思える傑作が出来たら。

「うん」

　ホームの蛍光灯が反射して、雪葉の淡い水色のワンピースが白く見える。

「今度会うのは、最後の不思議ゾーンに行くときかな……」

「かな」

　その前でもいいよ。そのあとは、会えるのかな。

「謎なぞはまだ、一つもわかってないけどね」

「……」

「三つの謎なぞに、永遠のご褒美かあ」

　線路の向こうの、居酒屋の看板を見上げて雪ゆき葉ははため息をついた。

　明あけ智ちは複雑な気分だった。

　間もなく電車が到着しますとアナウンスが流れる。

「いつか、明智君の小説を読むまでに、明智君が知ってて、私が知らないことを、知れたらいいな」

「なんのこと？」

「言葉どおりのこと」

　なんでもないように、雪葉は笑っている。

　けれど、明智は同じように笑い返せない自分に気づいた。

「じゃあ、またね」

　電車が来た。

「気を付けてね」

　前と逆に、明智が一人ホームに残り、手を振って見えなくなるまで雪葉を送る。

　──明智君が知ってて、私が知らないこと……。

　雪葉の最後の言葉が、耳に残った。

　おれは、雪葉さんのことを何も知らない、雪葉さんが何も教えてくれないと思ってたけど、それはおれも、同じだったんだ。

　雪葉さん全然、疑ってる素振りも見せなかったけど、じつはなんとなく、気づいてたんだろうか。おれの反応で。敏感な人だから。

　だけど……。

　明智は急に重くなった身体からだをベンチに預けた。

　そのまま無意味に、電車を二、三本、やり過ごした。







　翌日、明智は一人で電車を乗り継ぎ、Ｍ駅へ向かった。

　雪葉の町と明智の住む町は、東西に長い路線のほぼ端と端だが、Ｍ駅はちょうどその中間にあたる。路線を西の山方面へ行くのが明智の通常通学コースで、鉄橋を渡り東へ行くのが、雪葉と会う、あるいはＭ駅で下車して04事務所へ向かうコースだった。

　線路沿いの道は今日も日が照りつけてアスファルトが熱い。

　事務所へ行くのは、特別な理由や目的を果たすためではなかった。

　いってみれば、溜ため込んだ夏休みの宿題を、家ではなく図書館でやっつけようという気持ちに似ていた。

「うひー……」

　暑い中、階段をのぼってようやくたどり着いた事務所は籠こもっていた空気でさらに蒸し暑く、明智はエアコンを入れながら一度窓を開けた。

「はあ」

　さっきまで歩いた線路沿いの道と、明あけ智ちの好きな虫むし籠かごを思わせる陸橋が見える。

　一休みして、人気シナリオライター榊さかきマチコ──いまはわけあってこの場にはいないが──の、執筆用デスクに向かい、明智は宿題を考え始めた。

　まずは自分にとって大切な、雪ゆき葉はのことから。

　彼女が追いかけている、三つの謎なぞ。すべて解いたら、その場で死ぬか、永遠のご褒美が与えられるという噂うわさがある。

　ああいう人が──昔から、不思議に興味があったわけでもなく、知るかぎり、特別イタい性格でもない雪葉さんが、そんな怪しい噂に興味を持つのは、やっぱり、弟さんのことに関係があるんじゃないだろうか。いなくなって、初めて知った心の痛み。でもその痛みが、やがて消えるのがさみしい雪葉。

　そして、三つのうち二つの謎は、すでに半分、答えらしきものを明智は得ている。

　誰だれもいない音楽ホールで鳴るピアノの録音。

　いないはずの「妹」が写った写真。

　聴いた人、見た人にある種の幸運をもたらすが、同時にリスクと試練も与える。

　明智は録音を入手し、写真を見た。

　だが、そのことを雪葉は知らない。明智は言えない。

　なぜかといえば、録音のディスクも、写真を入れた箱の鍵かぎも、明智たちの敵、教団Ｅの人間？望のぞ見みが与えたものだからだ。それが罠わなでも、そうでなくても、言えば雪葉をＥに近づけ、危険に巻き込む可能性がある。

　だけど、雪葉さんは知りたいのかな……。

　椅い子すの背もたれに頭を乗せて、明智はしばらく考えてみた。

　煮詰まりそうなので気持ちを入れ替え、一人でカップ麵めんを食べることにした。

　お湯を沸かそうと立ち上がったとたん、脳に血が流れたのかさっと閃ひらめく。

　もしも事情を全部話して、雪葉を０４の仲間に入れたら？

　そしてみんなで謎解きをして、死を避け永遠のご褒美のほうを入手できたら。

　あるいはそれが、それこそが、望見の言う「０４１７の気配」だとしたら……。

　もしもそうなら、おれはいままで、多大な遠回りをしたことになる。

　明智は高鳴る胸をおさえて、まずはめぐみに相談しようと携帯を手にした。細かいつじつまは後回しだ。同じタイミングでドアのチャイムが鳴った。うお、めぐみか？　いやあいつはここの鍵を持っている。なら美み緒おちゃんか。あるいは他ほかの。

　はやる気持ちで明智はレンズで確かめないままドアを開いた。同じように小柄な女の子が二人、同じような服で同じような顔で、同じ高さの視線で明智を見ていた。

「……誰」

　双子？

　一人は黒いまっすぐな髪で、もう一人は明るいふわふわの髪という違いはあるが。

「コバ、マノです」

「ユラ、カエです」

　二人は同時に、ハモる声で自己紹介したので音が混じった。

「ここの事務所で、不思議な悩みを相談できると聞いて来ました」

「……」

　まじ。

　依頼人かよ。いまこのときに！　なぜこのときに。





【第四章】


二人の問題














「わたし達たち、別の親から生まれた双子なんです」

　しょっぱなから、頭が痛くなるようなことを言われた。

「出会った瞬間、一つの魂が分裂して出来た二人だって、わかりました」

「そうですか……」

　とりあえず、依頼人なので、明あけ智ちは二人を事務所へ入れた。

　小柄で色白、華きや奢しやな体型。きれいな二重の目に、端のあがった唇。

　そこまでは、たしかに二人同じだった。

　で、額を出して、明るい色のふわふわの髪をピンで止め、やや内うち股またぎみに立つのがコバマノ、古こ葉ば真ま乃の。ピンと膝ひざ下したを伸ばして立ち、真っ黒ストレートな髪を、片目が隠れる角度で分けているのがユラカエ、由ゆ良ら香か恵え。

　服はお揃そろいのミリタリー風襟つきシャツに、微妙に結び方を変えたスカーフ。それに真乃は短いプリーツスカートをはき、香恵は膝上ショートパンツをはいている。

　見慣れてみると、たしかに同じ顔ではない。が、似ている中にあえて似せない部分があるので、かえって似ている、双子のような印象になるのがわかる。

「だけど、分裂の仕方が上う手まくなかったみたいで──」

　しゃべっているのは、さっきからほとんど真乃ばかりだ。香恵のほうは真乃の横で黙ったままじっと明智を見たり、事務所内の様子を眺めたりしている。

「一人が理性、一人が感情に分かれちゃったんです」

「ほほー……」

　なんだよそれ。

　どうみてもただのなんちゃって双子じゃねーか。

　と、蹴けり飛ばすのは簡単だし心の七割はそう思っている。

　しかし、七割の感情のさらに五割は、いまおれは雪ゆき葉はさんで忙しいのになんでこの上依頼人だという、個人的な事情によるものだ。

「これ」

　真乃がポケットから、畳んだ紙を出した。

「うちの学校で、ときどき回ってくる怪文書です」

「……」

　怪文書扱いでも仕方がないが、それはたしかに、少し前──０４１６の事件のときに、ある女の子がバラまいたチラシと同じ内容だった。





　・他人に言っても信じてもらえない悩みのある人

　・世界に愛する現実が見つからない人

　・この際どうなっても構わない人






　０４１６で解決できるかもしれません。あやしいですが宗教じゃなく、お金はいっさいもらいません。と、04事務所の場所と名前入りで書かれている。どこで拾われ何回コピーされたのか、文字はガビガビで掠かすれが入り、さらに怪文書の度合いを増していた。

　あの子がいまいない状況で、改めて見るとイタイタしいが、これを事務所のキャッチにしようと決めたのは明あけ智ちたちだった。

　どんなにバカじゃねーのと言いたくなるネタでも、あなどれない裏があることもある。

　明智たちは身をもって知っている。だから、こんな事務所を作ったのだ。

「こちらで扱ってもらえるでしょうか」

　真ま乃のが上目づかいで明智を見た。

「ええ」

　むげに断るという選択肢はない。

「ほんとにお金取らないよね？」

　片目を黒髪で隠したまま、ひとつだけの目で香か恵えが見る。

「疑うなら」

　ムッとして言いかけ、明智はこの子のほうが感情担当なんだとすぐに察した。真乃と香恵、髪や服よりも最大の違いは、二人の瞳ひとみの力にある。ハキハキしゃべる真乃の視線は穏やかだが、相手の反応、思考を読み取るような深みがある。愛想がない香恵の瞳はキラリと澄んで力強く、見られるだけでつい動揺する。明智は少し感心した。噓うそか本当かはともかく、理性と感情の分担は自然だ。

「まあとにかく、おれらの目的は金じゃないから。くれるなら、断らないけどね」

　明智はお兄さんぶった口調に変えた。依頼人でも料金をとらないなら客でもない。どう見ても、二人は明智より年下だし。

　だが。

「それで、わたし達たち」

「あ。待って」

　明智はそっと真乃を遮さえぎり、ポケットを探って携帯を取り出す。

「詳しい話は、代表が来るまで待っててくれる？　おれ一人より、みんなで相談しながら進めたほうが、いい具合に答えが見つかると思うんだ」

　どうあれ明智が、この問題まで、一人で抱えるのはまず無理だった。







　さいわい、めぐみは部活終わりでちょうどＭ駅近くで移動中だった。

　これから一緒にお昼を食べる予定だとかで、美み緒おもいた。

　すばらしい。

　しかし、めぐみは来るなり明智をキッチンの隅へ引っ張り、小声で怒った。

「どういうこと」

　明智が送った携帯メールの画面をつきつける。




　謎の双子来襲。一人が感情、一人が理性を受け持つらしい。めぐみが担当するべき依頼。至急事務所へ。




「いや、ほら、イタい子の扱いはお前得意だろ」

「得意じゃないよ。何考えてんのよ」

　朝から走って、疲れてるのに。ブツブツ言うめぐみはまた前よりも少し日焼けして、部活あとらしく下は制服のスカートだが、上は体育用の白いＴシャツを着てる。

　美み緒おは黙って冷蔵庫を開けると、人数分の飲み物を用意し始めた。そういえば、明あけ智ちはマノカエ（二人をひっくるめていまこう名付けた）に何も出していなかった。双子は明智とめぐみのやりとりを気にする様子もなく、リビングの隅にちょこんと並んでいた。

　と、香か恵えが無言で、机脇わきにある目の離れた犬のぬいぐるみを手にした。それは、かつてこの部屋の主だっためぐみの母、マチコが置いていたものだ。微妙な色違いで二匹いる。うちの一匹、舌が見えるほうの犬を香恵はじっと見つめ、ぎゅっと胸に抱く。

「名前なんていうの」

　犬の名前だろうが、香恵はそれを明智でもめぐみでもなく、真ま乃のに訊きいた。

「カエプーでいいんじゃない」

　真乃も当たり前に勝手に名付ける。しかもカエプー。

「カエプー」

　香恵は自分と同じ名にされた離れ目の犬をもう一度抱いた。ついさっき、お金取るのと明智を見た、鋭いほどの目を思い出すと、信じられないほど幼い仕草だ。

　めぐみと明智はかるく目を見かわした。

「待たせてごめんね」

　リビングへ行き、めぐみもお姉さんの口調でマノカエに向き合う。ラグにぺたんと斜めに座り、二人にもそれぞれクッションをすすめた。めぐみと美緒が雑貨屋で買ってきた、低反発素材の赤いクッション。全員車座だと狭いので明智は机の前の椅い子す、美緒は少し下がってキッチンの椅子。全員に、美緒がそっと配った麦茶入りのグラス。

「私、一応ここの代表の岸きし本もとめぐみ。これは明智君で、あっちは美緒ちゃん」

「これかよおれは」

「それじゃ、お話聞かせてくれる？」

「はい」

　真乃が明智に話したことをもう一度めぐみに説明した。

　めぐみはまじめな顔でウンウンと聞き、

「それで、二人はどうしたいの？　お互いに、理性と感情を分け合いたいの？」

　マノカエを交互に見て訊たずねる。

　すると真乃は香恵を見たが香恵は胸に抱いたカエプーを見た。真乃が答える。

「……わたし達たちは、本当はこのままでもいいんです。別々だったときはさみしかったし、どうしてこうなのか疑問だったけど、お互いと出会って謎なぞも解けたし」

　でも、と呟つぶやいて香か恵えが黒髪をさらりと揺らして顔をあげる。

「先生が、このままだと失格だから治せって言う」

「失格って？　学校の先生が？」

「……」

　香恵は唇を結んだままめぐみを見る。めぐみは戸と惑まどいがちに半端に笑う。めぐみもきっと、あの片方の目の力に押されているなと明あけ智ちは思った。

「失格は言い方キツいけど、先生にすれば、君らを心配したのかもしれないよ」

　明智はめぐみのフォローのつもりで口を挟んだ。

「心配？　どうして」

　香恵の視線がこっちへ向かう。受け止める明智はいくらか腹に力を入れる。

「二人がこの先、ずっと一緒にいられるとは限らないからさ。さっき、真ま乃のちゃんが言ったのを逆に考えれば、別々だと、君らはさみしくて不安定になるんだろ？」

「一緒にいるよ。私たちは二人で一人の心だもん」

「そうだとしても、二人以外の人から見れば、一人の心だなんてわからないもん」

　明智は香恵の口調を真ま似ねした。ムッとする香恵、めぐみが困り顔で明智を見た。

「だからさ、君らの中では良かったとしても、周囲はそれじゃやりにくいんだよ。だから、治せって先生に言われるんじゃないか？　仲良くするなっていうんじゃないよ」

「……たしかに、そうかもしれませんね」

　真乃はまったく冷静な様子でうなずいた。

「先生が、わたし達を心配しているかどうかはわかりませんが、状況に改善の余地はあるようです」

「偉くないのに、偉そうなこと言う人嫌い」

　香恵はカエプーを抱いたまま拗すねている。

「おれのことかよ」

「だって、君らとか」

「じゃあどう呼ぶんだよ、お前らか？」

「明智君、話そらさないで」

　めぐみは教室の先生のように明智を注意する。すると香恵がにやにやして明智を見た。ちくしょー、こいつ誰だれかに雰囲気が似てるな。

「とりあえず、二人の中で、不自然に分裂している魂を、それぞれバランス良く分け直す方向でいいんだよね」

　めぐみお姉さんが二人を交互に見る。

「はい、いいです」

「……真乃がいいなら」

　二人は、ほぼ同時にこくりとうなずいた。

　──だけど、魂を分け直すって、そんなややこしいことどうやるんだ？

　明あけ智ちはめぐみに目で問いかけた。めぐみもまだ、具体的な策は浮かばないらしい。

　するとキッチンから、美み緒おがそっと言った。

「それで……真ま乃のさん香か恵えさんは、分かれた心にまつわる噂うわさや伝説に、心当たりはありませんか」

　それだ。と明智は日ひ頃ごろ控えめな美緒に感心した。そういえば最初の事件のとき「不思議には不思議で対抗する」を提案？したのは美緒だった。

「心でなくても、二つのものが一つになるとか、呪のろいがとけるみたいな噂でもいいよ」

　明智は期待して二人を見る。

　しかし、真乃は少し考えて首を振った。

「すみません。聞いたことないです」

「そうか……残念」

「わたし達たち、やっぱり治らないんでしょうか」

「いや、そうと決まったわけじゃないよ。まあ、焦らずに、時間をかけて考えるほうがいいかもしれない」

　明智はドラマの医者のような決まり文句を言った。

「焦ってるから、相談にきたのに」

　香恵が不安げな顔でため息をつく。

「なんだ、いつまでって期限でもあんのか？」

　こっくりと、マノカエが同時に同角度でうなずいた。

「四日後にまた先生と会うので、それまでに、治しておくように言われたんです」

「今度失格だと、怖い目に遭わせるって」







「……ということは、おれらに与えられた時間は約三日ってわけだな」

　今夜か明日にも連絡すると約束して、自称双子はいったん帰した。

　明智たちは残って、そのまま事態の検討を続けた。めぐみは隣の和室から折りたたみの椅い子すを持ってきて、座面にクッションを置いて座った。

「だけど、変わった先生ですね……」

　美緒は三人用にカフェオレをいれた。夏場なので氷入りのアイスオーレだ。

「学校の先生じゃないのかもな。塾とか、精神鍛える系のセミナーとか」

「にしても、失格とか脅したりするのはやりすぎじゃない？」

「けど、そこまで考えてる余裕はないだろう」

　まあそうだね、とめぐみも美緒も一応同意の反応を見せる。美緒はさっきまで双子のいたクッションにぺたりと座り、床に置かれたカエプーの頭をぽんぽんと撫なでた。

「とりあえず、向こうからもらえた範囲では、使える伝説とか噂うわさはなかったよな」

　明あけ智ちは顎あごに人さし指をあてて考えてみる。

「それなら、こっちで何かそれに当てはまる話を見つけられないかな。そうだ、前にめぐみが手に入れた不思議本あるだろ、あの中にヒントがあるかもしれない」

　０４１６事件で活躍した、お茶の葉色の布で装丁した古い本。

「でもあれは、リスク覚悟でどうしても、っていうとき使うものじゃないかな。今回の状況で頼るのはどうだろ」

「んー、たしかにな。話聞くだけだと、あいつらの場合、不思議現象っつーより青春悩み相談だもんな」

　マノカエの話をまったく信じない、というつもりはない。二人の言動を見ていると、たしかに、理性と感情が、自然にきれいに分離している。けれども、その実感は双子それぞれの中にしかなく、演技や思い込みではないと、明智たちが確信できる証拠もない。

　さらに、いまの時点では「付き合いにくい」というほかに、第三者に迷惑もかけていないし、なんの影響も与えていない。

「だから、分裂の偏かたよりが解決したかどうかは、おれらには判断できなくて、あいつらの実感にまかせるしかないんだ」

「逆にいえば、二人がそれぞれ、理性と感情を手に入れたって実感できれば、問題は解決なんだよね。それが不思議現象でも思い込みでも」

「だったらいっそ、おれらがどうにかするよりも、催眠療法でも薦めたほうがいいのか」

「うーん……」

　めぐみは両手で自分の丸い膝ひざを包んで撫なでる。

「……だけど、真ま乃のちゃん香か恵えちゃんが選んだのは、私たちの04事務所です」

　美み緒おがまた、どこか申し訳なさそうにそっと言った。

「お金を取らないからっていうのも、それは、あるかもしれませんが……でもやっぱり、あの子たちは、普通の大人おとなっぽいやり方よりも、あの怪文書にしか見えないチラシのほうに、頼れるものを感じたのではないでしょうか。私自身が、そうだったから、そう思うのかもしれないですが」

「美緒ちゃん」

　めぐみが美緒に近づいて手に手を重ねる。

「大丈夫だよ。私たち、あの子たちを突き放したりしないから」

　きっぱり言った。そこで明智は、自分が微妙に双子問題を遠ざけようとしていたと気づいた。べつに、双子が嫌だとか、信じられないからではない。ただ、おれは……。

「そうだ。ねえ明智君、この前言ってた噂のディスク、まだ持ってる？」

「え。あ、ああまだあるけど」

　めぐみの目が、いい具合に活いき活いきと輝いている。なのに明智は戸と惑まどってしまう。

「それってたしか、最後まで聴くと、試験に合格できる音楽が録音されてるんだよね」

「……ああ」

「それを、双子に聴かせたらどうかな」

「えっ!?」

「つまりね。いわば私たちは理性の側がわで、問題を『魂の分裂』と捉とらえてたけど、感情の側にたってみると、あの子たちにとって問題なのは『先生に失格と言われる』ことでしょう。だったらまず、先生に『合格』と言われれば、感情の不安は解消されると思うの」

「……なるほど。先生に認めてもらえたことで、分裂の問題は解決したと、理性の側でも判断、実感できて、本当に治るかもしれませんね」

　美み緒おもいくらか頰ほおを赤らめ、微笑してウンウンと納得する。

「だけど、噂うわさはあくまで噂だぞ。上う手まくいくっていう保証はない」

「それは、何をしても同じでしょう。聴かせる前に、あらかじめ『これを聴けば理性も感情も大丈夫』と話しておけば、それこそ暗示の効果もあって、成功の確率はあがるかも」

　そしたら、とさらにめぐみは閃ひらめいたらしく、両手を胸の前で合わせる。

「真ま乃のちゃん香か恵えちゃんとも仲良くなって、案外、二人が０４１７だ、なんていうことになるかもしれない」

「そんなお前……」

　そこまで都合良くいくもんかよ。双子が１７だったらって……いや、それより。

「忘れたのか？　あのディスクを寄よ越こしたのはＥなんだぞ。罠わなの可能性も充分ある。そんなものを、無責任に双子に渡せるか？」

「渡さないで、呼んでみんなで聴けばいいよ。音楽を聴くのは、一人じゃなきゃいけないって条件はないでしょう。返すときだけ、一人がこっそり隠しに行って、誰だれにも場所を言わなければいいもの」

「その一人はどうせおれなんだろって、だから、問題はそこじゃない。何人で聴こうが、Ｅの罠にはまる危険が減るわけじゃないだろう。だいたいお前、この前は、聴くのは止やめとけって言ってたくせに、なんでいきなりそこまで考え変えられるんだよ」

　明あけ智ちは理性で言葉のやりとりをしているが、感情はべつの動きをしていた。双子が０４１７だって？　おれの中では、雪ゆき葉はさんこそ、０４１７の最有力なのに。さっきまで、それをめぐみに打ち明けて、相談しようと思っていたが、やっぱり話したくなくなった。あのディスクだって、雪葉の情報があって入手したものなのに、勝手に使う気にはなれない。

「……いきなりじゃないよ」

　めぐみの声が、少し小さくなる。

「明智君に、ディスクの話聞いてから、私も、少しずつ調べてみたの。明智君は、口出ししてほしくなさそうだったから、黙ってたけど」

「……」

「ネットで調べても、何も出てこないし、友達とか周りの子たちにさりげなく聞いても、やっぱり、わからなかったから……あの人のところへ、相談に行ったよ」

「あの人って」

「私と美み緒おちゃんのこと、イニシャルで呼ぶ人」

「う……」

　そこか。明あけ智ちも望のぞ見みが現れた時点で思い出すべきだった。盲点だった。

「あの人が言うには、とりあえず、ディスクを聴くぶんには安全だろうって。噂うわさの真偽は保証しないけど、使いたいときに使えばいいって」

　黙る明智に、ごめんね、とめぐみはさらに声を小さくしてあやまった。目を伏せて、アイスオーレが溶けて薄茶色になったグラスを見つめた。

「余計なお世話かもしれないけど……秘密にされるの、悲しかったから。明智君、私が大変だったときに、いっぱい関かかわって助けてくれたでしょ。なのに、明智君が何か抱えてるとき、私が何も、させてもらえないの、嫌なんだもん……」

「めぐみ」

　白いＴシャツから伸びる小麦色の腕が、ぴんとして、わずかに肘ひじのあたりで震えている。

　顔を覗のぞこうとしたら、嫌がられた。

「悪かった」

　明智はしゅんとなって、心からわびた。仲間意識と、その他もろもろが、エアコンで冷えた部屋を少しあたためた。

「その……いろいろあって、まだ全部、話せるか微妙なんだけど……とりあえず、例のディスクは、めぐみが言うとおり、使うことにする」

　意地になっても、仲間を困らせるだけだ。０４１７の件はともかく、不思議な悩みを引き受けるのは、おれらの役目だって決めたのはおれらだ。マチコさんも──めぐみのお母さんも、きっとそれ、期待してるよな。

「ただ、いつどこで、どうやって使うかは、おれが決めてみんなに連絡する形でいいか」

「うん」

「いいです」

　めぐみは明智を見ないまま少し笑って、美緒は神妙な顔でうなずいた。三日以内か。明智は頭で今後の予定を忙しく計算し始めた。







　相変わらず、おれは雪ゆき葉はさんには０４の秘密を打ち明けられず、めぐみ達たちには、三つの謎なぞの事情を言えずにいる。

　明智は帰りの電車に揺られながら少し反省した。

　けれど二つは、明智の中で少しずつ、悪くない感じで近づいている。ように思う。自分が大事だと思うことから、クリアしていく作戦はいい。いま、夕日が沈む山を見ながら鉄橋を渡るおれがやりたいこと、大事なことは、まず、雪葉さんにそれとなく近況をメールし、三つの謎の一つが進展するかもしれないと伝えることだ。そうして、事務所の事情でディスクを聴く罪悪感をなだめてから、具体的な使用の段取りをしていく。よし。

　ところが、帰宅してから夕飯もそこそこに書いたメールに返信がなかった。いつもなら、雪ゆき葉はは遅くても翌朝には返事をくれるのに、昼になっても連絡がない。どうしたのかな。何か悪いことをしたかと不安で背中を冷たくしながら、明あけ智ちは文面を読み返した。しかし内容は無難なもので、何度読んでもこれが雪葉を不愉快にするとは思えなかった。もう一度メールすることも考えたが、また返事がなければ不安が倍になるので出来ない。大丈夫。たまたま、メールチェックする時間が取れてないだけだろう。明智は自分に言い聞かせた。そして、今日は今日で出かけて会わなければならない相手がいる。







「よお」

　その男は夏でも上下黒のスーツに襟のない白いシャツという定番を崩さない。

「暑いな」

　しかし、長い髪はいつもと違い後ろで一つにまとめて縛っていた。明智は時代劇に出てくる浪人を想像した。色が白く細い顔に平べったく薄い身体からだつきで、目が切れ長だから余計そんな感じだ。

「この暑さで冷房入れてないってきつくないすか」

　雑木林に囲まれて建つ、白いドーム状のペット霊園。

　裏手にある管理人室は、建物の北側で日陰になるが、にしてもいまは気温がピークの時間帯だ。窓を開け古い扇風機を回すだけでは、とても追いつきそうにない。

「耐えるさ。おれはエコロジストだからな」

　いつも思うのだが風ふう貌ぼうと主張が似合わない男だ。そのほかにも、矛盾やら秘密やら普通の人間じゃない空気やらをバラバラに背負った男、それがめぐみの言う「あの人」葉はい茨ばらだった。明智たちとは０４１６の事件がきっかけの関かかわりになる。一応、この霊園の管理人を社会的な立場にしているようだが、正体はまるでわからない。敵か味方か、おもしろがっているだけか、というポジションもオイシイので、じつは明智は葉茨に少しだけ憧あこがれる気持ちもある。めぐみは原則、怖がっているようだが。

「久しぶりか？」

「はあ、そうですね」

　男二人は暑く狭い部屋でちゃぶ台を挟み、熱い茶を前にして向き合った。

「お前が年上の彼女と浮気していることは承知してるが」

「浮気って！」

　いきなりつっこまれて明智はちゃぶ台から身を乗り出した。暑さと無関係な汗がどっと流れた。いったい、どこから浮いた気の浮気だ。

「おれの定義ではお前の近ちか頃ごろの行動は浮気なんだ。まあそれはいいが、お前が今日来たのはＫＭが相談に来た件の続きだろ？　教団Ｅがお前に渡したディスクをはじめとするその周辺だ」

「……はあ」

　浮気のインパクトはまだおさまらないが、明あけ智ちは座り直してお茶をすすった。

「その、めぐみがここへ相談に来たあと、事務所に双子の依頼人が来たんですよ」

　明智は簡単にいきさつを話した。ちなみに、めぐみも知らないはずの、年上の彼女（という表現は正確か？）のことを、葉はい茨ばらがなぜ知っているかは、いまさらとくに追及しない。どうせ、動物園の飼育係のバイトをしているので見かけたとか、あやしすぎる答えに決まっている。その話題を広げられるのも照れくさい。

「で、まあ成り行きで、みんなでその音楽を聴いてみることになったんですが。聴くならやっぱ、他人の邪じや魔まが入らないところで、静かに聴くほうがいいですよね」

「まあそうだろう。途中で止やめずに最後まで聴くのは、合格の条件の一つだからな」

「望のぞ見みの足跡が残るエリアは避けておいたほうが無難でしょうか」

「お前がそうしたいなら、そうしたほうがいい」

「とすると……」

　明智は胡座あぐらの膝ひざに肘ひじをたてて頰ほお杖づえをついた。

　人に見られず、みんな集まれて、望見の空気から遠い場所、か。

　まあ、それはどうにかなりそうだな。

「ところで、訊きいていいですか」

「答える保証はないがなんでも訊け」

「ディスクを聴くぶんには大丈夫だろうって、めぐみに言ったそうですが、どうしてそれがわかるんですか？　あれは、葉茨さんが嫌いなＥが、おれに渡した物なのに」

　葉茨は大人おとなが酒を飲むときの手つきで茶ちや碗わんを揺らした。

「一つだけでは、謎なぞは意味をなさない」

　目を伏せて呟つぶやく。顔のせいで意味深度が二倍になる。

「それって……おれが追ってる三つの謎の一つ、という意味ですか」

「追ってるのはお前じゃないだろう」

「なら、おれも追ってるってことにしてくださいよ」

　明智の頰ほおが熱くなった。葉茨が伏せた目をあげた。

「確認するが、明智はＥをいまでも敵だと認識してるな？」

「えっ……それは……はい。そうです」

　唐突な逆質問に明智は戸と惑まどう。

「Ｅは人の心の隙すき間まをついてネガティヴを引き出そうとする連中だと思っているな？」

「はい。前の事件の、経験からしても……」

　──僕ぼくら側がわの理屈で言わせてもらえば、人助けだ。僕らは僕らなりに人々の幸せを願って動いてる。

　望見の言葉が胸をよぎったが、明智はメガネの暗い顔を押しやって消した。

「ならこの先も、お前は自分が自分の味方で、やつらは敵だと認識できるか？」

「……」

　かっこいいなとうっかり感心している場合じゃない。明あけ智ちも作家志望らしく、かっこいい言葉で切り返してみたいが、そういう張り合いの場でもないだろう。

「……おれは……自分はいつも、自分の味方だと、信じてるっていうか信じたいけど……それで、基本的に葉はい茨ばらさんと同じで、Ｅが嫌いだしムカつくこともされたしあいつらが正しいとは思えないから、だから敵だと思ってるけど」

「歯切れ悪いな」

「すいません。けど、こうやって改めて、絶対的な敵としてどうかって言われると、キッパリうなずくのも危ない気がして」

　葉茨は何も言わずに唇で笑った。

「おれの敵に対する認識が甘いと、みんなが危ない目に遭うんでしょうか」

「いや。危ない目に遭うのはお前一人だ」

「マジすか」

　明智はがっくりとうなだれてみせたが、内心おれだけならまあいいかとも思っていた。

　扇風機の回る音が大きく聞こえた。

「質問は以上か？」

「あと一つ」

　明智は茶ちや碗わんを片づけて立ち上がる葉茨の背中に訊きいた。

「望のぞ見みが言ってた、０４１７の気配って、なんのことだと思いますか」

　クククと、葉茨が珍しく声を出して笑った。笑顔は見えないが楽しそうだった。

「浮気者にはそれは教えない」







　発言には意地悪以外の意図はべつにない。

　と、あとで葉茨は補足したが、結局質問に答えはなかった。

　けれど代わりに、双子の問題解決のことで、役立つかもしれないネタをもらった。

　──双子には、おそらくまだお前らに話していない事情がある。それを聞き出せれば、勝率はあがるぞ。

　霊園を出て、せっかく来たから近くの蕎そ麦ば屋通りへ寄ろうかと思ったが、いま一人で行くのはつまらない気がして止やめた。代わりに駅前のファーストフードでハンバーガーを食べた。明智は蕎麦のほうが好きなのだが、騒々しい店のジャンクな味は、何かを紛らわす効果がある。いまおれが、一番に考えなきゃならないことは、期限の迫る双子問題だ。わかっているが、双子に心を使ってしまうと、雪ゆき葉はが遠くなるような、妙な不安が拭ぬぐいきれない。帰ってメールを開くのが怖いの。女の子かおれは。明智はむしゃむしゃとバーガーを押し込み口のまわりのケチャップを拭ふき、早食いの結果ありがちな微妙な腹痛を抱えて帰った。

「お兄。お母さんの誕生日計画さぼってない？」

　家では愛あいが洗剤とゴム手袋を持って待ちかまえていた。

「自分が言い出したんだから、ちゃんとやってよ」

　それはもういいんだと言うことも出来ずに、明あけ智ちはキッチンのレンジまわりや換気扇を掃除するはめになった。動いたらまた腹が痛くなったのでトイレに行った。ちくしょーおれは謎なぞの教団Ｅと戦う明智夜や城しろなんだぞ。次は絶対にいいとこ見せてやる。部屋に戻って、モニターを軽く拝んでからメールソフトを開いてみた。新着メールは一つもなかった。明智は約一分頭を抱えた。







　二日後。

「あ、きたきた。明智君」

「いいお天気で良かったですね……良かったんでしょうか」

「今日はよろしくお願いします」

「すごい田舎の駅でびっくり」

　改札の手前で自転車を降りると、四つの声が次々に話しかけてきた。

「おす」

　明智は全員にかるく手をあげる。小さいＴシャツにショートパンツで元気な男の子みたいなめぐみ、ポニーテールにノースリーブ、ストンとした膝ひざまでのスカートで、いつもより活動的に見える美み緒お。この前と同じ服装の双子。

「大人数で来ちゃってごめんね」

「いや。ここで集まろうって言ったのおれだし」

　自転車と明智を囲むように女の子ばかりぞろぞろ四人。気恥ずかしいが、同じ歳としくらいの男がちょっと意味ありげな目を向けるのが、悪くない気分だったりする。よく見ると、めぐみも含め（といったらめぐみに絶交されそうだ）女の子はみんなけっこうかわいい。そこで明智は、この二日、心の隅にあったわだかまりを、いったん棚上げすることにした。

　わだかまりはむろん雪ゆき葉はのことだ。あれから、とりあえず返事はきた。前のメールが届いているかの確認として、もう一度雪葉にメールをしたら、微妙に──いや、はっきりと素っ気ない文で。

「届いています。お返事が遅れてごめんなさい。いまちょっと、忙しいので先の予定がわかりません。謎については、自由に進めていただいて構いません」

　あまり素っ気ないので三度読み返したら内容を全文覚えてしまった。明智はさらにメールをしようと、何度も何度も書き直したが、直せば直すほどウザい文章になるようで止やめた。そうこうするうちに、今日になってしまった。

「自転車乗らせて」

　香か恵えが横からパッと手を出し、明あけ智ちのハンドルを奪おうとする。

「やだ。つか、足つかねーだろ。おい」

　香恵は力ずくで自転車を前に押し出した。危ないぞ、と明智が思わず手を離すと、香恵はもう自転車を独占して、真ま乃の、二人乗りしようと振り向いて誘う。

「ごめんなさい……すぐに気が済みますから」

　真乃は明智に頭をさげて、香恵の肩につかまり、後ろに乗った。

「女の子って、他人の自転車に無理やり乗るのが好きなんだろうか」

　駅前のとくに何もないロータリーを、無心にぐるぐる回る二人を見て、明智は何気なく呟いつぶやた。

「他ほかに誰だれか乗ったの？」

　めぐみは横で聞き逃さない。えっ、いや愛あいもおれの自転車に乗りたがるからさと、明智はまた咄とつ嗟さの出任せを言った。ふうんとめぐみは無表情にうなずく。

「でもあの子たちは、ああして緊張をほぐそうとしてるのかもしれないよ」

「……そうか」

　マノカエには、今日集まって遊んでいれば、失格を合格に変更できるとしか伝えていない。めぐみと美み緒おには、葉はい茨ばらが言った「まだ話してない事情があるはず」も教えてある。

「今日一日で、全部聞き出すなんて出来るのかな」

「まあ、やれるだけやるしかないだろ」

　行くぞ、と明智は手をあげて双子を呼んだ。香恵はまだ、よろよろしながら自転車をこいで近づいてきた。四年前にようやく出来た駅前のコンビニで、飲み物やお菓子やおにぎりを買い、自転車の前カゴに入れて出発した。

「なんだか、遠足みたいだね」

「私、遠足ってほとんど経験ないから、嬉うれしいです」

　山のふもとを歩きながら、めぐみと美緒が話している。

「……そういえば、このごろ美緒ちゃんの『あれ』は大丈夫なの？」

　明智は思い出して訊たずねてみた。美緒と知り合うきっかけになった、不思議な悩み。

「はい……とろいのは、変わらないですが……でも『あれ』が、私の中から消えてしまったのか、私が意識しないかぎり、表に出ないようになったのかは、わかりません」

　今日、何か「あれ」が必要になるんでしょうか。

　美緒が薄く幅のある眉まゆをわずかに寄せた。訊きいてみただけだよと明智は笑う。マノカエは手をつないで走ったり、葉っぱの上にカエルや虫を見つけたりして、適当に楽しんでいるらしかった。神社を越えて、さらに遠足度のあがる夏の田舎道を行く。明智にとっては数日ぶりだが、その数日の間にもう、トマトの収穫は終わっていた。

「学校のプールのにおいがする」

　めぐみが気づいた。

「坂の下に小学校があるからな」

　注意すると、大人数のバタ足やら先生の笛の音やらが聞こえてくる。この間来たときには聞こえなかった。同じ道でも、少しの違いでずいぶん違った印象になる。

「明あけ智ち君の行った小学校？」

「いや、おれのはもっと向こう」

　明智は林で遮さえぎられた先を指さした。双子がまた自転車に乗りたがったが、ここは危ないので却下した。

「どこならいいの」

「今日の目的地だ。ほら、もう見える」

　山の坂道、林の切れ目になぜかぽつんと存在する、錆さびたフェンスに囲まれたグラウンド。ここなら、他人に邪じや魔まされることはまずないし、望のぞ見みの空気から遠い。緑の呼気が濃いのもいい。ただ、みんなでここへ来たことで、雪ゆき葉はと二人きりだった思い出が、ほんの少し、上書きされてしまうのが残念だが。

「ちょっと怖い」

　珍しく、香か恵えが中へ入るのをためらった。

「大丈夫だよ。みんないるから」

　真ま乃のが香恵の背を軽く押した。「私がいる」じゃなく「みんないる」と真乃が言うので、明智はよしと心でうなずく。前に雪葉と座ったベンチにリュックを置いて、今日の必需品を取り出した。ポータブルのＭＤプレイヤーと、接続するミニスピーカー。

「なんなのそれ」

　香恵が明智の肘ひじの後ろあたりから覗のぞこうとする。肩や頭の位置がやけに近い。

「おれに勝てば答えを教えてやる」

　明智は振り向くなりグラウンドの上に足で線を引き、ここから五十メートルダッシュだと走り出した。

「えっ？　ちょっといきなり何やってんの？」

　ばかみたい、と怒りながら香恵は明智の後ろを走ってきた。

「はあ、はい五十メートル、おれの勝ちだな」

「はあ、男の子が、年下の女の子相手なら、勝つに、決まってる」

「じゃあハンデをやろう。おれは五メートル余計に走る。お前は途中で真乃ちゃんとタッチしてもいい」

　香恵の片方の目がキラリと光った。

「明智が負けたら、何かおごる？」

「え、ああ。この近くになんとかいう有名なアイス屋があるからそれだ」

「本当？　じゃあ私たちも混ぜてもらっていい？」

　めぐみと美み緒おもいつの間にかいた。

「めぐみは陸上部だから駄目。というかお前は負けたらおごる側がわ」

「明智さん、めぐみさんだけ差別するなんてひどいです……」

　いや美み緒おちゃん、これは差別ではなく敬意でなどと言っているうちに競走が始まり、二人一組で走ったりハンデ戦にしたりと変えて遊んだ。美緒は案外速かった。やがてリレーになりめぐみが急に厳しい顔で本腰を入れ、とうとう鬼ごっこもどきにまで広がった。

「暑い、暑いよ」

「炎天下でこんなに走るなんてあり得ません」

　マノカエは口ではいろいろと言っていたが、真剣になって年上と遊んだ。ぐったりしたところで休憩にして、ベンチの周りに集まって食事。

「これじゃ、部活の練習と変わらないよー」

　額に汗のめぐみがベンチ脇わきの低い草むらに座り込む。

　すると美緒が、持参した大きめのバッグから、ポリ袋に入れたタオルを出した。

「私、なんとなくめぐみさんの部活見に行くときと同じ準備で来ちゃいました」

「うわー、ありがとー」

　冷やしたタオルだ。二つあるので、みんな順番に使った。

「いつもこんなのまで用意してんのか。お前ら、ほんと仲いいんだな」

「……私が、めぐみさんを頼りにしてるから……」

　美緒がわずかに赤くなってもじもじした。

「私もある意味、美緒ちゃんのこと頼ってるよ。真ま乃のちゃん達たちじゃないけど、二人の中で、自然に役割分担してるみたいに」

　話を振られて、真乃と香か恵えは、お互いをそっと横目で見た。真乃がストロー付き紙パックのジュースをチュッと吸い込む。

「わたし達のは──」

「あれ？」

　おい。

　と、明あけ智ちはめぐみを目で制そうとした。せっかく、真乃が何かを言いかけたのに。

　しかし、めぐみは明智に気づかず、グラウンドに不審な目を向けている。

「なんだよ」

「あんなの、さっきあそこにあったっけ」

　みんな一斉に、めぐみの指すほうを振り向いた。

　誰だれもいないグラウンドの真ん中に、小さな土の山が一つ、盛られていた。







「さっきまで、私たち、あのへんを走ってましたよね……」

　呟つぶやく美緒。

「休んでる間に、入って来た人とか見なかったよね」

　さらに小さな声でめぐみ。

「あの形は──」

　山のてっぺんに石がある。明あけ智ちは思わず続きの言葉を飲み込んだ。

「……お墓？」

　しかし真ま乃のがそのままを口にしてしまう。

「やだ！」

　香か恵えがいきなり、悲鳴をあげて走り去ろうとした。

「待てよ」

　明智は反射的にその腕をつかんだ。小柄な香恵はそれだけで動けなくなり暴れる。

「大丈夫だよ。あれは土だから、襲ってきたりしないの」

　真乃が明智から香恵を引き取り、髪を撫なで肩を抱いてなだめた。香恵はうつむき、目だけでも「それ」から逃げようとする。

「そ、そうだ。知らないうちに、犬か何かが迷い込んでやったのかも」

　なさそうな理屈に一人うなずき、明智は慎重に近づいていった。「それ」は、グラウンドを浅く掘り返し、何かを埋めて、再び土を盛ったように見える。中で何かが動いたり、新たに同じものが出現するような気配はない。

「大丈夫？」

　めぐみ達たちも、あとからそっと来ていたらしい。

「たぶん……」

　しゃがみこみ、明智は自分の向こうずねくらいの高さの「それ」に触れようとした。と、土の間から、何かきれいな黄緑色の物がのぞいていた。お願いだから、誰だれかの袖そでの一部とかは勘弁してくれと思いつつ、明智は周囲の土を払った。すると中から、木製の、鳥の形をしたオモチャが出てきた。黄緑は鳥の尾の部分で、笛の吹き口になっていた。

「これを埋めたのかな」

　なぜ。誰が。しかも、明智たちが目を離したほんの少しの隙すきに、どうやってそんなことが出来たのか？

「……」

　みんな沈黙した。普通の人間には不可能なことは、言わなくてもみんなわかっている。

「嫌だって……だから嫌だって、言ったのに……」

　香恵が青い顔で震えていた。明智の手にある鳥を見ないように後ずさりして、

「嫌だよお！　わたし、思い出したくないよ！」

「あっ！　香恵！」

　真乃の手を振り切り、香恵は物凄すごいスピードで走り、グラウンドを出て山の森の中へ逃げていってしまった。

「待って！　香恵ちゃん！」

　めぐみが追う。速いはずだが、状況判断が出来ないらしく、明智を振り返りながら目で訊きいてくる。真乃はなぜか、香恵を振り向こうともせずに、ぼんやりと明智の持つ鳥を見ている。どうする、と迷う間に香恵の姿が消えてしまった。仕方がない。

「美み緒おちゃん、真ま乃のちゃんとここに残ってて」

「はい」

　ここでまた何か起きるかもしれないし、真乃の様子も少しおかしい。だがとにかく、いまは香か恵えをつかまえるのが先決だ。地元とはいえ、山で女の子が一人で迷い、そのまま夜になったりしたら、あらゆる意味でひどく危険だ。だが、まだそれほど遠くには行けないだろう。見つけたら携帯で連絡と決め、明あけ智ちとめぐみは二手に分かれて森の中へ入った。

「香恵！　かえー！」

　猫の子を捜すように名を呼んでみる。ったく、いったいどうなってんだ。鳥のオモチャが嫌な思い出とつながってるのか？　誰だれかがそれを、あえて双子に（そう、香恵は感情担当だから逃げているだけで、問題は香恵一人ではないだろう）思い出させようとして、あの墓もどきを作ったのか。誰が？　やるとしたらやはりＥなのか？　葉はい茨ばらが、明智に敵の認識について指摘したのは、マノカエの悩みは青春相談室に近いと判断した甘さのせいか。とりあえず、明智のＥに対する知識と経験からすると、日があるうちは、決定的にまずいことにはならないと思うが──。

「わわわ」

　あちこち見ながら走っていると、ふいに足元があやうくなった。明智は伸びていた木の蔓つるにつかまる。赤土の崩れた急斜面だ。滑り落ちたら、無事ではすまない。もし香恵が、と考えて明智は背中がゾッとした。手の汚れを払い、汗を拭ぬぐって木漏れ日の中で目を閉じる。深呼吸。

　──落ち着けおれ。不思議な墓が出て来た時点で、事態は現実常識無視モードだ。だからこそ、香恵を見つけるヒントは必ず、どこかに落ちているはずだ。

　鳥が鳴いた。明智の手にも、黄緑の鳥のオモチャがある。目を開けて、頭上を見ると繁しげる木の枝の根もと近くに、屋根つきの鳥の巣箱があった。巣箱の下に札が下がって、雨にさらされわかりにくいが「Ｙ小学校自然観察箱　０番」と文字が書かれている。

　これだ。明智は確信した。よく目をこらすと、ぽつんぽつんと、木の札らしい物が下げられている。よし。ここに「０」があるのだから、次は「４」そして「１」最後は「７」を目指してみよう。香恵はきっと、その先にいるはずだ。

　ところが行くと巣箱と巣箱は案外遠く、足元も悪くて明智は何度も転びそうになった。やっと行き着くと番号違いだったりもして、時間のロスに苛いら立だちながら、明智は森をぐるぐる回った。ちくしょー。まさかこれ、夜までおれらを山に留とどめるＥの作戦じゃねーだろうな。疲れて思考がネガティヴになるころ、ようやく明智は、最後の「７」の巣箱を見つけた。やった……。膝ひざに手をおき、上半身をいったん倒して力を抜いた。最後の巣箱は、森の終わりに近いところで、すぐ脇わきがゆるやかな草むらの斜面になり、下った先はごく小さな川だ。

　草むらに、脱いだ靴がある。

　白い細い脚を、ふくらはぎまで水に浸し、流れをじっと見ている香恵がいた。

「その川じゃ入水自殺は難しいぞ」

　びくっとして、香か恵えがこちらを振り返った。前髪で片方を隠した目が、明あけ智ちをじっと上目づかいで見る。明智はまたひそかに動揺した。怒り出すか、生意気を言うと思ったら、香恵はみるみる泣き顔になって、その場に崩れ折れそうになる。

「ばか、そこどこだと思ってるんだ！」

　明智は慌あわてて川へ入ると、小さい香恵の身体からだを抱き止めた。ギリギリ香恵は水の中へ倒れず、飛沫しぶきがかかった程度だったが、明智のほうはジーパンも靴も膝ひざから下がびしょ濡ぬれになった。やっちまった。けど仕方ない。おれは家近いし、男だからな。

「うう……」

　川の中で抱きとめられたまま、香恵は明智の胸で泣きだした。

「どうなってんだよ……」

　じゃぼじゃぼとジーパンにあたる水の音を聞きつつ、明智はため息をついて空を見上げた。







　戻る途中、香恵は明智の腕にぴったりと張りつき続けていた。泣きやんだが、一言もしゃべろうとしなかった。明智も仕方なく黙っていた。濡れた靴だけがずぶずぶ鳴った。

「あ、来た来た」

　連絡したので、めぐみは先にグラウンドに戻って待っていた。なんだかんだで、もうすっかり、あたりは夕暮れの気配だった。めぐみが香恵を見て明智を見たが、明智はおれもわからんと目で合図する。みんなやけにツンとするにおいがすると思ったら、美み緒おがどうぞと虫むし除よけスプレーを差し出した。においはこれか。香恵は明智の腕にくっついたまま、背後に隠れるようにして出てこない。真ま乃のもやはり、美緒とめぐみの後ろに引っ込み、二人は明らかにお互いを避けている。

「話してもらうよ」

　しかし明智は、ジーパンを濡らした立場の強みもあって、二人に強い態度に出た。

「あんたらはつまり、なんなんですか」

「──わたし達たち……」

　話し出したのは、意外にも香恵だった。真乃のほうは、表情もなくうつむくだけだ。

「出会ったときから、仲良くなったのは、本当だよ」

　縋すがるように、明智の腕をしっかりと両手で握ったまま、香恵は続ける。

　それまでも、わたしは人と話すのがヘタで、怖がりで泣き虫で怒りんぼで一人ぼっちだった。真乃は真乃で、冷たいとか、口ばかり達者で生意気とか人に言われて、やっぱり友達がいなかったって。だから……だからもしかしたら、わたし達は、他ほかに誰だれもそばにいてくれる子がいなかったから、友達になったのかもしれない。

「だけど、二人一緒にいると楽しかった。真乃は、わたしが、真乃のぶんまで泣いたり怒ったりするのを見ると安らぐらしいし、わたしは真ま乃のに、まとまらない心を言葉にしてもらって、落ち着いていた。魂の双子だって、思っていた」

　だけど。

　明あけ智ちの腕を握る細い指が、痛いくらい強く食い込んでくる。

「香か恵えの鳥を、わたしが殺したんです」

　感情のない声で、真乃が言った。髪の色同様、色が淡いのに、深い──心の底の見えない真乃の目。

「いつだったかな……鳥が好きって、香恵が言うから、わたしがプレゼントした緑の鳥」

　わたしも鳥を好きになろうと、鳥のことを調べて鳥の話をして。そのうちわたし、香恵よりも、鳥に詳しくなったけど……鳥を、好きにはなれなかった。香恵が、鳥を本当にすごく、好きだったから。

「香恵とわたしの間にいつも、鳥がいるみたいでやりづらかった。鳥に対して同じ気持ちになれないと、わたし達たちは魂の双子になれない。だったら、鳥がいなくなればいいって」

　……。

「殺さないで、せめてどこかに放してあげるとか、思わなかった？」

　めぐみが真乃を見て、静かに訊きいた。めぐみの家にも、そういえば鳥がいる。

「思わなかった。わたしの手で、鳥を殺さないと駄目だとしか」

　なぜか美み緒おが、涙ぐんでいた。

「しかも、わたしが鳥を殺したって、すぐにわかるやり方を、わざとしました。それで香恵が、わたしを嫌いになったとしても、双子でなくなるより、ましだと思って」

　そんなのありか。とか、女ってすげえ。と明智は思わなくもないが、何も言えない。夕暮れの、夏の森の空気はイタい告白に味方し、当たり前の言葉は封じられてしまう。

　明智はまだ自分にしがみついている香恵を見た。

　わたしは、と香恵が震えて言う。

「そのときから、ますます真乃と離れられなくなった」

　わたしが鳥を好きだったせいで、真乃に悪いことをさせたから。わたしも、真乃と同じくらい、二人は双子だと思ってたのに。真乃と同じくらい、わたしも悪い。

　悲しそうな、香恵の手がぽとりと明智の腕から落ちた。

「そうして、わたし達は二人で鳥の死し骸がいを埋めた。わたしの中に、たぶん少しだけあった理性と、真乃の中にあった感情も、鳥と一緒に、埋めてしまった。そして、わたし達は改めて、魂の双子を確認した」

　いまは崩れている土の墓に、香恵の黒髪ごしの視線がいった。明智は、そういえばまだポケットにあった、オモチャの鳥を手のひらに乗せた。

　すると真乃が、それにひかれたように前に出た。

「でも、今日までずっと、鳥のことは忘れてました」

　夕日に照らされ、真乃の茶色の髪がキラキラ光る。

「不思議です……どうして、忘れていたんでしょう……」

　茶色の瞳ひとみから、涙がこぼれた。理性担当のはずの、真ま乃のの目に涙。

「でも……ずっと忘れたままだったら、いつか無理がきて、駄目になったと思う。思い出したから、言えることだけど」

　感情担当のはずの香か恵えが、淡々とした口調で分析する。

　明あけ智ちの手から鳥を奪って、一歩、真乃に近づいた。

「うん。本当はわたし達たち、思い出したかったのかもしれないね」

　泣いたまま、真乃も同じように香恵に踏みだし、二人はそっと額をつけて抱き合った。

　香恵が持っていた鳥が、二人の間にコトンと落ちた。

　──あ……。

　音楽。

　ベンチにある、明智が置いたポータブルプレイヤーのスピーカーから、小さく、ゆるやかなピアノが聞こえる。優しくて、懐かしい──どこかで、耳にしたことのあるメロディだ。夕方の町のチャイム、あるいは、オルゴールで。

　これが、あのディスクに録音されている音楽なのか……。

「トロイメライ」

　めぐみが呟つぶやく。曲名も聞き覚えがある。

「真乃ちゃん達の気持ち、なんとなく、わかる……」

　目を潤ませたまま、美み緒おが言う。めぐみはただ、甘いような苦いような笑みを浮かべる。

「明智」

　真乃と抱き合い、明智を見ないまま呼び捨てで、香恵が言う。

「ありがとう」

「……おれは何も」

　ううん、と香恵は首を横に振った。

「いろんなことが、繫つながっていまになってる」

「わたしも、そう思います……思い出して、言葉にしたら心が戻ってきて……いまも痛みはあるけど、いまのほうがいいです」

　めぐみさんも、美緒さんもありがとう。

　改めて並ぶと、双子は明智たちにぺこりと頭をさげた。

「きっと、ずっとこうなることを願っていました」

「よかったね」

　女の子四人は情緒いっぱいで、やけに長い夕暮れの空気に溶け込んでいた。

　明智も半分だけ情緒を浴びて、おれもいつか、何か思いきり告白できるようなネタを持とう、などとうっすらと考えた。

　音楽はいつの間にか終わっていた。

　これで、あの双子は「合格」できるのか。

　などといま気にしているのは明あけ智ちだけらしかった。

　みんなこの場に集まっていたのに、誰だれがあの音楽を再生したのか、そしてあの墓を誰が作ったのか、いま気にしているのも、たぶん明智だけだ。





【第五章】


最後の謎














　まだ間に合うのだろうか。いまなら。

　それはずるい。

　傷つくこと、傷つけることを恐れるなら、何も始めなければ良かったのに。

　そんな、響きだけの言葉で言い訳しても、傷つく痛みは変わらないのに？

　……わからない。

　いずれにしろ、もう、引き返せないかもしれない。

　あるいは──。





　　　　＊






　双子から、先生に褒められましたという報告がきた。

「よかったですね」

　めぐみの携帯を覗のぞいて、美み緒おが笑う。

「なんでおれじゃなくめぐみの携帯へメールが来るんだ」

「事務所の代表だからでしょ」

　迷いようもない正解だった。しかし。

「今朝一人で、遠くまでディスク隠しに行ったのはおれなのに」

「合格」の条件は、録音を音楽ホールのどこかへ隠す形で返すこと。隠し場所は誰だれにも言ってはいけない。

「それは、あの二人は知らないことだもん。しょうがないよ」

　その代わり、私たちがこうして労をねぎらってるでしょ。と、めぐみは黄色のエプロンで威張った。

　双子事件はこれで一応の解決とみて、今日は三人で事務所へ集まり、打ち上げのようなことをしている。めぐみと美緒がそれぞれの得意料理を作るとかで、それはいいがカレーとホットケーキの組み合わせはどうか。甘い香りとスパイシーな香りで、事務所の中は微妙な空気だ。明あけ智ちはこっそり窓をあけた。外は暑いが、風が気持ちいい。

「夏休みも、いつの間にか終わりに近づいてるなー」

　床に座り、窓の下の線路を見ながら呟つぶやいてみた。

「明智君、背中が哀愁のお父さんしてるよ」

「そうですか」

　指摘されても明智は胡座あぐらで背中を丸めた姿勢を直さない。

「準備出来ましたー」

　美緒に呼ばれ、明智はキッチンへ戻ってテーブルについた。大きさ丸さに多少ばらつきのある薄めのホットケーキが大皿に斜めに並べられ、横にトマト入りカレーの鍋なべ。各自にライスの皿が配られ、ペットボトルの甘さひかえめ紅茶をグラスに注いで、まずは乾杯。

「おいしー。美緒ちゃん、このホットケーキすごく上手。ふわふわ」

「めぐみさんのカレーも、すごくおいしいです……辛いけど、トマトの酸っぱさが夏らしくって」

　女の子たちはお互いを褒め合ったあと、明あけ智ちのリアクションに注目した。

「なんだよ。うまいよ。お前らのコメントのとおりだよ」

　ホットケーキのメープルシロップが、いつだったか動物園でメープルのパンを食べたのを思い出させてせつないです、なんて言えるわけがない。

「よかったー。明智君、けっこう食べるものうるさいからさ。家で作るときより、凝ったんだよ」

　めぐみがにこにこした。明智も笑い、内心、おれも大人おとなだなと思ったりした。

　明智は先にカレーをやっつけ、デザートの代わりにホットケーキを食べることにした。

「そういえば、私、この間『トロイメライ』のことを少し調べてみたんです」

　食事が一段落したあたりで、美み緒おが言った。

「それで、おもしろい話を見つけたんですけど……あの曲を作曲した人は、自分の中の、正反対の性格を持つ二人の人物に会話をさせて、音楽に対する考えを、言葉にしてまとめていたそうです」

「二重人格ってこと？」

　立ち上がり、めぐみは話をしながら冷蔵庫へ向かう。

「ではなくて、小説家がキャラクターを作るみたいに、自覚的にやってたみたいです。でも、ちゃんと二人にそれぞれ名前も付けられていて」

「ふうん。なんとなく、今回の事件とシンクロしてるね。一つの心を、あえて二つに分けてるあたりが」

「めぐみさんもそう思いますか？　私も、暗示的だなあと思いました」

「偶然だろー」

「明智君、テンション低くない？」

　めぐみは冷蔵庫から出したぶどうゼリーを、明智の前に一つ置いた。

「やっぱり、双子事件にディスクを使ったの、良くなかった？」

「違う。それは、結果も良かったらしいし、どうも思ってない」

「じゃあ、他ほかに何か落ち込む理由があるの」

「いや……ほんと、気にしなくていいから。めぐみも、美緒ちゃんも、誰だれも悪くないし」

「……」

　なお心配そうな二人には悪いが、それ以上、何も言う気になれなかった。

　謎なぞを残しつつも双子事件は落ち着いたが、雪ゆき葉はからは、相変わらず何も連絡がない。こちらから連絡しようにも、いま忙しいと言われているので、しつこくすれば迷惑になる。けどせめて、いつまで忙しいのか、教えてくれてもよさそうなのに。何も言われないと、ついつい明智は、忙しいは噓うそで本当はおれと会いたくないんじゃ、と暗い考えになってしまう。このごろ、小説も進んでいない。家にいると雪葉からの連絡が気になるし、雪葉に見せて恥ずかしくないものをと考えると、急に作品がつまらなく思えて、手が止まるのだ。

　じゃあまたね、と明あけ智ちに笑って、普通に楽しそうに電車に乗った、最後に見た顔を思い出すと、辛つらいような腹立たしいような甘いような感じが、胸にぐうっとこみ上げてくる。これが浮気か。間違ってるな。

「あのさ。わけわかんないし、とくに励ますとか、そういうんじゃないけど」

　妙にぶっきらぼうな調子でめぐみが言う。

「今回の依頼人の不思議な悩みは、とりあえず無事解決して、あの双子は、明智君のおかげで願いが叶かなって、喜んだよね？　そこは明智君も、もっと喜ぶっていうか、威張ってもいいところじゃないの」

　お前やっぱりおれを励まそうとしてるだろう。そうと気づかれないように、わざとおれに文句言う態度にして。仲間にそんな気をつかわせる自分に、明智はさらにへこみかけ、せめてゼリーはちゃんと食べようと、フタに手をかけてはっとした。

「めぐみ、いまなんて言ったっけ」

「え。明智君も威張っていいじゃないかって」

「その前だよ。双子の願いが叶ってどうの……それだとおれは、結果的に、双子の願いを叶えたってことになるんだろうか」

　めぐみはきょとんとして目をぱちぱちした。

「何言ってるの？　だからそうだって、真ま乃のちゃん達たちも言ってたじゃない。ずっと願ってました、ありがとうって明智君に」

「……」

　つまりおれは。知らないうちに、三つの謎なぞのうち二つめの「願いを叶えるためには他ほかの誰だれかの願いを叶える」も、クリアしていたってことになる。ということは、おれ的法則「自分が叶えたい願いの重みと、叶えるべき他人の願いの重みは同じ」に従った場合、おれに与えられた権利の重みは？　あああ、雪ゆき葉はさんに相談してえ！

「明智君」

　思わず机に肘ひじをつき、頭を抱える明智にめぐみが声をかけようとした。

「めぐみさん……」

　すると美み緒おが、そっと間に入ってめぐみを止めた。

「この先は、明智さん一人におまかせしていいんじゃないでしょうか」

　めぐみは何も言わなかった。美緒は続けた。

「えっと、その……こう言ったら、偉そうになるかもしれませんが……この前の、めぐみさんのお母さんがいなくなった事件のときも、めぐみさんが、一人だけで向き合って、だから見えてきたことも、たくさん、あったんじゃないかと思うんです。だから」

　明智は感動に近い気分で美緒を見た。すみません、と美緒は赤くなった。

「あの、でも、明智さんが私たちの助けが必要なら、遠慮なく、言ってくださいね。ていうか……この間も、こっそり遠慮なくやってみました」

「え？」

　もしかして。あのグラウンドで、夕方がやけに長く感じたのは。

「すみません」

　美み緒おはまた恐縮して頭をさげる。そっか。美緒の「あれ」──周囲の時間を微妙に歪ゆがめる体質は、なくなったわけじゃないんだな。

「……うん。わかった」

　息をつき、めぐみも、こっくりうなずいた。

「たしかに、美緒ちゃんの言うとおりだね。明あけ智ち君に、全部打ち明けてほしいって思うのは、私のわがままかもしれない」

　淡いぶどう色に染まった唇を嚙かみ、何度もうなずくめぐみの姿に、明智は胸がせつなくなる。ごめんなめぐみ。全部終わったら、絶対話すよ。何が終わりで、全部がどこまでか、いまのおれにはまだ、わからないけど。







　その夜明智は、雪ゆき葉はにあててメールを書いた。




夏野雪葉様




忙しいところ、何度もすみません。明智です。

前回、謎は自由に進めて構わないと言われたので、進めたら、

思いの外進んでしまいました。

あとは最後の謎を残すだけです。

ですが、俺は最後の不思議ゾーンがどこかわからないので、

これ以上、進められません。

せっかくなので、できれば夏休みのうちに、最後の謎にチャレンジしたいです。




明智夜城




　以下三行、送信直前にカットした部分。




ところで、謎を全部解いたら、俺は死ぬか、永遠のご褒美をもらえるんでしょうか？

永遠じゃなくてもいいですが、俺がもらいたいご褒美は、

心の中では決まってます。




　……カットしてよかった。読み返し、明智は自分の文章に痒かゆくなった。そもそもおれは、雪葉さんのために、永遠のご褒美とやらに挑んだんじゃないのか。しかもこれ、テレビの恋愛バラエティか何かで、いかにもフラれそうな男の台詞せりふだ。恋愛ものも視野に入れたのに、作家志望としてそれでいいのか。まあ、現実は小説ほど上う手まい言葉が浮かばなくてもいいさと、明あけ智ちは適当に自分を許し、続けてもう一通メールを書いた。




出現しろ。以前に俺が宣言したとおり、お前は俺の呼び出しに応じる義務がある。




　送信したあとで気づいたが、アドレスはnozomi0417@でふざけていた。







　夏だというのに妙に肌寒く、湿っぽい雲が低くたれ込めていた。

　アー、アーと頭の上でカラスが鳴いて回っている。

　うるさいぞ。

　明智はぬるい風に吹かれながら空を睨にらんだ。むかつくほど心情とリンクした天気だ。

　雪ゆき葉はからの返信はなかったのに、望のぞ見みからはすぐに返事が来た。

「せっかくだから、僕ぼくのお薦めの場所で会いましょう。いつもの、Ｕ駅から歩けます」

　と、地図画像が添付されていた。呼び出しに応じるのが望見なのに、なぜまたおれが遠征するんだと憤慨した。しかし、雪葉からの答えがない以上、いま向かうべきはそこしかない。もともと、そのときのために仕方なく、望見にもメールしておいたのだ。

　地図は微妙にわかりづらくて、明智は何度も迷いかけた。これも意図的な嫌がらせか。割れかけた古い石壁の家や、五十年前からありそうな床屋に突き当たりながら、ようやく、明智は目指す場所を見つけた。

　ゴォン……。

　と、頭の中だけで低く鐘が鳴った。漆しつ喰くいの塀、屋根つきの木の門、くぐればお線香の香り。黒に金文字でいわれを語る看板が出ている、たぶんそれなりに歴史ある寺。

「ここだよ」

　呼ばれて本堂の左手を振り向き、うわ、と明智はつい驚いた。

　あたり一面が石に彫られた地蔵でびっしりと埋められていた。ぐるりと塀の内側に段になり、観客席のように置かれた地蔵。細い通路を挟み、整然と、背中合わせの二列で並ぶ、小さな墓石くらいの地蔵。二千、いや三千はあるに違いない。ほぼ同じ大きさの子供サイズ地蔵を見守るように、背面まできちんと作られた、見上げる大きさの地蔵が立つ。これがみんな花なら見み応ごたえのある花壇だろうが、お地蔵さんでしかもほとんどが古びたものだと、異様な光景としかいいようがなかった。

　望見は地蔵の群れの中にぽつんと立っていた。

　一歩踏み出すとアーとカラスが一つ鳴いた。

「久しぶりだね」

　望見は今日も手首とジュラルミンのケースを手錠でつないでいた。

「静かでいいだろ、ここ。バナナジュースはないけど」

「こんな苔こけくさいとこでジュースなんか飲めるか」

「そうかな。僕ぼくはくさいとか感じないけど」

　望のぞ見みの目は、よく見るとここの地蔵たちに少し似ていた。明あけ智ちは足元の土をじりっと踏んだ。

「で、僕に会いたかった理由って何？　この間のお礼なら、気にしなくていいよ」

「いちいち自分のいいように取るな」

　いちいち反応するおれもおれだ、と明智は自分を落ち着かせた。

「お前は、三つの謎なぞの中身と答えを全部知ってるな」

　一つ目の謎に必要な録音、二つ目の謎に必要な鍵かぎ。これだけ情報を持っていて、望見が最後だけ何も知らないとは思えない。

「知っているよ」

「なら、三つ目の不思議の場所を教えろ」

「僕に訊きかなくても、彼女が知ってるだろ」

「……彼女に訊けないから、お前に訊いてる」

「フラれちゃったか」

　明智は望見を殴りそうになる腕をぐっとこらえた。

「いいから教えろ。人助けが好きなんだろ」

　明智は雪ゆき葉はと自転車に乗ったし、雪葉の手作りのおにぎりも食べた。雪葉は明智に涙を見せた。それ以上でも、それ以下でもない関係で、しかし、振り返ると雪葉とのつながりは、やはり、この謎しかないように思う。謎をとき、０４１７を突き止めるしか、いま雪葉への手がかりはないのだ。

「強要されてやったら、人助けじゃないよねえ」

　望見は自分にはめている手錠の縁を指でなぞった。

「でも明智君、二つ目までは、順調にクリアしたみたいだね。ディスクも聴いたし、写真も見たろ？　僕も協力した甲か斐いがあったよ」

「恩を着せるのも人助けじゃないだろ」

「そうだね」

　と、望見は認めて唇だけ笑った。

「けどまあ、うまくやった手下を、褒めてやるくらいはいいと思うだろ？」

「は？　なんのことだ」

「君が謎をクリアするための力になった。だから、あの双子は『合格』させた」

「……何？」

「ほら」

　望見はジュラルミンケースのナンバーキーをカチカチやって、細くあいた隙すき間まから手を差し込み、黄緑の鳥のオモチャを出した。そしてすぐ、神経質にぴたりとケースを閉じた。

「それは……」

　双子の記憶を呼び覚ました、墓の下に埋められていた物と同じだ。まさか。

「あの二人が言ってた『先生』ってお前か？　墓を作ったのも、音を流したのも──」

「イエスなのは、最初の質問だけ」

　望のぞ見みは鳥を手近なお地蔵さんに供えて置いた。

「いつだったかな……あいつらが鳥を埋めたあと、途方にくれてるのを見かけたから、これは僕ぼくらの出番だと思ってね。魂を分けるお話を作って、暗い記憶は閉じこめてやった。そしたらその後、呼べって言った覚えもないのに、ずっと先生扱いなんだよ」

　わざとらしく肩をすくめてみせる。

「子供にとって、自分に物語をくれる相手は、みんな先生なのかなあ」

「さあな」

　健けん太たが明あけ智ちをいまも先生と呼ぶのを思い出したが、そのまま流す。

「せっかくだから、何かに使えるかもと思ってあいつらを取っておいて、よかったよ」

　望見は人を物のように言った。

「不出来なのが逆に、君らの共感を誘ったしね。あれで失格したら、面倒だからもう処分しようと思ってたけど」

「処分？　それであの子たちは、いまどこにいるんだ」

「君が気にすることじゃないだろ。いま明智君は、フラれた彼女にもう一度いいところを見せたいために、三つ目の謎なぞが知りたいわけで──」

　やべ。と思ったときにはもう、明智は望見を殴っていた。一瞬空から振りかと思うほど、無抵抗に軽く望見は倒れ、足もと近くの地蔵にぶつかった。古い石の粉がパラパラ落ちた。

「何するんだ」

　望見は自分ではなく地蔵の無事をまず確かめ、いくらか感情のある目で明智を見た。

「お前なんかに訊きくんじゃなかった」

　内心、もし文化財の地蔵だったらやばいと現実的な焦りも覚えつつ、明智は望見を睨にらみ返した。

「お前はたしかに、Ｅの男だ。お前の口から説明されると、どんな心も、暗いくだらないものに聞こえてくる」

「だって実際、どんな心も、暗いくだらないものじゃないか」

　ずれた眼鏡を直し、望見は立ち上がる。

「ここにあるのは、ただの苔こけくさい石じゃない。百年以上の時間をかけて、一つ一つ、納められて増えたお地蔵さんだ。それを女に対する一時の気持ちで、壊しかけて平気な君の心が、何を偉そうに僕に言うんだ？」

「う……」

　ひるむ明智に、望見はベストのタイミングで苦笑を浴びせた。

「君だけじゃない。あの双子だって、自分たちの心の整理のために、なんの罪もない鳥を殺した」

　殴られたはずの望のぞ見みの顔には傷一つない。

「みんなそんなものだよ。しかもどんどん、そんなものになってる」

　仕方ないね。それが流れなら。

　望見は自分を囲む数千の地蔵をゆっくりと見た。その多くが、年月のせいか顔や手の一部が崩れて失われていた。

「君はそれから目を逸そらしてる。僕ぼくは向き合い、受け入れてる。間にたって苦しい人には、こっちへ来て楽になればいいと誘ってる」

　違う。

　望見の考えは間違ってる。だがいま言っても、不利になるだけな気がする。きびすを返し、明あけ智ちは寺を出て行こうとした。

「明智君」

　すると望見が、すっかり噓うそフレンドリーな調子を取り戻して声をかけた。

「僕は、君があんまりあっさり粉々になるのも見たくないから、言ってしまうけど」

　聞きたくない。振り向かず、しかし足だけは止まってしまう。

「僕が君に、これまで協力してきたのは、そこに僕らなりの価値を見たからだよ」

　意味わかる？と、掠かすれた声が続ける。

「だからいまも、本当ならこれまでのように君にヒントを与え、謎なぞに近づけてやるべきなんだ。だけど僕は」

　あえて、このまま終わらせるほうが君のためかも、と言っておくよ。







　振り向きたくない一心で早足を続けていたら、いつの間にか霊園の入り口だった。

　Ｕ駅とは逆方向へ来てしまったらしい。何してんだ、と明智はため息をついて周囲を見た。霊園の名前と、簡単な地図のある看板がすぐ目についた。中は広く、有名な作家や歴史上の人物の墓所なども案内されていて、突き抜ければＵ駅と同じ路線の別の駅がある。引き返すより近いかもしれない。湿った午後、広大な霊園の一人散歩は少し怖いが、夜ではないし他ほかに通る人もちらほらいる。明智はそのまま中へ入った。

　最後の謎。ああ言われると、かえって知りたくてたまらなくなる。前二つも、この地域の古い建物に関連していたから、三つめもどこか、そうした場所が絡むのだろうか。一つめが音楽、二つめが写真だったから、最後は、詩とか文章かな。古い場所で、文章に関かかわるところ……本屋、図書館とか……いや、場所とアイテムは必ずしも関連していない。写真を見つけたのは、教会だった。そういえば、あのとき、たしかに足音が聞こえていた。あれはいったい、なんだったんだろう。そのあと、雪ゆき葉はさんが泣いていて──。

「雪葉さんかぁ……」

　まわりに誰だれもいないのをいいことに、明智は久しぶりにその名を声に出した。

　謎なぞを一人で考えていてもおもしろくない。まとまらないし、ヒントがあまりにも少なすぎる。猫が数匹、一つの墓石周辺で集会していた。記念碑のようなでかい墓や、クリスチャンの墓らしい十字架もあった。お墓ってなんだろうとふと明あけ智ちは思った。いままでただ、死んじゃった人の骨を置いておく部屋、みたく思ってたけど。けど、そんなことどうだっていいだろう、いま！　ああ、もう言っちゃおう。叶かなうなら、おれの願いは雪ゆき葉はさんともう一度会うことだよ。おれが叶えた（らしい）双子の願いと、重みは決して変わらないはずだ。雪葉さん、おれを嫌いじゃないならどうか、もう一度おれに連絡ください。明智はすぐ近くにあった墓に手を合わせ祈った。墓の主は迷惑しただろうか。

　遠くでドロドロと雷が聞こえた。空がだいぶ、暗くなってきた。猫が散った。やばい。すぐ降ってくるかもしれない。明智は看板で見た地図を思い出し、まっすぐに中を突っ切るより、いったん横から外に出たほうがいいと判断した。街に戻れば、雨あま宿やどりの場所もビニール傘を買えるコンビニもあるだろう。たしかこっちだ、と右に折れ、電車の音が近づくほうへ歩いていく。すると霊園の中からそのまま続いて、陸橋へ上る階段に出た。へえ、こんな作りになってるのか。

　空が暗くなったのを感じたせいか、白い電灯がぽつぽつ点ついた。陸橋は長い。このあたりは、以前から何本もの路線が並行して走っているらしく、金網は古く、橋の向こうは家や建物がびっしりと詰まった、下町らしい風景だった。さらに陸橋のすぐ斜め横をかすめて、もう一本、線路が走っている。橋の下も、橋の上も線路って不思議な眺めだなあ。明智は04事務所のそばにある虫むし籠かごの陸橋を思い出し、夕立前の空気を胸に吸い込んで、なんとなくワクワクして階段をあがった。パッと空の端が白く光った。そこで明智は、向こう側がわの階段をあがってくる人影に気づいて、立ちすくんだ。

「うっそだろ……」

　白い傘を手に、白いシャツで、ふくらはぎの丈のデニムをはいて。ぺたんこのサンダルに布のバッグで、考えてみると色気ないよな。ひょろっとして、背もおれと変わらないし、なんかぽやっとしてるしおれは自分の小説ならヒロインに選ばない。

　だけど。じっと見ていると向こうも明智の存在に気づき、やや伏せていた顔をあげた。

「なんで!?」

　驚いたあと、近寄る明智に、いやいやと首を振って逃げようとする。

「待ってよ！」

　明智はダッシュし、腕をつかんだ。何度か触れた、細い柔らかい長い腕。

「雪葉さん」

「……なんで」

　困りきってへの字に歪ゆがんだ唇、もう泣き虫入ってる微妙な垂れ目。いいじゃん。なんでもいい。この人が、おれのヒロインしかありえないから、陸橋の上で運命の再会。

「なんでいるの」

　声が震えてる。

「……いろいろあって、願いが叶かなったから」

　──たぶん。

　雪ゆき葉はは要領を得ない顔をした。当たり前だ。しかし、自分なりにかっこいいと信じられる限界の気持ちで、明あけ智ちは笑う。気持ちいー。おれはいま、恋愛ものの主人公だ！　見ろ、空がまた光ってババーンと雷、走りまくる電車、そして突然降り始める直角の雨。







　暗い空。

　ジャアアッと、水を弾はじきながら電車が走る。

　ひっきりなしに、何本もの線路のどこかを、青や緑や、オレンジのラインが入った車両が行き交う。

　それを見下ろし、明智と雪葉は、雨の中一つの傘に二人で橋の上にいた。

　すぐ斜め上を走るほうの電車は、下の電車よりも古い形で、いかにもローカルな私鉄っぽい。そのローカルの窓の光が、雪葉を向こう側がわからときどき照らす。

　泣くのは止やめて、雪葉はじっと電車を見ている。傘から少しはみ出た肩が濡ぬれ、白いシャツにぺたっと張りついている。冷たそうだ。でも、明智に寄り添うほうの腕はあたたかい。呼吸で動く、背中の感じが胸に伝わる。二人きりだ。

「……で、偶然の助けもあって、おれはここまできたんだけど……」

　ぽつぽつと、明智はこれまでのことを話した。ディスクは別の日に探して見つけたことにし、写真の箱の鍵かぎについては触れないなど、望のぞ見みが絡む部分は伏せたが、おおまかな流れはほぼそのとおりだ。双子については「あるきっかけ」で、相談を受けたことにした。

「結局おれは、自分の事情で、雪葉さんから教わった謎なぞのうち二つを、勝手に解いてしまったんだよね」

　ごめんね。雪葉さんの役にたつ形にできなくて。

「……ううん」

　雪葉は、そっと首を横に振った。

「私だって、明智君からメールもらったのに、ずっと、返事も出来なくて……」

「仕方ないよ。忙しかったんだろ」

「……」

　快速と赤で先頭に表示された電車が、雪葉の背後をガタンガタン走る。

「傘の手疲れない？　代わろうか」

　雪葉の左手が、明智の右手の傘を取ろうとした。

「平気だよ」

　明智がそのまま持ち続けると、雪葉は明智の手に手を重ねた。どきどきした。いま、こんな夕立で、片側が霊園の陸橋なんて、絶対に、誰だれも通らない。電車からも、一瞬だし傘の内側で、何をしても絶対に顔はわからない。だから何するんだ明智夜や城しろ。だって、手を重ねてきたのは雪ゆき葉はさんからで。

「そういえば、雪葉さんはなんでここへ来たの」

　上滑りする頭で自動的に質問してしまった。何やってんだ。

「……弟のお墓に、行こうと思って」

「あ──」

　頭が冷えた。しかし雪葉は、気にしないで、と言うかわりに重ねた手にかるく力を入れた。そっと笑って、

「でも、明あけ智ち君すごいね。誰だれも解けなかった三つの謎なぞが、あと一つなんて」

「いや。何もすごくない」

　恥ずかしくなった。言えないだけで、実際は、自分だけで解いた謎なんて一つもない。

「ううん、偶然にしてもすごいよ……謎のほうで、明智君に解かれるのを、待ってたみたい」

「そんなことない」

「あるよ。だって」

　──最後の謎の場所は、この陸橋だもの。

「え……」







　雨はいくぶん小やみになったが、空が暗いのは変わらなかった。

　夕立というより、本降りかもしれない。

「この近くにね。お話を作るのが好きな、少年がいたの」

　傘の中で、雪葉は眠いときのような甘い声で、ゆっくりと話した。

　彼は、この陸橋の景色が好きで、毎日、ここを散歩しながら、お話の構想を練るのが日課だったんだって。ほら。あっち側がわに、死んだ人の魂が眠る場所、こっち側に、生きてる人が暮らす街があるでしょ。彼にはここは、二つの世界をつなぐ橋に思えて……その下を、川みたいに流れて走る電車を見ると、いくつも、不思議な物語が浮かんだんだって。

「少年は、そうしたお話を、いつもその場で、ノートに書いたの」

　雪葉はそこで、口をつぐんだ。

「それで？」

「それで……そこでお終しまい」

「どういうこと」

「お終いだから」

「……」

　雪葉の顔が、少し硬くなる。何を言おうかと、明智が迷っていると、

「なんてね」

　すぐに愛あい嬌きようのある目になった。なんだ、引っかけか。

「えっとね。この謎なぞは、続きがないことが、謎になってるの」

　少年が、それからどうなったか。謎を解く人は、それを決めるの。

「……けど、勝手に続きを決めていいわけじゃ、ないんだよね」

　これまでの二つと同様に、何か、条件があるのだろう。

「うん」

　雪ゆき葉ははうなずく。

「一日に一度、この橋の上で、少年がとくに好きだった時間があるの。そのとき、ここに立っていると、謎の主人公の少年が現れて、自分のお話の続きを知りたがるんだって。そこで、考えてあげた続きを気に入れば、少年は、その人に『お話作りの力』を少し、分けてくれるの」

「まじ……？」

　まじって噂うわさだろ、しかしこれまでの状況からすると、案外実現率高いんじゃないか。うまくすると、お話作りの力つまり作家の才能を、分けてくれるって。

「明あけ智ち君、いますごく、続き考えたい気持ちになったでしょう」

「え。や」

　そんな、そんなものは自分で積み重ねて得なければ意味がないもので。でもほしい。才能あるやつが努力したほうが、才能ないやつが努力するより効率いいのは、常識だもんな。いやいまおれに才能がないとか、あるとかはとりあえず、おくとして。

「明智君なら、どんな続きを作る？」

「え……そうだな……」

　ノートにためたネタを元に少年は次々と新作を執筆し、賞に応募したらどれも注目され、若いうちから大人気作家となって成功しました。めでたしめでたし。

　これはけっこう、気に入られそうだな。しかしあざといので、もう少しひねるか。ノートにためたネタを元に少年が次々と新作を執筆すると、なぜか世の中が少年の作品のとおりに動き出してしまい、少年は自分の能力に目覚めて。というほうがおれの路線だけど、好みがあるから。というか、雪葉さんに言うの照れくさいな。

「雪葉さんだったら、どんな続きにする？」

　風が出て来て、霊園側に見える木々が枝を揺らした。電車の明かりと、街の明かりが、雨に滲にじみながらチラチラ揺れる。

「そうだなあ……私だったら……」

　横目で見ると、雪葉の瞳ひとみに、チラチラが小さく映っていた。二人とも、半身がすっかり濡ぬれているのに、どこへも行こうとも言い出さない。

「──少年は、毎日毎日、ノートに不思議なお話を書き続けるの。ノートは増えて、少年は毎日楽しくて、電車を見ながら、ずっと書き続けて」

「それでどうなるの？」

「何も起こらないで、平和に暮らすの」

　……それだけ？

　目で問うと、雪ゆき葉はは潤んだ目で笑ってうなずいた。

「それがいい。私だったら、絶対にそうする」

　何か健けな気げで、明あけ智ちの胸がまたきゅっとなった。

　と。

「そうしますか」

「──え」

　ふいに、背後から雪葉でも明智でもない声に邪じや魔まされた。振り返りたくない、しかし身体からだは反射的に雪葉を庇かばいながら向き直っていた。雪葉の白い傘が開いたまま、橋の上で風に転がされた。

「こんばんは。望のぞ見み明あきらです」

「お前……」

「邪魔して悪いね。明智君」

　雨の中、傘もささないのに濡ぬれた様子もなく、人のふりを止やめたように鈍く目が光る望見。こえー。じゃねー、やるなら勝負してやる。

「僕ぼくもね。だから止めたほうが君のためだって、言ったんだよね」

　望見は一瞬、微妙に目を伏せた。

「しかし、夏なつ野の雪葉さんの作るお話を、たしかに、聞かせてもらったので」

「なに」

　まさか。望見の向こうに見える線路から数本の電車が、同時に走ってきた。背後からも、同じ音で電車が近づいてくるのがわかる。

「一日に一度、僕の好きな時間──この橋の上と下の線路全部で、いっせいに、電車が走り抜ける時間に」

　斜め後方からも古い私鉄が、いくらかゆるいテンポながら追いついてきた。音が重なり、雨と風に煽あおられ、陸橋の上はぶるぶると震えた。

「あ……」

　雪葉が、明智の背後からそっと顔を出し、望見を見て明智にしがみついた。

「大丈夫」

「でも……でも、あの人……！」

　怯おびえきって、雪葉は明智の背後で小さくなった。

「毎日平和にって、そんな話、僕の気に入るはずがないよねえ」

「うるさい」

　おれは気に入ったぞ。それ決定稿でいい。

「それで明智君も、これまでのことから、さっき彼女が言わなかった部分もわかってるだろうけど」

　望見はジュラルミンケースのキーをカチカチやって、開いた隙すき間まから片手を入れた。

「三つめの謎なぞにも、ラッキーとバッドと、両面あるのは、納得できるよね？」

「……」

「物語が気に入れば、少年は自分の能力を少し分け与える。だけど、気に入らない物語を作ってしまうと」

　ケースの中から、望のぞ見みが何か、黒い塊を取り出して見せた。

　うそ。それ、もしかして……？

「作った人の、大事な人を永遠に、奪ってしまうんだ」

　パン。

　明あけ智ちに向けた、望見の手元の黒っぽいそれが、小さいのに耳が爆発するような音をたてて煙けむった。瞬間、勝負してやるも何もなく、明智は雨の陸橋で倒れた。





【第六章】


嵐の夜・君の思い出














　ずっとこのまま、ここにいたいなあ……。

　どこにも動かないで、何もしないで、ずっとこのまま。じっとしてるの。

　そうすれば、あなたを忘れずにいられるから。

　迷わずに。

　ね。それでいいんだよね。





　　　　＊






　風が鳴って、バラバラと雨が吹き付ける音がする。

　ここは。

「お兄」

　うーん。うるさいなあ。ひとの部屋勝手に入ってくんなよ。

「お兄。死んでるの？　ピザ頼むから、何がいいか教えて」

　ピザ？

「言わないなら、健けんちゃんと勝手に、好きなの頼むよ」

「……え？」

　はっと目をあけると、自分の部屋だった。風はやはり、窓の外でごうごう鳴っている。雨もすごい。外の川は、相当に水が増えていそうだ。

「おれ何してたんだ」

「止やめてよー。ほんとにどっか、おかしくなったの？　怖い薬とかやる、不良になったの？」

　愛あいが半泣きで怒っている。手に宅配ピザのメニューを持って。これは現実だ。おれは。しかし、服の背中がやけに濡ぬれている。汗じゃない。倒れて。気を失って。おれは。

「愛、お兄ちゃんべつに怖い薬はやってないから教えてくれ。おれは、いつからここで寝てたんだ？　いつ出かけて、どんなふうに帰ってきた」

　起きあがり、愛の頭をぽんぽんと撫なでて訊たずねてみる。すると愛は、困りながらいくぶん甘い顔になった。生意気な妹だが、明あけ智ちが自分を「お兄ちゃん」と言い、小さいころのように扱ってやると、自動的に素直になるのはよく知っていた。

「……びっくりしたよ。台風来てるのに、お兄遅いから、何やってるのかと思ってたら、知らない男の人が、車に乗せてきた」

　お兄が出先で、寝たきり起きないから、とりあえずうちまで送ってきたって。ぐったりしてるけど、怪け我がとか病気じゃないから、寝かせておいてって。健ちゃんとその人で、ここまで運んだよ。お父さんとお母さん、帰って来てなくて。

「まだ帰って来ないの。お父さんは今日は、会社に泊まるって。お母さんは、台風で電車遅れてるから、タクシー待ってるけど、全然来ないんだって」

「台風って知ってるなら、早めに帰りゃいいのになあ──って、台風なのか？」

「さっきから言ってるでしょ。ねえピザ。もう、注文ぎりぎりの時間なんだよ」

「……」

　まだ明あけ智ちは、混乱が残っている。出先で寝て、車で送られてきた？　どこの出先だ。何して、誰だれと──。

「お兄！」

　いきなり愛あいをすりぬけ階段をかけあがる明智を、妹が怒りまくりながら追いかけてくる。

「愛、おれを連れてきたのって、大人おとなで色白で、髪の長い男か。そんでこう」

　明智は目の横を引っ張って切れ長にする。そう、と妹はこっくりうなずく。やっぱりか。あの人、なんで事務所じゃなくわざわざ遠いおれの自宅まで来たんだよ。わかんねえな。いやそれより。

　二階で健けん太たがでかいテレビで台風情報を見ていた。接近中。直撃の可能性は。

「健太！」

「お、おう。なんだ先生。起きたのか。ピザ」

　立ちあがり、言いかける健太に、明智は駆け寄る。

「お前はもう、中学生で体力もあるんだから、おれがいない間、愛を護まもれるな？」

　自分よりたくましい弟の両肩を、がしっと摑つかむ。

「もちろんだ」

　健太はなんだかわからないだろうが、男気な場面とみて顔を引き締めた。

「よし。だったら、母さんが帰るまで、テレビの情報に注意して、ときどき前の川の様子も見ろよ。それで、もしものことがあったら、隣の石いし川かわさんに相談して」

「お兄、出かけるの!?　台風なのに」

　危ないよ、と愛が明智のＴシャツを引っ張る。

「大丈夫だ。五歳のときも、おれは台風の夜に出かけて無事に戻ってきた」

　あのときは、たしか川の増水が見たくて家を抜け出して、あとで泣くほどひどく叱しかられた。いまはもう、嵐あらしの川へ近寄るような真ま似ねはしないが、それ以上に危険でもおれは行く。

　彼女はきっと、何が起きたかわからないまま、おれを心配してるに違いない。おれが撃たれて──正直おれも、あれがマジだったのかなぜ倒れたのか、いまひとつわかってないのだが、とにかく、撃たれて倒れた隙すきに、あるいは、教団Ｅのやつらに攫さらわれて。

　いかん。一刻の猶予もない。

「食べていかないの」

「急ぐんだ。外がこの調子じゃ、電車いつまで動くかわからないだろ」

　取り込んであった洗濯物の中から、気に入っている青Ｔシャツを選んで着替えた。

「じゃあ行ってくる。二人とも、おれの携帯の番号は知ってるな？　何かあったら、電話してこい」

　出られるかどうかは、わからないが。

「元気でね」

「お前らもな」

　うっかり長い別れのような挨あい拶さつをして、明あけ智ちは玄関の扉を開けた。とたんに、ばあっと波のような風が叩たたきつけてきた。







　家から駅、駅から乗り換えの長い電車が走るターミナル駅へ行くだけで、驚くほど時間がかかってしまった。自転車は無理、バスも待っても来そうになく、歩いてＹ駅へ着いたら案の定「ダイヤが大幅に乱れております」。明智はいらいらした。ターミナル駅のホームには、もうほとんど人の姿もなく、本当に辿たどり着けるのかと不安になったが、運よくちょうど電車が来ていた。

　──お待たせしました。間もなく発車いたします。

　アナウンスに慌あわてて乗り換えの階段を駆け下り、最後部のドアから中へ滑り込む。

「ふう……」

　シートに身を投げ、ことんと窓ガラスに頭をつける。あとは、この天気でどれくらいかかるかわからないけれど、長々と乗っていくだけだ。しかしおれこの夏、何度この電車に乗ってるんだろ。

　明智は自分の手を目の前にかざした。うん。どう見ても、ちゃんと生きてるよな。あの陸橋に戻ったら、自分の死体とご対面なんて怖いオチじゃないよな。

　戻って──そこにまだ、雪ゆき葉はがいるだろうとは、いくら明智でも思えない。だが、何かきっとヒントがあるはずだ。望のぞ見みにしろ、明智を本気で殺したのでなければ、きっとまた、なんらかの形で挑んでくる。とにかくいまは、最後の謎なぞ解きに失敗した（らしい）あの場所から、もう一度やり直してみるしかない。

　バババババッと、斜めの水が向かいの窓ガラスに一斉に流れた。風と雨が、電車を揺するようなリズムで打ちつけてくる。遠く稲光。すげー。そこでふと、明智は車内の様子に気づいてあたりを見た。

　この車両、おれしか乗ってない……。

　ガタンガタンと、普段気にならない走行音がやけに響いた。

　立ちあがって確かめたが誰だれもいなかった。まあもともと、ホームにも人がいなかったから、乗ってる人が少なくてもおかしくない。と思いつつ、やはり気になって、明智は前の車両へ行ってみようとした。すると頭上からアナウンスが聞こえた。

「え毎度ご乗車ありがとうございます。この電車は臨時特別電車のため、途中駅での乗り降りはできませんのでご注意ください」

　……。

「えまた電車が終点に到着しない場合もありますのでどうかご注意ください」

「なんだよそれ！　ていうかあんた葉はい茨ばらさんだろ！」

　車掌口調のまねはしているが、声でわかる。明智は最後尾の車掌室までとってかえし、ドアを開けようとしたが開かなかった。ガチャガチャやると、ドア上の窓に乗務員の制服を着た葉はい茨ばらが現れた。似合ってなかった。マイクを手にして、

「お客さん、車掌室は立ち入り禁止ですよ」

「アナウンスで言うな。つかふざけんなよ。どうなってんだこれ、ほんとなのか、あんたがやったのか!?」

「いや」

　葉茨は普通にしゃべったが、ドアごしの上、電車の音や雨の音のせいで聞き取りにくい。

「じゃ──望のぞ見みの罠わなか？」

「挑戦だな」

「こんなとこで！」

「ここより先、明あけ智ち君を行かせるわけにはいかないんだ」

　いきなり、また頭上から声が聞こえてきた。今度は望見だ。あいつも、この電車に乗ってるのか。

「僕ぼくとしては、あそこで明智君が諦あきらめてくれれば、それで良かったんだけど」

　明智は反論しようとした。すると葉茨が、ドアを少しだけ開けてマイクを渡した。

「ありえないだろ」

　明智の声も、誰だれもいない車内にアナウンスされた。

「じゃあ、今度こそ死ぬかもよ？　あるいは、僕の友達になるかも」

「死ぬがあっても、友達はない」

　明智はきっぱりと言い切った。望見が敵か、絶対的な悪か、それを断言するのは（葉茨に甘いと言われたとしても）やはりどこかで抵抗がある。が、好きか嫌いかならはっきりしてる。

「というわけで、脅しても無駄だ。お前が何をしようが、おれは雪ゆき葉はさんに会う」

「雪葉さん？」

「前も言ったが、彼女に何かしたらお前の正体に関かかわらず潰つぶす」

「くへへへへ……」

　カンにさわる失笑めいた声が響き渡った。キレかけたがいまここでキレてもはじまらない。望見がいるのは、最前部のはずだ。マイクが使えるのは、こことそこだけのはずだから。もしかしたら、雪葉もそこにいるかもしれない。そうだ、あの笑いはきっとその意味の挑発だ。行ってやる。明智は葉茨にマイクを返した。葉茨は、渡したとき同様に隙すき間まから受け取る。

「わかってると思うが、簡単には行けないぞ」

「わかってます」

「さっき言ったとおり、失敗したら、お前は一人で永遠にこの電車の中だ」

「かなり嫌ですね」

　電車は横長座席に吊つり革かわ網棚、都市部を走るごく当たり前のタイプの車両だ。トイレも飲み物の販売機もまずない。もちろんそういう問題ではない。

「一応言っておくが、おれは手出し無用だ」

「日本語間違ってますが、だと思ってました」

　一息つき、両手を上にあげて伸びをしてみた。身体からだをはった戦いになったら、はっきりいって自信はない。しかし、教団Ｅが狙ねらってくるのはつねに心だ。望のぞ見みは一度明あけ智ちを撃ったが、明智の肉体は傷ついていない。

「じゃ」

　葉はい茨ばらに首で一礼し、行くか、と明智は前を見た。電車が揺れて、一瞬ふらっとした。

「あともう一つ言うが」

　背後で葉茨の、聞き取りにくい声。

「ギリギリだが、おれはお前が勝つと予想している」

　肩越しにＶサインで出発した。揺れで倒れないよう早足で歩き、一車両分を進んだあと、最初の連結扉を勢いよく開けた。







「う」

　開けるなり、明智はぎょっとして立ち止まった。

　電車の中はしんとしていた。ガタンガタン、走る音と外の風と雨が窓に当たる音だけ。

　しかし、車内のいたるところに鳥がいた。網棚の上、吊つり革かわの輪の中、窓の桟、シートの上、床の上。飛んでいる鳥は一羽もいない。青い鳥も、緑色の鳥も黒と白の鳥も茶色の鳥も、すべて翼をたたみ、じっとしていた。不気味だった。作り物ではない証拠に、円形の目だけが、一斉に明智に向けられた。

　……。

　動いたら、飛びかかってくるんだろうか……。

　覚悟して、明智は一歩、鳥車両の中へ足を踏み入れた。鳥は動かない。さらに二歩。床の鳥を、踏まないように避よけて歩いた。どの鳥も、すぐ近くに明智が来ても逃げなかった。電車が揺れ、明智が吊革に手を伸ばすと、そこに鳥がいたので慌あわてて隣を摑つかもうとして失敗した。シートに手をつく。そのすぐそばにも鳥。まだ羽毛も生え揃そろわない雛ひな鳥どりだった。手で押しただけでも潰つぶれそうだ。明智の背中に、汗が流れる。

　このまま、鳥に触らず鳥を騒がせず、通過しろってことなのかな……。

　いや、違う。車両真ん中よりもやや奥、鳥にまみれて見えにくいあたりに二人、向かいあって座る少女がいる。誰だれかはもう、顔をはっきりと見る前から予想がついた。慎重に、鳥たちに見つめられながら一歩一歩、明智は少女たちのいる場所へ近づいた。少女たちは、鳥と同様に動かない。黙ったまま、明智を見ようともせずに、やや内側に膝ひざだけをくっつけた姿勢で、座っている。

　よお、と言いたくて明智の唇がむずむずした。右に真ま乃の。左に香か恵え。以前に会ったときと同じ、微妙にデザインの違うミリタリー系。だがよく見ると、この数日で何年も過ぎたかのように、二人の服は色あせ、傷んでいた。二人は無表情だった。一対の、古い人形のようだった。人形と言われても、信じたかもしれない。

　だが、やはり人形とは違う。まばたきもするし、呼吸のかすかな動きもある。

　何してんだ。明あけ智ちはしばらく、マノカエを見ていた。明智がいるのも、見ているのも気づかないはずはない。しかし、双子は反応しない。どうしようか。声をかけるか、触れるかすれば、何か言うだろうか。

「……」

　明智は大きく、息を吸って吐はいた。落ち着け。きっと、それが狙ねらいなんだ。沈黙し、おれに想像させ、興味に負けておれが声を出して鳥が騒いだら、おれの負け。雪ゆき葉はさんへ向かう強い意志を持って、やり過ごすことができれば、おれの勝ち。

　だろう？　明智は目だけで双子に言った。双子はやはり、人形のような状態のままだ。

　ガランガラン、電車が走る音が大きくなった。もう鉄橋を渡るところか。下の川は、きっと台風で相当に水が増えているだろう。外を想像すると、足元が冷える。

　明智は少しだけ、足を速めた。双子に背を向ければ、次の扉はすぐだ。鳥たちは、ずっと明智の隙すきを狙うように見つめている。明智は扉に手を伸ばしかけた。が、寸前にはっとして双子を振り返る。

　もしも……双子の、この状態が望のぞ見みの「処分」だったとしたら？

　望まずに、二人はここにいて、このままおれに捨て置かれると、服だけでなく中身も古びた人形になるまで、ずっと放っておかれるとしたら。

　明智さんありがとうとか言ってたのに、そうなったら、すごく可哀想かわいそうだよな……。

　ああーばか。そんなこと思いつかなければよかった。急にあの日、夕日のグラウンドで聴いたトロイメライが胸によみがえって、川で濡ぬれたジーパンの感触やら、双子への無駄な思い入れが復活してしまった。通りすがりじゃん。ただの依頼人で、しかも望見の手下らしいし。敵の認識が甘いとおれが危険な目に遭うんだぞ。

「よー双子！　何してんだよ」

　なのにやっぱり、明智はあえて大声を出してしまった。予想どおり鳥が一斉にバタバタと飛び回って車内は大変だ。襲われなくても、こんな混乱の中にいるだけで危ない。明智は鳥にぶつかりながら、真ま乃のと香か恵えの腕をそれぞれ摑つかんで胸に抱き込み、頭を伏せた。飛び回る大量の鳥が散らす羽毛のせいか、目と鼻が痛い。鳴き声で耳がおかしくなる。爪つめのある足が集中的に、自分に向かってくる感覚。ああ痛い、せめて額は勘弁してくれ！

「……」

　腕の中に、小さい女の子の頭が二つ。どちらかの手が、そっと明智の胸に触れた。どうする、このまま二人抱えて次の車両へ行くのか？　なんかおれ火事場の消防士みたいだ。

　しかし。

　息をつめ、ひたすら鳥に耐えながらじりじりと扉へ進むうち、波が引くように鳴き声も羽音も遠くなった。ふと立ち止まると、静かだった。電車は鉄橋を越えたらしく、車輪の音も小さくなった。顔をあげると、あれだけいたはずの鳥はどこにもいない。窓はむろん、開けていないのに。

「……だめだった」

　そして、まだ抱えていた頭のひとつが、小さく呟つぶやく。あっと気づいて、明あけ智ちはマノカエを腕から離した。二人はなぜか、沈んだ顔をしていた。

「失格ですね」

「何言ってんだ？」

　香か恵えが潤んだ片方の目で明智を見た。やっぱり、強い感情の目だ。

「明智がこのまま、わたし達たちを先生の手下だと思って、無視して次の扉を開けたら、わたし達の勝ちで、合格したのに」

　それってつまり、おれの推理が外れたからおれの勝ちってことか？　うーむ。喜ぶべきか、いや喜ぶべきだな。でも。

「やっぱり、わたし達じゃ駄目だった」

「先生も、期待してなかったかもしれません。川へ捨てる口実に、されただけかも」

「う……でも、真ま乃のと一緒なら、いいかなあ……」

「お前ら、川に捨てられるって。あいつに使われないと、生きられないのか？」

　だとすると、おれなりに双子に示した気持ちが、逆にとどめを刺したことになるが。

　真乃と香恵は同時に首を横に振った。

「前に、魂が分かれていたときは、先生がいないとだめだったけど」

「いまはただ、先生がいないと怖いんです。魂は戻ったけど、先生にとって、わたし達はもう用なしだと思うと。誰だれを頼ったらいいのか、わからなくって」

「そんなの」

　誰も頼らないで、やってけばいいだろ。と言いかけて、しかし、この双子は望のぞ見みに──教団Ｅに、心を縛られていたぶんだけ、幼いのかもしれないと思い直した。そういう子が、前の事件のときにもいた。

「──じゃあ、おれがしばらく先生になってやってもいい」

「？」

　こんなときに何言い出してんだと思いながら、明智は双子の視線にウンとうなずく。

「もともと、おれを先生と呼ぶ人間はいるし。お前らがそうしてほしいなら、お前らのためのお話も何か作ってやるよ」

　中身は保証しないが。と内心つけ加える。

「……ほんとに？」

「明智先生って、呼んでいいんですか」

「いいよ」

　嬉うれしいような歯がゆいような墓穴を掘ったような、微妙な感じだ。

「じゃあ」

　と、双子は声をハモらせてから、

「いまから、明あけ智ち先生のためにがんばります」

「明智が助けてほしいときは、なんでもする」

　左右から、それぞれ両手でがしっと明智の手を握った。う。なんだかな。しかし、いまはここで一段落として進まなければ。

「じゃ、とりあえずおれは行く。この先に、おれの用があるのは知ってるだろ？」

　うなずいたあと、双子は同時に瞳ひとみを曇らせ、申し訳なさそうに肩を落とした。

「ごめんなさい。この先だけは、わたし達たちが関かかわることはできません」

「なんでもするって、言ったばかりなのに」

「わかってるよ。つか、それで正しいから。電車がちゃんと終点について、おれがおれの問題をもろもろクリアして、そのあとから、何かあったらな」

　はい、と真ま乃のはうなずいたが、香か恵えの感情あらわな瞳は心配そうに明智を見る。

「大丈夫だから。先生を信じろ」

　口にしてみて、小さいころ、よく弟たちに言った台詞せりふだと思い出した。じゃあな、と明智は手をあげて、次の車両へ向かう扉のハンドルを握った。背中を向け、チラリと振り返ると、もうマノカエの姿はなかった。耳に二人の声だけがかすかに聞こえた。

　気を付けて。この先はもっとずっと、陰険だから。







　次の車両は、暗くら闇やみだった。窓から遠く入る外の明かりだけで、明智は進まなければならない。外の嵐あらしが、相変わらず窓を叩たたいている。足元から、電車の走る規則的な振動。何があるかと、気を配りつつも早足で行くが、結局、何もなく車両を越えた。長い電車の、すべてに罠わながあるわけではなさそうだった。しかし気は抜けない。二つ、暗いだけの車両を抜けるころ、雨の勢いがさらに強くなった。ドドドドド、と水の塊をぶつけるような激しい音。電車が少し減速した。電車の中は、すでに現実無視世界だと思っているが、すぐ外はリアルな状況なのか。一瞬、明智は家の前の川大丈夫かなと思い出し、次の車両の扉を開けた。中は大量の風と雨が開け放した窓から入り込んで水浸しだった。チラつく蛍光灯がまばらに点ついて、黄色っぽく車内を照らしていた。車内広告が剝はがれてあちこちにへばりついていた。

「どうするかな……」

　どうするもなく、進むしかないので濡ぬれた床を踏んだ。雨のため車内が大変滑りやすくなっておりますというアナウンスが脳内で聞こえた。

「あッ」

　風で飛んだ広告の一枚が顔にへばりついた。視界が塞ふさがれ、一瞬暗くなる。重く濡れた紙がべったりと不快で、明智は急いでそれを振り払った。あなたにもできる大発想と明みん朝ちよう体たいで書かれた本の広告を床に叩たたきつけ、行こうとすると背後から腕をつかまれた。

「お兄」

「え？」

　振り向くと、愛あいがそこにいた。健けん太たもいて、唇を歪ゆがめて訴えるように明あけ智ちを見ている。

「お父さんと、お母さんがまた喧けん嘩かしてるの」

「いつものアレ。母さんが、帰りが遅くてさあ」

「ああ……」

　お前は家庭を大事にしてない、子供がかわいそうだって親父おやじの癇かん癪しやくか。

「だけど今日は、台風なのにお前はひどいって、もう出て行けってすごいんだよ」

「親父、会社泊まるんじゃなかったのか？」

「家が心配だから帰って来たって。だから余計怒って、先生じゃないと止められないよ。おれじゃ、先生ほど口上う手まくないから」

　バタバタと、健太の背後で広告が舞った。

「お願い。お兄ちゃん、帰ってきて。愛もう、泣きそうなんだよう」

　愛が出て行きたい、と、妹がぐすぐす鼻を鳴らした。健太は顔を赤くして唇を歪める。顎あごに梅干。ストレスをためている弟の顔だ。爆発すると、父親を殴りかねないのでやばい。明智と同じ小柄な父は、過去に同じことがあったとき病院へ行った。二人の背後に、明智は荒れている自分の家が見える気がした。リアルだった。実際これは、いま家で起きていることで、愛と健太の心情だけが、この場へ来て訴えているのかもしれなかった。そう思うと、弟たちに悪い気持ちになる。長男なのに、おれの勝手で家どころか現実を留守にして。しかも、このまま放っておけば、家はさらにまずいことになる。

「お願い」

　愛がとうとう、涙を零こぼした。ちくしょう、たしかに陰険な手だ。

「……もしここで、おれが帰るって言えば帰れるのか？」

「そうだよ。だから、一緒に帰ろうよ」

「……」

「ねえ」

「甘えるんじゃない！」

　明智は、妹を振り払って叱しかりつけた。びっくりする妹と怒鳴りそうな弟にさらに言う。

「お前ら、おれなんか当てにしてぐだぐだ言うヒマがあったら掃除をしろ」

　明智は電車の窓を閉め落ちた広告を拾い、ポケットにあったティッシュを出して吊つり革かわを拭ふいた。呆ぼう然ぜんとしている弟と妹に、

「お前らも、何年もあの親の子供やってるなら判わかるだろ。あいつらはな、親は、こっちの言ってることがどれだけ正しくても、子供の説教で反省したりしない。育ててやってるって、強みがあるからな。しかもそのぶん、自分の考えに自信があるから、泣いて訴えても無駄なときは無駄だ」

「だからってなんで掃除すんだよ！」

　怒りながら、しかし健けん太たは明あけ智ちをまねて車内清掃を始めた。それでこそお前だ。

「親に一番ウケがいいのは子供の健けな気げな姿だからだ」

「わざとらしいよ」

「わざとらしいなら、わざとらしい演技で親に機嫌を直してもらおうとする姿に、向こうは勝手に感動する。そして、この子供たちを悲しませてはいけないと反省する」

「そうかなあ……」

　妹はまだ、半信半疑な顔をしている。健太はすでに使命に集中して黙々と掃除を続けている。いつの間にか、洗剤と雑ぞう巾きんまで手にしていた。

「少なくとも、泣いてるより気持ちが楽だろう」

　お母さんの誕生日を祝う企画でもあるしな。と、明智は妹の頭をぽんと叩たたいた。

「……そうだね。わかったよ」

　愛あいは自動ドアの近くに立てかけてあったモップを手にとり、床の水をていねいに集め始めた。ほっとして、明智は一歩ずつ後ろ向きに歩く形で二人から遠のく。望のぞ見みのやつ。愛と健太を使うのはいい手だったが、おれのこいつらに対する支配力を甘く見ていたな。この二人は、小さいころからおれの口先で洗脳され続けて育ってるんだ。出任せで始めた家の掃除企画も実を結んでよかった。これでもう、現実のほうも最悪は回避しただろう。後ろ手で、明智は連結扉のハンドルを握った。と、足元にさっき捨てた本の広告がまだ落ちていた。あなたにもできる大発想。見出しの中の「甘えられたぶんだけ叱しかってみろ」の一文を参考にしたことは秘密だ。靴先でそれを裏に返して、明智は次の車両へ移った。







　次は暗く、その次も暗い空からの車両だった。先頭までに、いくつ車両があるのかはわからない。だが明智は、ここまで望見が何を仕掛けたかを考えると、罠わなはあと一つか、多くても二つだと予想した。

　目が慣れて、そろそろ暗い中も早足で移動できるようになっていた。次もまた、暗い車両だった。いまどのへんだろう、と明智は窓の外を見た。雨のせいでひどく不確かだが、何本も敷かれたレールの向こうに、電車の車庫らしいものがぼんやり見える。たぶんＭ駅だ。次だな、と感じて明智は扉を開けた。急に明るく、騒がしくなった。

「昨日部活でー。先輩に言われてー」

「ってお前、それちょっとやばくね？」

「やばいからいま話してんじゃん」

　グレーのズボン、あるいは紺白チェックのスカートに紺ソックス。各自適当な形の白シャツ。車内を占領する大勢の男女は、みんな明智と同じＫ学園の生徒だ。この路線の、いまと逆方向の終点近くから、スクールバスに乗る通学ルートは、生徒の九割が使用するとかで、これは本当に日常の場面だ。

　見える範囲で知っている顔は見当たらなかった。が、生徒たちは明あけ智ちが中へ入るなり、明智を見て何かを囁ささやきあい、あれ、とこっそり合図したりした。

「あの人、明智君て」

「増ます田だ君じゃないの」

「明智君でいいんだよ。みんなそう呼んでるよ。入学して最初の自己紹介で、ペンネーム明智夜や城しろですって言ったんだって」

「へえー」

　全部事実だった。いま思うとちょっと大胆過ぎたというか、入学直後で少々舞い上がっていたが、いまさらだし、みんなに印象づけられたなら、それはそれで作家志望として悪いことじゃない。とおれは思う。

「すごいねー」

「デビューしたら、高校生作家の友達だって自慢できるかも」

　なんのつもりだ、と明智はいぶかしく思いながら噂うわさの中を歩いた。それはときどき、明智がこっそり、一人で想像してみる噂だった。言われたら、ちょっと嬉うれしいなどと思っていたが、いざこうして、他人の口から言われてみると落ち着かない。言われる内容のせいもあるが、自分の密ひそかな心の中を、見透かされているようで居心地が悪い。

　無視して抜ける。と思いつつ、耳は自分の噂を追ってしまう。車内の真ん中を歩く自分が、晒さらし者になった気がしてくる。

「でもちょっと、ペンネームで呼ぶってイタくない？」

「なんか一人、夢の世界歩いてる人みたいだよね」

「こわ。キモまで言うと言い過ぎ？」

　吹き出す笑い。噂の内容が、変わってきた。

「だいたいそんな、小説なんて書いて意味あんの」

「暗いよね」

「友達少なそう」

　どれも、書いて煮詰まったり家で嫌なことがあったりすると、つい考えてしまう暗い言葉だった。けどてめーらに、言われたくねーよ。明智は思いきり反論したくなった。が、褒め言葉同様、貶けなし言葉も無視だ。

「はしゃいでるけど、内心卑屈な人なんじゃない」

　そりゃねーだろ！　カッとしてこれが望のぞ見みの罠わなだと忘れそうになる。さすがネガティヴに人を転ばすのを信条としてる教団だな。深呼吸し、つい止めた足を再び進めようとした。

「それで、誰だれか明智夜城クンの小説、読んだ人いるー？」

「……あ、はい。私」

　すっと肘ひじから上をあげる手。生徒たちに混じって、めぐみがいた。横に美み緒おもいた。

「岸きし本もと読んだの？　どうなのあれって」

「仲いいの明智君と」

「数少ない友達？」

「えっ……」

　めぐみは手をあげてみたものの、矢継ぎ早の言葉に戸と惑まどった様子だ。

「仲いいでしょ。明あけ智ち君前から、よく岸きし本もとに話しかけてるし」

「好かれてるんだ」

　違う。おれがめぐみと話してるのは、榊さかきマチコ、めぐみのお母さんの脚本のファンだからだ。少なくとも、それがきっかけだった。まあ、ドラマは役者でしか絶対に見ない連中に、おれの気持ちなんかわからなくていいが、誤解されてやる必要もない。めぐみ、言ってやれ、言ってやってくれよ。

「みんな、そんなめぐみさんを責めるように言っても」

　なぜか黙っているめぐみを、美み緒おが庇かばった。

「誰だれこれ」

「相あい川かわ美緒。遅刻常習の陰気な子」

　ひどい言い方だ。めぐみ、美緒ちゃんのためにも怒れ。

「この子も明智君と仲いいの？」

「まさか。明智君と気の合う女の子が二人も、いるわけないよ」

　おい！　言っておくがおれにはめぐみと美緒どころか、十八歳のお姉さんが。

　お姉さん……。

　明智は思い出して急にへこみそうになった。おれはいつまで、こんなゲームもどきに付き合ってるんだ。こうしてる間にも、雪ゆき葉はさんが。しかし、双子でも無視は負けだったのだから、ここでめぐみ達たちを無視すれば、その場で負けに違いなかった。

「早く答えろよ。明智とどうなんだよ」

　誰かがイライラ声をぶつけた。美緒とめぐみは、少しだけ眉まゆを寄せるほか、何も反応しようとしない。なんでだよ。めぐみ。美緒ちゃん。明智は情けなく、悲しくなってきた。意識してなかったけど、おれじつは相当、二人のこと、大事に思ってたんだなあ。

　──あっ。あそこにいるのは、明智夜や城しろじゃないか。

　そのとき、頭上のスピーカーからわざとらしい声が響いた。望のぞ見みだった。一瞬、生徒たちが黙って明智を見た。

「どうなの明智君。岸本と相川と友達？」

　改めて言われると、明智もひるんでしまう。めぐみと美緒が何か言ってくれれば、もちろんそうだと答えられるが、いまの状況でうなずいていいのか。

「──さあね」

　明智は、めぐみと美緒を普通に見て、普通に首をかしげてみせた。

「そいつらが違うって言うなら、違うんだろ」

　考えた上の答えだった。めぐみと美緒が、何も言わないのにはきっと理由がある。この二人が、おれを嫌う側がわにまわるなんて、信じない。だいたい、言葉の上で他人にどう言おうが、内容があればそれでいいんだ。半分は見み栄えだが、そう結論した。

「──なーんだ」

「盛り上がらなかったねー」

　すると、周りの生徒たちは、口々に文句を言いながら、ぞろぞろと車両の後部へ歩き、暗い車両へ向かう扉を開けて消えていった。

「じゃあ、あの噂うわさもやっぱり、噓うそだったのかもね」

　誰だれかがぽつりと、言うのが聞こえた。え。明あけ智ちはめぐみと美み緒おに向き直った。二人がほっと安心した顔で明智に笑った。あたりには、もう他ほかに誰もいなかった。

「04事務所のね、噂が流れてたの」

「それもだいぶ、事実に近いようで遠い、無茶な噂です」

　めぐみさんと明智さんが、悪魔崇拝の儀式に参加しているとか。人の秘密を探っては、脅迫のタネにしているとか。

「ひっでーなー」

「でしょう？　でも、本当のことは言えないし、疑いを晴らさなきゃいけないし……明智君が何か、かっこつけたこと言い出したらどうしようって、冷や冷やしたよ」

「なんだよそれ」

「だってもしも、明智君が答えに失敗してたら、私はこの夢から覚められないから」

「……夢？」

「うん。私はいま、事務所で美緒ちゃんと二人、眠ってるの。あそこで、夏休みの宿題をしてたんだけど……ついつい、明智君や事件の話題になって……遅くなって、事務所に泊まることにしたの……」

　夢だ、と自分で言ったせいか、めぐみの声が眠そうになってきた。

「うとうとしていて、外で電車の音がしたなと思ったら、この夢を見てた」

　それで誰かが、お前が夢から覚められるかどうかは、明智君次第だって。

「そうか」

　いつの間にか、美緒はシートの上で眠っていた。明智は眠そうなめぐみの手をとり、美緒の向かいのシートに寝かせてやる。

「じゃあもう、おれは上う手まくやれたらしいから、お前は安心して眠ってろよ」

「明智君……もしかして、これは夢じゃないの……？」

　横になっためぐみが、明智を見上げた。

「いや。お前の夢だ。なんでそう思うんだよ」

　明智が自分なりに優しく笑ってやると、めぐみはかすかに頰ほおを染めた。

「……明智君が、普通にかっこよく見えるから」

　止やめろ恥ずかしい、と怒ろうとしたら、めぐみはもう、目を閉じて眠っていた。

　ふう、と明智は肩で息をついた。

　これで、たぶん罠わなはすべて、突破したな。

　正面に、電車の揺れに合わせて揺れる扉が見える。

　来たよおれは。雪ゆき葉はさん。なんかいつも、回り道させられてるみたいだけど、気持ちはずっと、向かってました。唾つばを飲み、明あけ智ちはゆっくりと扉に近づく。集中したつもりが、胸に一瞬だけ雑念が浮かんだ。おれの小説どう思ったか、めぐみに確かめておけば良かった。







　そして、いきなり周囲が白スクリーンになった。

　電車の中のはずが、一面ただの白。左右も、明智の足元も白。ただし、カタンカタンと線路を行く音だけはまだ、聞こえている。

　音を聞きながら、明智は進んだ。雪の中を走っているイメージだった。と、雪の上にうつ伏せているような人影を見つけた。近づくと、倒れているのは少年だった。知らない顔。のはずだが、記憶にあるような気がする顔。

「あ……！」

　様子を見ようと、明智が屈かがんで膝ひざをついたあたりに赤いものが広がり、白に染みた。

　悲しそうな、あるいは自分に起きたことに驚くような形で固まったままの、少年の唇。赤は血だった。彼は死んでいた。なぜ。どうして、こんなことに？

「いやああ！」

　悲鳴が聞こえた。背後から、雪葉が明智を押しのけるように少年に駆け寄り、彼の名らしきものを呼び、動かない身体からだを懸命に揺さぶる。

「雪葉さん」

　どうなっているのかわからないまま、明智は、雪葉の肩に手を置いた。

「明智君」

　振り返り、雪葉は泣いてボロボロの顔のまま、明智の胸に縋すがってくる。

「弟が……弟が死んじゃったの……」

「う、うん」

「殺されたの。知らない男の子に。何も悪いことを、していないのに……ただ毎日、橋の上でお話を作っていただけなのに」

　──そうなの？

　驚きや、戸と惑まどいのまま明智が胸の中だけで発した問いに、雪葉はうなずく。とりあえず、落ち着いてもらおうと、明智は雪葉の髪を撫なで、かるく背を叩たたいた。背丈はさほど変わらないのに、抱きしめると小さく感じる女の子の身体。

「殺しました」

　跪ひざまずいた格好の二人の上から、なんの感情もない声がする。望のぞ見みの顔。ダークレッドのシャツと同じの、血の色に染まった望見の両手。その手でなお、望見は手錠とジュラルミンのケースを持ち、ケースは赤い指紋や血でかなり汚れていた。

「お前……」

「彼じゃない。彼だけど、弟を殺したのは彼じゃない」

　意味の通らないことを口走る雪ゆき葉は。どうしたの、と明あけ智ちが顔を覗のぞき込むと、

　──あの日も、弟は陸橋へ出かけていたの。寒い日だった。

　追われるように素早く、細い声で雪葉は話し出した。

　私は、前の日に夜遅くまでテレビを見ていて、弟が出かけたことも知らなかった。「そのとき」も、私はまだ家で眠っていた。だから本当は、こんなふうに、倒れている弟は見ていなくて、警察からの電話ですべて知ったの。あれ以来、いまだに電話の音が嫌いよ。

　雪葉に「見ていない」と言われた少年の死体が、白の中に霞かすんだ。

　──そのあとは、しばらく何もかもが、ただ慌あわただしく過ぎていった。

　雪に覆われるように消えていく少年をただ見送り、雪葉は続ける。

　お葬式も、いろんな手続きも、みんなそれを仕事にする人たちに頼ってしまい、家族はただ「ありがとうございました」ばかり言っていた気がする。さらにあとで、犯人が捕まって、それが私たちと変わらない歳としの少年だと知って。でもやっぱり、親と一緒に、関かかわった人たちに頭を下げたことしか、記憶にない。他ほかのことは、するのも考えるのもただ苦痛だった。でも、お医者さんや警察の人たちや、弟の死に外側から接する人たちと話すと、なんとなく、有り難い気持ちになった。感情を交えず、私が受け入れるべき形を、作って教えてくれるみたいで。

「でも」

　淡々としていた雪葉の声が震えた。

「外側のことが、みんな終わってみたら、怖くなった」

　いつの間にか、私の内側の悲しみも怒りも、不確かなものに変わっていたから。

　弟が奪われて、二度と戻らないのに、こんな受け入れ方で、よかったんだろうかって。姉の私には、私にしかない、弟の姿があるべきじゃないかって。そう思うたびに、でも埋められない心の穴を、どんどんはっきり感じてきて。

「前に、忘れるのが怖いって言ってたよね」

　明智が言うと、雪葉は否定も肯定もなく、言葉の調子を立て直した。

「私が、三つの謎なぞのお話を知ったのは、そのころだったの」

「……じゃあ、あの謎は、もしかして……弟さんの、創作だったの？」

　橋の上でお話を作っていた少年が、雪葉さんの弟なら。

「半分だけ」

　音楽ホールで鳴るピアノも、教会で祈る女の子も、前半は、以前からあった噂うわさよ。弟は、男の子なのにそういった話が好きだったから、きっと、そこに新しい噂を加えて、物語にしてみたかったのね。

　言われてみると、明智も最初、前半だけならクラシックな怪談だと思っていた。

「じゃあ加えたのは、ピアノの録音や、女の子の写真のところ？」

「そうみたい。弟のパソコンを整理したとき、迷ったけどちょっと中を見たら、創作メモのデータがあったの」

「データ……」

「うん。ファイルの名前は『三つの謎なぞ』。三つめの謎は、自分を主人公にして、練っていた途中だったみたい」

　そういえば、ネット検索したときも「三つの謎」は、フィクションもノンフィクションも含め、たくさんあった。たぶん、雪ゆき葉はの弟も、定番のキーワードを選んだのだろう。

「それでね。私は、この謎の中に、私だけが知る弟の姿が、心の穴を埋めるヒントが、あるかもしれないって、思ったの」

　だから、謎を追いかけてみたかった。現実には、解けないことはわかってたけど……。

「そんなとき、明あけ智ち君を見かけたの。映画館で」

　自分が、弟を亡くしてから、弟と近い年齢や雰囲気の男の子を見ると、妙に心が熱くなるって気づいてたけど……明智君は、中でもすごく、不思議なほどひかれて、我慢できなくて。とうとう、声をかけちゃった。

「そっか」

　柔らかく、でも少し悲しそうに笑う雪葉に、明智は、うなずいてやるしかできない。

「明智君が、一緒に不思議巡りをしてくれるって言って……嬉うれしすぎて私、あの夜、一人で泣いたよ。もう泣き虫だって、バレてるから言うけど」

　二人で会って、あっちこっち行って、明智君優しくて弟よりも弟みたいで、怖いくらい、楽しくって嬉しくって。嬉しすぎて、あとで、怖くなった。

「なんで怖くなったの」

「一つには……私が、だんだん、ただ明智君と会うだけで、楽しくなってしまったから」

　そんなのずるいでしょう。謎巡りは、いってみれば、弟のための巡礼なのに。

　解けない謎が、進展するかもって明智君のメール見たときは、ぞっとして震えたよ。

「弟が、忘れるなって私に警告してるみたいで」

「……」

「でも、陸橋で明智君と再会して話を聞いて……ああ、弟は、警告じゃなく、明智君に謎を解いてもらって、お話を完成させたいんだなと思った」

　だから私は、明智君から、最後の謎の続きを聞きたかった。

「なのに──私は、失敗して──」

　ふいに雪葉の唇が震え、腕の中の身体からだが固くなった。

「雪葉さん」

　一瞬、雪葉が白の中に散っていく予感に怯おびえ、明智は雪葉を抱きすくめる。

「いまそれは、言わなくてもいいよ。それよりも、さっきのもう一つを教えて」

　おれと会うのが怖くなった理由。一つにはって、さっき言っただろ。

　なら、もう一つ理由があるんじゃないか。

　……それは。と、言い出す声が掠かすれた。雪ゆき葉はがいっそう、儚はかなく感じられた。

「それは」

　──パンッ！

「ああ！　雪葉さん！」

　明あけ智ちを撃った、あの音と同じ音がして、一瞬、雪葉は衝撃に身を反らし、そのまま、本当に白に散ってしまう。まさか。これは雪葉さんの実体じゃないのか。だけど。

「雪葉さん！」

　──いいの。このほうが、言いやすい。

　かすかな声で、言葉だけが少し残っている。

　怖くなったの。

　弟は、私たちと歳としの変わらない相手に殺されたって、言ったでしょう。

　……私の心が、熱くなるのは……私は、明智君の中に、弟への懐かしい好意と一緒に、犯人への憎しみも、見ていたって気づいて……。







「まあそれが、僕ぼくらとしてはじつに嬉うれしい、彼女の素敵な部分だったんだよね」

　黒い塊。どうせオモチャのピストルを手にした、望のぞ見みがいた。

　雪のような白は、雪葉がいなくなると同時にみんな消えていた。代わりに、暗く何もない、夜を走る電車が戻ってくる。カタンカタン。台風は、だいぶ静かになって、いまはただ、雨が窓ガラスにあたるくらいだ。

「彼女はどうも、君に聞こえのいいことばかり言ってたけど」

　要するに、自分の被害者意識を再確認したくて、明智君を利用したんだよねえ。それどころか、明智君の気を引いて傷つけようと、勝手な復ふく讐しゆうまで企たくらんでた。

「ひどいよね。君、無関係なのに」

「……いまのはなんだ」

「あの白い世界？　彼女の残像」

「残像？　なら、本物の雪葉さんはどこにいる。お前がここに攫さらったんじゃないのか」

　立ち上がり、明智は望見と向き合い、睨にらみつけた。

「知ってどうする？」

「もしお前が雪葉さんの本物を撃ったなら、何がどうだろうとお前を潰つぶす」

「彼女は無事だよ」

「だったら──」

「だから、まあ落ち着いて、僕の話も聞けよ。君もまだ、僕に訊ききたいことがあるだろ？　どのみちまだ、電車が終点に着くには間があるし」

　望見はムカつく笑いを浮かべて、すとんとシートに腰をおろした。

「あ、これはもういいか」

　手首につないだケースを開けて、一度しまいかけたピストルを捨てた。それはやはり軽く、電車の床に揺られ、長く滑って回った。

「おれはべつにないね。訊ききたいことなんて」

　仕方なく、明あけ智ちも向かいのシートに座る。望のぞ見みのケースが少し開いたままだが、教えてやらない。

「本当に？　たとえば僕ぼくが、夏なつ野の雪ゆき葉はの弟を殺した犯人なのか、とかそういうことは？」

「犯人なのか」

「いや、違うよ。さっき彼女が言ったとおり。姿は犯人だが、僕は犯人じゃない」

　本物の彼は、まだ塀の中だよ。だけど彼の、通りすがりの少年を無意味に手にかける闇やみの深さに、つい感じ入って姿を借りた。

「またこの姿が、馴な染じむんだよね。あ、僕らは殺人は否定するけどね。念のため」

「知るか馬ば鹿か」

　望見の姿がどうこうなんて、幼稚な吐はき捨てのほか、付き合う気もない。悪趣味な闇の奥を覗のぞく趣味もない。

「だけど、ほんと彼女の闇も、いい感じだったと思うだろ？」

「しつけーよ。おれはその点、おおいに後悔してるとこなんだよ」

　暗い電車の中で、明智はうつむく。

「うん、わかるよ。彼女の裏なんか、知りたくなかったよねえ」

「勘違いすんなよ。おれの後悔は、お前が──お前らが、最初から、雪葉さんの気持ちを弄もてあそんで、なるべく痛みを長引かせるために、おれにディスクやら箱の鍵かぎを渡した、それにずっと、気づかなかったことなんだよ」

　目だけ上にして、明智は望見を見た。

　お前らＥは、最初から──おそらく、雪葉さんの弟の事件が起きたときから、彼女の周囲で動いていた。そうして彼女の、衝撃や後悔や喪失感の深さを知って、彼女がそれに長く捕らわれるように、罪の意識に傾くように、細かく罠わなを張ったんだ。あるいはおれは、弟さんのパソコンに、データで三つの謎なぞを残したのも、お前らじゃないかと思ってる。

「へえ、なんで？」

「弟さんはノートを持って、陸橋の上でメモしてたんだろ。だったら、彼の創作メモは、データじゃなく手書きであるはずだ」

　むろん、彼自身がデータの形に整理して、パソコンに残していた可能性もあるが。

「とにかく、あの謎を利用して、ついでにおれも利用したのは、雪葉さんじゃなくて、お前らＥだ！」

　明智はバシッと、決めつけてみせた。

「そして君は、まんまと僕らに利用され、結果的に彼女を怯おびえさせた馬鹿だと」

「う……」

　決め返された。口先で人を丸め込むのは、おれの得意技のはずなのに。

「まあでも、誰だれでもわざわざ、自分を馬ば鹿かだと認めたくはないよね。いいじゃないか。君は夏なつ野の雪ゆき葉はの目もく論ろ見みを見抜いて、あえて彼女を追い詰めていたことにしておけば」

「いやだ。おれは、どれだけ勧誘されても金輪際、お前の手口には乗らないぞ」

「……ふうん……」

「もういいだろ。いい加減、雪葉さんがどこにいるのか言え！　言わないと、さっきからずっと頭にきてるから殴る。いまどこにも、壊れてまずい物はないはずだ」

　立ち上がる。

「くへへへへ……」

「その笑い、今度やったらその場で蹴け倒たおす」

　明あけ智ちは望のぞ見みに近づいた。長いシートに、望見はいくらか引いて斜めに座った。

「明智君。僕ぼくけっこう、本気で疑問なんだけど」

　──なんで君、そんなに、とことんどこまでも、前向きなわけ？　好き嫌いはおいて、僕の言うことにも、正当性はあるってわかってるだろ？

「……」

　一瞬、窓から差した光で、望見の眼鏡のフレームが光った。

「ここへ来るまでもそうだったけど。みじめっぽくても、かっこ悪くても、やばいってわかってても君、前向きだろ。なんでそんなに、気張らなきゃいけない？　それで喜ぶ人、べつにいないよ」

　……。

　明智は一瞬、ひどく不安になった。なぜって、そんな。おれは。

「君、不自然だよ」

「おれは！」

　そうだ。いつだったか、おれも告白できるようなネタを持とうと思った。

　重々しく、自分を見つめて明智は言った。

「おれは……おれは、書けないんだ」

　え。と、望見が不審そうに眉まゆを寄せる。

「おれだって、たまには落ち込むことも、疑うことも妬ねたむこともある。だが書けないんだ。暗い話や、斜はすに構えた人物が、かっこいいと思うのに上う手まく書けない。無理して書いても、噓うそくさい、何かの真ま似ねみたいになってしまう」

「……だから？」

「だから、世の中がお前ら寄りの方向に少しでも傾くと、おれの作家生命の危機に思えて不安なんだよ！　雪葉さんには元気に立ち直ってもらわないとまずいし、双子も愛あいも、健けん太たもめぐみも美み緒おちゃんもみんな、ハッピーにしないとムカつくんだよ！」

「く……」

　望見が本気で、脱力したのがわかった。明智は頰ほおを熱くし、のしかかるように睨にらむ。

「さあ。恥ずかしい告白までしてやったんだ。今度言わなければ──」

「く、く……くへへっ……」

「てめえ！」

　予告どおり、明あけ智ちは望のぞ見みに膝ひざ蹴げりを入れるべく足を振り上げる。が、一瞬消えたかと思うほど望見は素早く、明智の蹴りをすり抜けて立った。ガクン、と電車が大きく揺れた。明智はバランスを崩し、床に膝をついた。

「残念だけど、無駄だよ明智君」

　明智が繰り出す足払いをかわし、望見は愉快そうに、片かた頰ほおで笑う。

「最後の謎なぞで夏なつ野の雪ゆき葉はが物語を作るのに失敗して、君は僕ぼくに撃たれたね。あれで、僕が撃ったのはなんだと思う？」

「知るか！」

　起きあがり、懸命に浴びせるパンチも空から振り。逆に明智は腕をとられて、ひねられ、動けなくなってしまう。望見の顔がすぐ近くにきた。明智の目に絶望を探ろうと鋭く光る目。よく見ると中が真っ黒な口。

「夏野雪葉の大切な人。彼女の、記憶の中にいる君だ」







　つまり彼女は。

　君とのことを、すべて、忘れてしまったよ。

　──……。

　うそだ。

　望見は、かるく明智を突き放した。

　明智は、へなへなとその場に崩れた。

「本当だよ。僕は隠し事はするが噓うそは言わない」

「……」

　望見はとても、楽しそうだった。明智は、望見が羨うらやましいと、初めて思った。

「残念だが、記憶を取り戻す方法はない。もっと早く、言ってあげたかったけど──」

「いや……もう……だったら……」

　そこまでお前が、おれを絶望させたいなら……。

　──と。

　パンッ！　パン！

　二発。懐かしい、オモチャのピストルの火薬のにおい。明智ではない。けれど、望見はそれで撃たれ、血を吐はいた。ダークレッドの、シャツと同じ色。




（もういいだろう）

（もう、それ以上お前が関かかわる必要は、ないだろう）




「──誰だれだ？」

　聞いたことのない声が、車内に響く。答えはなかった。車内が光った。再び、雪のように白く。望のぞ見みは倒れ、血を流していたあの少年と同じように、白に包まれ、やがて霞かすんで消えていった。白が眩まぶしかった。明あけ智ちは目を閉じる。電車がゆるやかに減速し、やがて、ガクンと停止の衝撃がきた。再び目を開けると、静かだった。

　台風は、夜のうちに過ぎ去ったらしい。窓の外が淡く、紫に明るくなってきた。

　誰もいない。

　が、目の前に望見のジュラルミンのケースがある。

　望見は消えたが、これは残ったのか。取っ手に手錠。鍵かぎつきの口が、狭く開いたままだ。明智はケースに近づき、中身を見た。よくわからないオモチャ類のほか、大量のタブレットやカプセルなどの薬が入っていた。

　そして、傷んだリングノートが一冊。

「あった……」

　これの持ち主が、さっきの声の主に違いない。そうだ、もしかするとこの中に。

　明智は停とまった電車の中でノートを読んだ。

　読み終わったあとで、少し泣いた。







　空の青は、おそろしく澄んでいた。残りの風が、木々の緑を揺らしていた。

　ようやく日が昇るころだというのに、気温が高い。台風一過だ。

　都会なのに、今朝の空気は田舎みたいだ。水の混じったにおいがする。

　明智は一人、公園を歩いていた。

　ここは、雪ゆき葉はと一番初めに、二人で待ち合わせをして訪ねた場所だ。

　ヒラヒラキラキラした気分だった。

　広い石畳の道。左手に、白い石づくりの大きな建物。展覧会をやってる画家は、たぶんあのときとまだ同じだ。

　──絵が好きなら、遠くて面倒じゃなければ今度一緒に行こうよ。

　雪葉さんが良ければ。

　もちろんいいよ！

　行きたかったな……雪葉さんと、絵を見に。




　このノートの、このページまで読んでくださった方へ。

　いまあなたが読む、この文章を書いている僕ぼくは、すでにこの世界の者ではありません。

　誰もいないホールで鳴るピアノ、いないはずの女の子の写真と同じ。

　これは、いない人間の書いた文章です。

　そんな怖い、気持ちの悪い文章を、読んでくれる人がいるでしょうか。でも僕は、書かずにはいられません。そして、あなたに頼みたい。僕ぼくの姉、夏なつ野の雪ゆき葉はのことを。




　──あ、ほら。動物園が見えて来たよ。

　あの日の雪葉の声が聞こえる。正面の門は、まだ閉まっている。ぬいぐるみのワゴンも、シートを被かぶせて門の中だ。パンダはきっと、今日もやる気がないんだろうな……。

　手前を右に、噴水を越えて森を抜けると、百年ものの音楽ホールだ。シャンデリアのホールで、どこかの先生が弾くピアノを聴いた。




　僕は消えているはずでした。

　けれども、いつかは覚えていませんが、僕の遺のこした物語に、何者かの力が加えられ、同時に僕も存在しました。なぜ存在したかは、わかりません。もしかすると、僕は自分がこの世界から消えたとき、自分の一部を物語にして、置いていったのかもしれません。

　とにかく、僕は存在し、知りました。姉の雪葉が、もういない僕に捕らえられ、心を痛めていることを。意外と同時に、正直少なからず、嬉うれしかったことを告白します。

　けれども、それは僕の望まないことでした。僕は姉に、痛みを忘れるのは自然だから、自由になっていいと伝えたかった。しかし、僕にその術すべはありません。唯一、このノートだけが、僕を証明するものでしたが、僕を存在させた「何者か」は、ノートを厳重に封印しました。そうして逆に、僕の物語を利用して、姉をさらに追い込んでいったのです。




　音楽ホールから、ほぼ道なりに、北へ向かって学校と学校の間を行くと、あっさり、地蔵のある寺に出る。望のぞ見みめ、前はわざとややこしい道教えやがって。悪いやつでも消えてしまえば憎めないという場合もあるが、おれは消えても、あいつが嫌いだ。

　あいつのしたことは、絶対許せない──が。




　お願いです。誰だれか。そう、このノートを読んでいるあなたです。僕の代わりに、姉に会い、三つの謎なぞの物語を、終わらせてあげてくれませんか。そうすれば、姉は暗い束縛から抜けられます。僕は作者だから、わかるのです。一日の中で、あなたの好きな時間に陸橋へ上れば、きっと姉、雪葉がそこにいます。最後の謎を解いてください。




　地蔵の寺から霊園へ入り、線路の音がするほうへ歩く。昨夜台風が過ぎたばかりで、墓地は手た向むけの花が折れ、ゴミがあちこちに散らかっていた。澄んだ空の下でも、カラスはうるさい。でもいい時間だ。陸橋には、斜めに日が当たり、線路と電車に濃い複雑な影を落としている。明あけ智ちは一歩一歩階段をあがった。

　皮肉だが──本当に泣けるほど皮肉だが、雪葉の中の、明智の記憶が消えているのは、こうなるためには、良かったといえる。いまの雪葉さんは、おれを知らない。だからこそ、おれは「お話の少年」になれるんだ。

　陸橋の上は、雨あがりの鉄のにおいがした。

　その真ん中に、さっぱりした服にサンダルの、いくぶん背の高い女の子がいた。

　少しずつ、痛いほどドキドキいう胸を抱えつつ、明あけ智ちは、女の子に近づいていく。向かう朝日が眩まぶしかった。

「お、はよう」

　声が上滑った。せめて目で、変な目的じゃないと伝わるよう祈る。

「おはようございます」

　ほんの少し、不思議そうに首をかしげながら、彼女はにっこり笑って挨あい拶さつした。

　ばか、もっと警戒しろ。「知らない男」が声かけてんだぞ。

　もう泣きそうになるのをグッとこらえて、明智はさらに言葉を続ける。

「その……いい時間ですね」

「はい」

　朝の風に吹かれて、彼女の髪がサラサラ揺れた。何か？と問いたげに、また笑う。

「おれは。僕ぼくは。一日一度の、この時間が一番、好きなんです」

「──あの……」

「ええと、わかりますか。おれは」

　明智夜や城しろ。ではなくて。

「その……自分が主人公の話の続きを知りたがる、困った男なんですが」

「えっ。まさか──本当に？」

「まさかです。ちょっとＴシャツよれてて、すみません」

　明智はかるく頭をさげた。

「……」

　戸と惑まどいながらも、どこか優しい雪ゆき葉はの視線。弟を思い出してるのかな。胸が痛い。雪葉弟、どこかで見てるなら助けてくれ。彼女が、信じてくれるように。お前の願いと、おれの願いは一致している。

　と、そのとき陸橋斜め上のローカル路線に、初めて見る色の電車が来た。旧式車両なのだろうか。明智は雪葉の頭ごしに、丸く小さいその電車を見た。あっと思った。先頭にある、車両番号の数字が０４１７だ。

　そうか。「何者か」つまり教団Ｅの存在を知り、なおかつ、それに抵抗する存在。今回の事件の、すべての始まり。雪葉弟、０４１７は、お前のサインだったんだな。

「……だけど私で、あなたの気に入るお話をちゃんと作れるかな」

　まだ半分首をかしげながら、雪葉は照れたように線路に目をやる。

「大丈夫。心配でしたら、おれの『お話を作る力』を、少し分けてあげます」

　そして、一緒にお話を終わらせましょう。

「いいの？　先にその力をもらうのは、ルール違反になるんじゃない？」

　愛あい嬌きようのある、明智の好きな垂れ目が困り笑いをした。

「今回は特別サービスです」

　本当は、おれが才能をもらう予定でしたが。とほほ。でもいいです。

「……」

　ふいに雪ゆき葉はが、目を潤ませた。

「どうしたの？」

　明あけ智ちは驚く。雪葉は、首を横に振る。

「ごめんね。なんでもないんです。ただ、何か……こんなふうに話した感覚が、自分の中に残ってるのに、急に気づいて」

　──それが、とっても愛いとしいのに辛つらくて。

「うん」

　それが何か、おれは知っている。でも言えない。雪葉さんにとっては、そのほうがいいんだ。思い出したら、おれに対する暗い気持ちも、一緒に思い出してしまう。だからいい。おれだけが覚えてる。おれの中の君の思い出は、楽しかった夏休みだけだから。

「ごめんね。もう大丈夫」

　ほっそりした爪つめで目め尻じりを拭ぬぐい、雪葉は明智をまっすぐに見た。

　うん、ともう一度うなずいて、ふいに、さっとフレーズが閃ひらめいた。

　──君と作った物語が、僕ぼくの永遠のご褒美です。

　やっぱおれ恋愛もの、微妙だな。





【エピローグ】


夏の終わり










「ねえ」

　めぐみがまた、何度目かの同じ質問をした。

「なんで今日、美み緒おちゃんも誘わなかったの」

「だから、今日は美緒ちゃんは、お祖ば母あさんのお見舞いに行く日だからって」

「だったら、別の日にしてもよかったのに」

「何度も言ったろ。事情があんだよ」

　どんな事情か説明したら、また呆あきれられるか、怒られるかに決まってるので、ぎりぎりまで言わない。

「こんな遠くまで来る必要があるの」

「遠かっただろう。この夏、おれは何度も何度も、この距離を電車に乗ったんだ」

　そして今日が、夏の乗り納めのつもりだった。

　天気は晴れ。今日も暑い日だ。街を歩くノースリーブの女の子の、肩や二の腕が元気で眩まぶしい。明あけ智ちはちらっと横のめぐみを見た。めぐみは今日も、明るい色の小さいＴシャツ。こいつにああいうノースリーブとか、半透明のヒラヒラした重ね着みたいの、似合わねーだろうな。

「何よ」

「べつに」

　Ｕ駅からのルートは一応調べておいた。駅を降りたら南に下って、犬を連れた有名な人の銅像を見る。そこからいくつか歩道橋を渡って、広い池が見えたら真ん中の橋だ。

　それでも、こちらは不慣れな道で、ときどき迷いながら明智は進む。

「わあ……」

　橋を渡って池の中心、お堂のある島のあたりへ来ると、人も減り、水が涼しげだった。

　池に浮いた大量の蓮はすの葉を、めぐみは珍しそうに見ている。

「明智君、こんな場所知ってるんだね」

「まあな」

「ひょっとして、今回の事件に関係してる？」

　う。こいつ、いつの間にか鋭くなってるな。

「まあ……言ってみれば、今日は事件の締めくくりだな」

「そうなんだ……」

　明智は、話すと言いながら、０４１７の顚てん末まつを、まだめぐみ達たちに話していない。

　一度だけ、もう少し時間が欲しいんだと言うと、めぐみも美緒も、いいよと言った。

「０４１６の事件のときは、私も、みんなに上う手まく話すの、時間がかかると思ったし」

　などと神妙なめぐみだったが、いずれ小説の形でと言ったら、

「できれば普通に、話してもらいたいんだけど」

　微妙なリアクションだった。やはりいずれ、めぐみには、おれの小説についてどう思っているか、本音を聞いておく必要があるな。いずれでいいが。

　お堂をまわり、もう一つ橋を渡った先が、今日の明あけ智ちの目的地だった。

「あれだ」

　船着き場で乗り手を待っている、ゆらゆら揺れるでかい白鳥。

「げえっ!?　まさか、あれに乗るのー!?」

　お前、げえってなんだと思いながら、明智はまじめにうなずいた。

「あのボートは二人乗りなんだ」

　だから美み緒おちゃんは、誘えなかったんだ。







「明智君……は、恥ずかしいよ……」

「うん……これは、かなり来るな」

　夏の池、キラキラ光る水。ばかばかしい白鳥の日陰で二人きり。

　照れくさい、だが嬉うれしいようなやばい気持ちを、夏のうちに体験してみたかった。

　結局、そう思ったときそばにいた人とは叶かなわなかった、名残だけでも味わいたくて、めぐみに付き合ってもらったのだが──。

「ちょっと、軽率だったかもしれないな」

　こういうのには、大人おとなっぽい甘いお約束が、不可欠だったのかもしれない。

「もう。何考えてるのか全然わかんない」

　唇を突き出し、めぐみは困りきってぶつぶつ言っている。

「まあ、仕方ないよ。せっかくけっこう高い金払って乗ったんだから、一時間は適当に浮いてようぜ」

「……明智君がいいなら、私はいいけど……」

　というわけで、足の黒いペダルをのろのろ漕こいだ。しばらくすると、少しずつ、異様な白鳥内のムードにも慣れ、めぐみもそれなり楽しんでいた。

　どこかでお昼のチャイムが聞こえた。

　池の周囲は遊歩道の緑、空は青く屋外は暑いが、和やかだった。

「夏もあと数日で終わりだな」

「学校始まっても、まだまだ夏っぽいけどね」

　けど、高校三年間で三回しかない、貴重な一回はもう終わりだ。振り返ると、０４１７で始まって終わった。彼女と最初に会ったのは、夏休みの初日だったから。

「なあめぐみ」

「うん？」

「お前、０４１６で、けっこう大変だったんじゃないか」

「……だったかな。でもがんばれたよ。それで、そのあとちょっと、自信がついた」

「あー。そうだなー」

　現実や常識は無視しているが、超絶ハードアクションもなければ、セクシーアンドなんとかもなく、どうなるのかと不思議ばかりの夏だった。

　が、悪くない夏だったかもしれない。

　いや。きっと思い出になったら、いい夏だろう。

　思い出だけが残っているのが、せつないといえばせつないが。

「あ」

　メールが来た。携帯を開くと、差出人アドレスがmanokae＠だった。




明智先生、その後は何か、わたし達に予定はないですか。カエプーは元気にしているでしょうか。あと、もう一匹、04事務所にいる犬の名前は、マノプーにしてほしいです。




　ああ……そうでした。

　思い出だけじゃなく、こいつらも、残ってしまったんでした。どういう素性で、どこまで普通に現実なのか、まるでわからない自称双子。０４の仲間というよりは、おれが個人的に引き取ったに近いが、まあ、これからもし０４で何かあったら、役に立つ……ことはあるんだろうか。考えずに、明あけ智ちは返信を打ち始めた。えーと。とりあえず、犬は二匹ともぬいぐるみなので、とくに変わりはありません。予定があるときは連絡するので、夏休みの宿題があるなら、ちゃんとして。っておれ、これじゃ本当に先生だな。

「明智君。漕こぐのさぼらないでよ」

「お前一人でトレーニングで漕げよ。陸上部だろ」

「嫌だよ。ていうかこれ、一人で漕いでも進まなくって、くるくる回って恥ずかしいよ」

「根性で直進しろ」

「ふざけないでよー」

　結局、めぐみに怒られてしまった。おれこんな、無駄に前向きでいいのかなあ。白鳥ごしに、明智は夏の空を見上げた。夏の雪。ありえないよな。でも見てみたい。なんとかなるかな。まあどうでも、最後は小説のネタになってくれるさ。












あとがき




　こんにちは。四か月ぶり、ＭＦ文庫Ｊで五回目のご挨あい拶さつになります。前作「ネペンテス」のあとがきでお約束？したとおり、ゼロヨンシリーズようやく二冊めのお届けです。

　一冊め「ゼロヨンイチロク」では主人公めぐみの相棒だった明あけ智ち君が、このイチナナでは主人公です。自分では自分を「そこそこやるな」と思っているのに、周りに容赦なくつっこまれ、でも結局あまり気にせずに「やるな」と思い続ける人っていますよね。天然の能天気といいますか。明智君はそんな少年です。おかげで「ゼロヨンイチナナ」は、いままで私がＭＦ文庫Ｊで書かせて頂いた中でも一番、明るめのお話になりました。といっても、やはり噂うわさや不思議、ほんのり怖い夢っぽいところは、変わっていないと思いますが……。

　ところで私は、初めて気づいたのですが、主人公や物語の性格が、書いてるときの作者の心情、体調まで影響するんですね（私だけかも）。ネペンテスで修羅場ＭＡＸのときには、頭が酔ったようにぼんやり熱く、冷え○タ貼はってしのぎつつ、甘い微び鬱うつで書いたのですが、今回は、どんなにきつくても、持病の頭痛が発生せず、食わず眠らずのわりに丈夫な心持ちで書けました。明智君の陽気さのおかげかもしれません。

　で、今回も、行ってきました。ふらふら取材。これまでになく大メジャーな場所も含まれていますので、どこが舞台になっているのか、判わかる方も多いと思います。取材を忘れてほぼ一日、遊んでしまった日もありました（笑）。有名な場所には有名なりの、隠れ場所には隠れ場なりの、それぞれの味わいと発見があり、そこに幻想を持ち込むのが楽しい。これからも続けていきたいです。

　というわけで、あーもう毎度ながらとくに今回、厳しくさせてしまった進行の中、素敵イラストを描かいてくださったｔｏｉ８さん、毎回感激しています。一ファンとして、今度お会いしたときには是非、スケッチブック描いてください（笑）。寒い中、資料写真を撮りに出かけられた担当Ｈ様、お疲れ様です＆ありがとうございます。誰だれもいない某所の撮影はかなり不気味だったと思います。「浄財」とあったら全部小銭を置かれたそうで、ご加護があると良いのですが。プライベートで力をくれるＫちゃん今回もありがとう。またゆっくり温泉に行きましょう。Ｎちゃんも毎度ありがとう。今回の地味協力助かりました。

　そして、この本を手にしてくださった読者の皆様に最大の感謝を。シリーズなのにタイトルロゴから前と雰囲気違ってすみません。次も違ったら更にすみません（笑）。

　とりあえず、次は「噓うそ」三部作の三つ目を予定しています。噓とゼロヨンと、その他ほかいろいろ、構想だけは（書くの遅いくせに・泣）一人前なので、これからも、皆様に楽しんで頂けるよう、がんばります。

　それではまた。次回、懐かしくも不思議な町で、再びお会いできることを願って。
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　　http://ikebukuro.cool.ne.jp/toi8/

















　　カバー・口絵・本文イラスト／ｔｏｉ８
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